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    　冷め切った星空の下、烈風が八や尾お峠とうげに吹き荒れた。山神にも例えられるその風は、地を鳴らしながら峠を駆け下り、やがて一点で真っ二つに切り裂かれた。


    　そこに立つのは一人の少女。腰まであるマフラーをたなびかせ、風を正面に受けている。


    　猫耳状の装飾付き頭ず巾きんを被り、闇色のビキニ水着を身に着けたその姿は、ビキニンジャと呼ばれる忍者達の正装である。


    



    　彼女の名は舞まい岳たけゆりか。美び姫き尼にの里の若き女忍者だった。


    



    　風に散った桜の花びらが、月明かりに照らされ妖しく宙を舞う。ゆりかはそんな幻想的光景に目もくれず、腰の刀に手を伸ばし風上をじっと睨にらみ続けている。その瞳は星空よりも冷めていた。


    



    　その日の夕方も、その場所でゆりかは立ち止まっていた。


    



    　修行を終えて家路をたどるゆりかは、いつも目印にしているひときわ大きな岩場で空を仰いだ。灰色の山肌が天を突き刺すように伸びている。最も険しいこの八尾峠を越えれば、聖地として人が踏み入ることを禁じられた樹海が広がっていた。


    　ゆりかの家はその中にある。深呼吸をしたゆりかは、ふと振り返った。


    　新緑の衣を羽織った春の峠が折り重なるように果てまで連なり、その色が遠くへ行くほど淡くなっている様が目に飛び込んできた。空にはゆりかと同じく家路に向かう太陽が、空を山吹色に染め上げていた。ゆりかは太陽を見送るまで、その景色を見続けていた。


    



    　帰宅したゆりかはお婆ちゃんと二人きりで夕飯をすませ、入浴し、床に就いた。だが疲れているにもかかわらず、なにか胸騒ぎがしてゆりかはなかなか寝付けなかった。


    



    　はじめは地震だと思った。


    　大きな地震が起こる前、ゆりかはいつもそれがわかった。地面が揺れる直前に頭の中でなにかが鳴り響くのだ。今日の感じもそれによく似ていた。激しくて、せっぱ詰まった感覚。違うのは地の奥深くからくるのではなく、地上、それもすぐ近くからくるものだ。


    　床に就いていたゆりかはその行き詰まる焦燥感に打たれ、一瞬で飛び起きた。その発生源から遠ざかる、それしか考えられなかった。雨戸を蹴け破やぶり、パジャマのまま外に飛び出た。


    



    　間一髪。


    



    　粉々に砕けた柱の木片やら、読みかけのマンガの切れ端やらが一斉に宙へ舞う。目の前を通り過ぎた雑誌の予告『宿命の料理バトルがついにはじまる！』の文字がなぜかくっきりと目に焼きつく。


    



    　追っ手の気配。


    



    　破片が地面に落ちるよりも速くゆりかは森の中へ消えた。すべての忍術の基本は遁とん術じゆつ、すなわち危険から逃れるための術である。忍者であるからには命が危険にさらされる時がくるだろうと覚悟していたが、それはゆりかの想像よりも早く、突然だった。


    　ゆりかの家は里から離れた森の奥にあり、近くに民家はない。木のうろ穴、地蔵堂の屋根、枯れ竹の節……庭ともいうべき森の、あちこちに設けた隠し場所から装備をひきずり出し走りながら着替える。匂いの残る下着とパジャマは石をくるんで川に捨てた。


    　林道の古いポストを蹴り倒して、油紙にくるまれた最後の装備、刀をひっぱり出し、ゆりかは完全装備のビキニンジャとなった。


    



    　当面の命の危険がなくなると、ゆりかの中に追っ手に対する怒りがふつふつと沸いてきた。


    



    『恐れることはよい。恐怖は人が生存するために獲得した本能じゃからな。じゃが、怒りは本能を曇らせ忍者としての能力を損うてしまう。決して怒ってはならんぞ』


    



    　ゆりかはお婆ちゃんに何度もそう言い聞かされていた。


    



    　じっと目を閉じて怒りを抑え、自分に言い聞かせる……大丈夫、ただのお婆ちゃんではない。お婆ちゃんは衰えるどころか年々強さを増している大忍者で、ゆりかの師匠でもある。無事に決まっている。


    　しかし、お婆ちゃんが無事ならゆりかになにか警告があったハズだ。それがなかったということは、信じられないが、お婆ちゃんに何かがあったということだ。


    



    （よくもお婆ちゃんを）


    



    　抑えきれない怒りが重く熱い塊となり、ゆりかの胸を焦がしはじめた瞬間、ある感覚に襲われた。自身の影が底なしの沼に変化し、身体が沈んでいく……ゆりかはとっさに左手の人差し指と中指を右手の親指、薬指、小指でつつんで格子状に腕を振る、いわゆる九く字じの印を結んだ。古来より忍者に伝わる簡単な自己暗示の方法だ。怒りはたちまち軽くなり平常心が戻る。


    　そのまま次の動作に入る。印を結んだまま心を鎮め、穏やかな水面をイメージする。


    意識を集中すると、その鏡のような水面に次々と波紋が発生する。肌に感じる大気や地面のかすかな振動が、イメージの中の水面を揺らしはじめたのだ。


    　これは森を抜けた風の波紋……。これは猪が獣道を疾走する波紋……。そんな無数の波紋の中から、ゆりかは自分に接近してくる鋭く小さな波紋を見つけた。


    　この波紋はシノビ走り。長距離ランナーのモーションに似た、もっとも効率よく身体を移動させる走法によるものだ。歩幅と体重から、相手は若い女と思われる。恐らく二十歳前後。よほど自信があるのだろう、自分が忍者であることを隠そうともしない。


    



    　波紋はゆりかへと一直線に近づいてくる。所在はばれているようだ。理由はわからないが明らかに自分を狙っている。


    



    （どうする？）


    



    　可能な限り逃げる……敵はゆりかより速い。里の仲間に助けを求める……里に着くまでに追いつかれる。無事と信じているお婆ちゃんの応援を期待する……それは戦術にならない。そんな、いくつもの選択肢の中から最も単純なやり方を選んだ。


    （ここで、敵の忍者を倒す）


    



    　そう決意すると、今度はゆりかの足元から重さを感じた。敵が近づくにつれて影がどんどんと重くなっていく。これは影にのしかかるゆりか自身の重さだ。だがそれに気をとられている暇はない。敵はすぐそこまで迫っている。


    



    　敵が視界に入る直前、空うつ蟬せみを置いて飛んだ。ほんの一瞬だけ相手の目を欺あざむく空蟬の術。もちろん、丸太を使った空蟬では稼げる時間はごくわずかだが、忍者が危機を脱するには十分な時間である。


    　最初の一飛びから、桜の幹や枝葉というわずかな足がかりを最大限に使って高所へと身を運んでいく。


    　ゆりかの足下には、常に濃い影が付き従っていた。その影がわずかな収縮を繰り返している。次第に物体としての形を取ろうとしているように見えた。


    



    　桜の枝花にまぎれて相手の出方を窺うかがうつもりであったが、再び敵の気配をとらえ、幹に身を隠した。今までゆりかがいた場所に、爪ほどの大きさのものが撃ち込まれる。指で石や金属片をはじいて撃ち込む指し弾だんという技だ。命中した瞬間、幹は粉々に砕けた。その破壊力は明確な殺意の証でもあった。


    



    　斬らなければ、斬られる。敵を倒すと決意はしていたが、はじめて明確な形での選択を迫られた。本当にそれでいいのかとわずかな迷いが生ずるが、ゆりかは即座に覚悟を決める。


    



    （斬る）


    



    　敵に居場所はばれている。桜の花びらが吹雪となって舞い散るタイミングに合わせて、木陰へと空蟬を投げ込むと、ふわりと木から跳び上がった。直後に脳内の水面を呼び起こし、敵忍者の現在位置を確認する。敵忍者を表わす波は空うつ蟬せみに惑わされた気配はなく、まっすぐにゆりかへと向かってくる。恐ろしく速い。


    　宙で身体をひねると、敵の姿が目に入った。顔は見えないが若い女忍者だ。その口元が白く光る。おそらく笑ったのだ。


    　空中の忍者は基本的に無防備となる。宙へ跳んだあとは放物線を描いて地面に落ちるだけだからだ。軌道は初速と跳躍角度で決定され、着地点も簡単に予測できる。女忍者はゆりかの着地点へと驀ばく進しんし、抜刀した。月光を反射した刃が冷たく光った。


    その輝きを視界の端で捉えたゆりかが叫ぶ。


    「ネコ影！」


    　ゆりかの影が急激に膨張した。三角耳を頭に生やし、ゆりかの背丈よりも大きく、夜の闇より黒い物体。スッと裂けた二本の筋から真っ白な眼が現れ、縦長の瞳を敵の女忍者へ向けた。


    



    　これぞビキニンジャ・舞まい岳たけゆりかの奥義、ネコ影の術である。


    



    　虚無から出現した質量によってゆりかの軌道に制動がかかる。あらたな軌道は女忍者の真後ろの位置に向けたものとなった。女忍者は身体を傾け速度を殺すが間に合わない。


    　ゆりかはネコ影を踏み台にして、女忍者に向けてさらに加速した。両手で抜き身の刀を構える。空中からのありえない角度と速度による必殺の一撃。いまだこれをかわした相手はいない。しかし、その手応えは希薄だった。切っ先が女忍者の肩口から背を通って抜ける。


    



    （幻!?）


    　ゆりかは転がるような受け身を取りつつも、視線は敵から外さない。真っ二つになった女忍者が影となって地面に染みこんでいくのが見えた。


    



    （ちがう……これは）


    



    　敵もまたゆりかのネコ影と同じく、質量のある影を使っていた。


    



    （美び姫き尼に流……!?　私とお婆ちゃんの他にもいるなんて）


    



    　即座に立ち上がると、全方位から殺気を感じた。ゆりかの影から突き出たネコ影もその気配に反応する。


    　殺気が高まる。八方から影が立ち上がった。八本の影は恐ろしい速度で天に向けて弧を描き、星空を八分割する。漆黒の鎌となった影が、中心で交わると、ゆりかを囲むように墜ちてきた。


    （この術は……まさか八やツ尾お??）


    



    　ゆりかは一度だけお婆ちゃんに聞いたことがあった。


    　痛みを感じなければ死にもしない不死身の身体、ただ標的の命を狩るために襲いくる八体の影さながらの死神。なす術など、ない。


    　死を確信したゆりかの感覚は極限まで高まった。迫りくる影はスローモーションとなり、死に達するまでの時間が緩やかになった。頭は勝手に生き延びる方法を検索するが……わかっている。そんなものはどこにもない。


    （そうか……）


    



    　心が急に軽くなった。影はまだスローモーションで迫っている。せっかくだ、最強と言われた忍術を眼に焼きつけて、冥めい土どの土産ってやつにしよう。


    　恐怖も後悔も消えた。この術は何百年も世に出なかったと聞く。それを見ることができた私は幸せかもしれない。知らず、ゆりかの口元は、緩み……笑った。


    



    　そのとき。


    



    　八ツ尾を操る女忍者が声をあげた。


    「それまで！」


    　聞き覚えのある声が響いた。


    　ゆりかの数センチ先で止まった八つの影は緩やかに地に落ち、地面に溶けて消えた。振り返ったゆりかの目に入ったのは、お母さんによく似た銀髪の若く美しい女の姿だった。


    「……お婆ちゃん？」


    　その美女こそゆりかの祖母、八や尾お美び姫き尼にであった。


    「よくぞ死の恐怖を乗り越えた。こればかりは教えて身につくものではないからな。見事じゃ」


    　そうか、これは試験だったのだ。


    お婆ちゃんの姿に、ゆりかは脱力と言ってもよい程の強い安堵を感じる。


    （でも……）


    安堵の直後に来たのは、軽い不満だった。あの殺気は本物だった。だからこそ必死で戦ったわけだが……それにしても、いくら試験だからって何も本気の殺意を向けなくても……と、複雑な気分になる。


    「舞まい岳たけゆりか」


    「はっ」


    　そんなゆりかの思考は絶妙なタイミングで断ち切られた。片膝をつき、頭こうべを垂れる。身体に染みついた動作だ。


    「汝に美び姫き尼に流忍術、免許皆伝を授ける」


    「へ？」


    　思いがけない言葉に頓とん狂きような返事をしてしまう。免許皆伝。つまり修行の終わりである。


    「顔をおあげ」


    　ゆりかが顔を上げると、既に普段の姿に戻ったお婆ちゃんがいた。腰の曲がった老婆の姿。そのしわだらけの顔が笑顔でさらにしわくちゃになるのを見た瞬間、緊張も憤りも不満も、すべてが一気に吹き飛んだ。


    「お婆ちゃん……それじゃ」


    「幼い頃の約束通り、お前に母親捜しの任を命じる」


    「はい！」


    「が、その前に」


    「えー！」


    　都合の悪い約束をうやむやにしてしまうのはお婆ちゃんの十八番おはこだった。先ほどまで会心の笑みを見せていたゆりかは一転、全身を使ってありったけの不満を表現した。その姿はごく普通の女の子。二人はすでに師弟から家族に戻っていた。


    「お前はまだ学ばなければならないものがある。それは一般常識じゃ」


    「一般常識……」


    「世間知らずでは忍者は務まらん。されど里の中にいては社会勉強はできぬ。よって忍務中の課題とする。よいな？」


    「うん、わかった」


    　真っ当な課題に一安心したゆりかを見ると、お婆ちゃんはくるりと背を向けて老人とは思えない軽快な足取りで家路に就ついた。あとを追うように立ち上がったゆりかは、ふと東の空が白みはじめているのに気付き、しばらく立ち尽くした。


    



    　もうすぐ、夜明けがやってくる。
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    「……んん……？」


    　寝ぼけ眼をこすりながら、ゆりかは違和感のある室内を眺めた。なぜか部屋にちゃぶ台とテレビが置いてあり、勉強机や本棚がなくなっている。枕元にあるはずのデジタル目覚まし時計もなく、代わりに壁に掛かった古い振り子時計がゆっくりと時を刻んでいた。時刻は一時を回っている。縁側から差し込む強い日差しと肌に感じる空気がすっかり暖まっているので、午後であると気付いた。


    



    　そうだ。試験のあと部屋が壊れたので、茶の間で寝たんだった。


    



    　背伸びをして覚かく醒せいすると、目に入った日めくりカレンダーの日付にゆりかは驚く。丸一日眠っていたのだ。慌てて二階の自室へ向かう。しかし部屋は天井も屋根もない、文字通り跡形もない状態で、ただ心地よい風がそよいでいた。その見晴らしが良くなった部屋から外を見ると、山菜を籠いっぱいに摘んだお婆ちゃんが森から出てくるのが見えた。


    　家に帰って来たお婆ちゃんがゆりかに声を掛けた。


    「起きたかい、ゆりか。お前が忍にん務むを果たすまで、部屋はそのままにしておく。帰ってきてもお前の居場所はないぞ」


    「うん。ねえお婆ちゃん……」


    　ゆりかはお婆ちゃんの顔をのぞき込んだ。


    「なんじゃ」


    「お母さんは、絶対、生きているんだよね？」


    「当たり前じゃ。アレがそう簡単に死ぬものかい」


    「うん……あのさ。お婆ちゃんはお母さんが帰ってきたらどうする気なの？」


    「安心せい。アレを鍛え直すだけじゃ。アレはお前よりも未熟者じゃからな。修行が終われば、そのあとはお前ら親子がどこで暮らそうとかまわぬ」


    



    　ゆりかのお母さんも忍者だった。ゆりかと同じ年頃にはもう忍務に就いていたという。強くて美しい自慢のお母さんだったが……。


    お母さんは七年前に、忍務中行方不明となってしまった。


    



    「本当だね？　約束だよ？」


    「約束じゃ」


    　お母さんのことになると隠し事の多いお婆ちゃんだが、ここは信じるしかない。母親捜しはゆりか自身がなにより望んでいた忍務。結果、お婆ちゃんの思惑通りになろうと絶対に捜しあてると心に誓っていた。


    「ところでゆりか、里の者達がお前を待っておったぞ。行っておやり」


    「うん」


    「戻ったら話がある」


    「わかった」


    　パジャマのボタンに手をかけながら、ゆりかは『ネコ影』と合図した。とたんにゆりかの影が風船のように膨らみはじめ、あっという間にゆりかの影は猫のような姿となった。ネコ影はへの字口をめいっぱい開くと、丸い胴体から生えた棒切れのような腕で口の中から夏の制服を取り出した。


    　柔らかな春の日差しに素肌をさらしたゆりかの輪りん郭かくは、乙女の兆しが現れはじめた繊細で美しい曲線。季節外れの夏の制服がそれをよりいっそう強調している。そして洗面所で身だしなみを整えている間、ゆりかはネコ影に脱いだパジャマを洗濯機へ放り込ませた。


    「行ってきまーす！」


    　ゆりかは玄関を飛び出し、一切の痕こん跡せきを残さずたくみに森の中を駆ける。ゆりかは幼い頃、この手の『忍者の基礎』が不得手だったが、成長するとともに、質量を持つ自分の影を足場にして、足跡を残さずに移動する術を覚えた。ただ、影を足場にした術は少しの集中力と特別なコツが要るため、いつもは地面を踏みしめている。


    　森が突然開け、目の前に小さな集落が現れた。段々畑に踏み固められた土の道、光を吸する暗い瓦屋根のレトロな木造の家々。畑に麦でも実れば絵はがきになりそうなこの場所は忍者の隠れ里、美び姫き尼にの里である。


    　ゆりかの気配に気付き、あちこちの家から人が出てくる。一見するとごく普通の村人といった雰囲気の人々は、それぞれの庭先から笑顔で手を振った。ゆりかも笑顔で手を振りつつ、一番手前の家へ向かうと、玄関から割かつ烹ぽう着ぎの女性が出てきた。


    「ゆりちゃん、免許皆伝おめでとう！」


    「ありがとう！」


    　ゆりかはそのまま隣の家へ歩く。そこにいかにも忍者らしい黒装束の中年男が現れた。


    「おじさん！」


    「知らせを聞いて仕事先から戻ってきたよ。忍にん務む中の連中からも祝いの言葉を預かってきたよ」


    「ありがとう！」


    　里の人々はゆりかにとって家族同然の存在であった。忍者は古くから、より強固な結束を得るために、里の大人全員で子供達を育てている。そうすることで子はいち早く親離れをし、里全体が血よりも濃い絆で結ばれるのである。


    　次から次へと挨あい拶さつを済ませ里の中程にさしかかると、ゆりかと同じ制服を着た女生徒達が駆け寄ってきた。


    「おーい、ゆーりかー！」


    「みんなー！」


    　切れのよい走りでゆりかのもとに集まった少女達、その年齢にばらつきはあるものの、昨日までのゆりかと同じ修行中の少女忍者達だ。手を取り合ってはしゃぐ姿は、ごくごく普通の女学生であった。


    「もう忍にん務むが決まってるんだって？　じゃあ里を出ちゃうの？」


    「うん。でも忍務が終わればまた戻ってくるよ」


    「そっか。ねえ……」


    　ゆりかに耳打ちする同級生。ゆりかは『わかった。聞いてみる』と返事し、みんなでクスクス含み笑いをした。


    　里の一番奥で待っていたのは、しわくちゃで立派な白髭を蓄えながらも背筋がピンと伸びた老人。この老人だけは他の者と違い、ゆりかに対し深々と頭を下げた。


    「じじ様！」


    「ワシも随ずい分ぶん長生きしておるが、その若さで美び姫き尼に流免許皆伝を授かったのはゆりか様がはじめてじゃ。お頭もさぞお喜びであろう」


    　じじ様はそう言いながら嬉しそうに髭を撫でた。


    「お婆ちゃん、さっそく私を使ってなにか企んでるみたい」


    　ゆりかのお婆ちゃん、八尾美姫尼は里で最も偉いお頭である。


    「ふぉっふぉっふぉっ。まあ、修行と思って前向きに取り組みなされ」


    　じじ様はもう一度髭を撫でた。


    「そうします」


    　お婆ちゃんの性格がひと癖くせもふた癖もあるのは、じじ様でなくても里の忍者なら誰もが知っている。お婆ちゃんの考えていることを察するのは、一緒に暮らしているゆりかにだって到底不可能だ。じじ様だって例外じゃない。じじ様の助言は、これが最大限なのだ。


    「ところで、やはり母君を、ひなぎく様を捜しに行かれるのか」


    「うん。そのために忍者になったんだもの」


    「それにしては、ちと強くなりすぎではないか？」


    「それは、あの、私の個人的な趣味で……」


    　答えをはぐらかすゆりかにじじ様が言った。


    「忍者の本分は忍務遂行。『逃げるが勝ち』こそ忍者の美徳なれば、遁とん術じゆつは忍者の基礎であり極意。死んでは元も子もないのじゃからな。特になにが起こるかわからない里の外では、逃げるのを第一に考えねばなりませんぞ」


    「肝に銘じます」


    　頭を下げるゆりか。その上で、じじ様に質問する。


    「ねえ、じじ様は里を出たことがあるの？」


    「もちろんじゃ。若い頃は『雲隠れの六郎』と呼ばれて、それはもうあちこちでぶいぶい言わせておったわい」


    　髭ひげを撫でるじじ様の目付きは心なしか凛り々りしくなっていたが、ゆりかは首をかしげた。


    「私にもいつか通り名がつくのかな」


    「ゆりか様の活躍次第じゃの」


    「そっか……あ、お母さんにはついてなかったの？」


    　じじ様の髭を撫でる手が止まった。


    「あることにはあるのじゃが、その……物騒な通り名でな」


    「物騒？　どんな？」


    「……人喰いひなぎく」


    「ひ、人喰い……」


    　ゆりかは思い出の中にいるお母さんからは到底想像できない通り名に愕がく然ぜんとした。雲隠れといい、忍者のネーミングセンスを疑う。


    　ゆりかは（かっこいい通り名をつけてもらえるような活躍をしよう）と決意しつつ、じじ様に再びお辞儀をして、来た道を折り返した。道の先には里中の人々が笑顔でゆりかを待ち構えていた。
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    　里の人たちと免許皆伝の喜びを分かち合ったゆりかは、家に戻ってきた。


    「ただいまー」


    　玄関で元気よく挨あい拶さつし、ゆりかは茶の間へ向かった。そこにはのんびり茶をすするお婆ちゃんと、湯気の立つゆりかの湯飲み茶碗が待っていた。


    「おかえり。遅かったな」


    「みんながなかなか帰してくれなくて」


    　ゆりかは茶の間に正座して一口お茶をすすると、お婆ちゃんに『さっき、言ってた話ってなに？』と聞いた。


    「ゆりかや。お前は一人で母親捜しをするつもりではあるまいな？」


    　忍務においては野球のように、それぞれ役割ポジシヨンが与えられるのが常であり、それを首尾よくこなす者が優れた忍者と呼ばれる。ゆりかはもう一口お茶を含み、答えた。


    「もちろん一緒に捜してくれる人は欲しいけど、私みたいな新米に命を預けてくれる人なんているのかな」


    「たしかにお前は、忍術は一人前だが統率力はまだまだ。しかしそんなお前でも仲間にできる者に、心当たりが一人おるぞ」


    「えっ、ほんと!?」


    　思わず食いつきはしたが、お婆ちゃんの表情を見て一瞬でクールダウンした。明らかに乗せられている。ゆりかは少し警戒した顔になった。


    「ほっほっほっ。宇う須ず市に知り合いの部下がおる。そやつならあるいは協力してくれるやもしれん」


    「……どんな人？」


    「白しら滝たき流の堤つつみ庵いおり。ヒントはここまでじゃ。仲間になって貰えるかどうかはお前次第よ」


    　白滝流。七色の流派と呼ばれる個性豊かな忍者の里で、白滝のお頭にはその昔、稽古をつけてもらった恩がある。なるほど、そのあたりも計算のうちか。


    　お婆ちゃんが企んでいることは全然わからない。しかしここはじじ様が言うように、避けられないものとしてあくまで能動的に、自分のためと思って挑戦するしかない。なにより、忍にん務むに仲間は不可欠だ。


    「わかった。なんとかしてみる」


    　ゆりかは湯飲み茶碗の中でゆっくり漂うお茶の葉を見つめ、今後の計画をあらためて練った。


    　宇須市へ行き、堤庵という協力者を得て母親捜しをはじめる。そして一人前の忍者になるため、里を出て社会勉強もする。そのためには、まず役場で忍者免許証を受け取り、転居の手続きをしなければならない。


    　そして社会勉強をするなら、一人暮らしよりも忍者ステイだ。


    



    　次の日もゆりかは茶の間で目を覚ました。日の出と共に床を離れ、パジャマのまま庭先へ出るとストレッチをはじめる。今日中にいろんな手続きをいっぺんに済ませてしまおう。そう心に決め、頰ほおを叩いて気を引き締めた。


    　今日も夏服姿で広大な森を駆け下る。道なき道を行くと獣道が現れた。道なりに進むと今度は轍わだちのできた山道へ。その道がやがてひび割れ、裂け目から雑草が伸びたアスファルトの農道にぶつかり、さらに走り続けるとようやく国道に出る。国道には、高速で疾走する忍者が車や歩行者を驚かせないための『忍者レーン』が設けられている。ゆりかはのびのびと走った。


    　そのまま山を下ると、山肌を縫うように続く道から時折、麓ふもとの街が見える。あちこちから湯気が立ち上る温泉街。途中、会社や学校へ向かう人々を乗せたバスを追い抜き、温泉の匂いが強まると町はすぐそこ。手前で速度を落とし『ようこそ美び姫き尼にの里へ！』と書かれたゲートを歩いてくぐった。


    　山に囲まれた風情ある温泉の街。ここ美姫尼の里は地図で『美姫尼町』と表記されているが、れっきとした『忍者の里』である。今の時代、隠れ里のすぐ近くまで人里が迫っているのはめずらしくなく、一帯をまとめて忍者の里と呼んでいる。このような忍者と一般人が共存する地域は全国のいたるところに存在するが、各地の隠れ里の所在は世間には知られていない。


    　白壁の木造建築が連なる目抜き通りは、立派な街路樹が植えられたレンガ造り。おみやげ屋やスイーツ店の横を、スーツ姿の男女や制服姿の学生達が慌ただしく往来する。彼らを尻目に歩道をのんびり歩くゆりかだったが、滅多に来られない最高の遊び場を目の前にしてそわそわしていた。しかし気持ちをグッと押さえ人気のない裏道へ入り『美び姫き尼に町役場』という看板が掲げられた旅館のような建物に向かった。


    　役場に近づくにつれ強まる忍者の気配を感知する。一人、二人、複数の忍者が一箇所に集まっている。


    「免許皆伝おめでとうございます、ゆりか様！」


    　役場の戸を開けるなり、ゆりかはスーツ姿に黒くろ頭ず巾きんをかぶった中年男達に囲まれてしまった。紙吹雪と拍手で迎えた彼らも美姫尼の里の忍者、ゆりかの同胞であった。


    「これは里の者一同の気持ちです。どうかお受け取りください！」


    　顔が隠れてしまうほどの花束を渡される。花束には祝儀袋がいくつもはさまっていた。


    「あ、ありがとうございます」


    　ゆりかの笑顔はひきつっていた。


    「いやーそれにしても、その若さで免許皆伝とは、さすがお頭のお孫さん。我々も鼻が高うございます！」


    「そ、それはどうも」


    「お頭もさぞお喜びでしょう！」


    「お、おかげさまで」


    「大いにご活躍されて、美姫尼流の強さをあらためて天下に知らしめてくださいませ！」


    　ゆりかが、『舞まい岳たけゆりか個人』ではなく『お頭の孫娘』として見られることが多いことに気がついたのは数年前だった。山を下りるほどそう見られることが多く、ゆりかはそのことがあまり好きではなかった。


    　いつまでも続く歓迎に困り果てていると、通路の先の女子トイレから手招きする女性がゆりかの目に入った。ゆりかはとっさに『すいません、ちょっとお手洗いに』と断り、頰ほおを赤らめながらトイレへ駆け込んだ。


    「大変だったわね、ゆりちゃん。こっちよ」


    　胸元が大きく開いたスーツから網状のアンダーシャツがのぞいている。首にはマフラーを巻いた若い女忍者だった。


    「尚なお子こさん！」


    　尚子さんは町役場の職員で、ゆりかを小さい頃から可愛がってくれているお姉さん的存在である。尚子さんはトイレ奥の掃除道具入れの戸を開けると、壁に掛けてあったモップで天井を三回突いた。すると割れた天井から縄梯子が現れ、それを上ると『忍者課』と看板が下がった事務所にたどり着いた。仕事中だった忍者姿の職員達が手を休めゆりかに会釈をした。


    　ゆりかも会釈を返す。尚なお子こさんはテーブルまでゆりかを案内すると、向き合って座り早速話をはじめた。


    「まずはおめでとう、ゆりちゃん」


    「ありがとう」


    「今日は里を下りる手続きに来たのよね」


    「うん」


    「それじゃはじめに免許証渡すね。えっと、ゆりちゃんはいきなり免許皆伝だから……特級ね」


    　そう言って尚子さんは『忍者免許証』と書かれたカードをテーブルに置いた。


    　忍者とは国家資格であり、十年以上の厳しい修行を経て免許を取得し、はじめてその名乗りを許される。免許には特級、一級、二級の三種があり、それぞれ各流派の免許皆伝、師範代クラス、段位取得クラスに割り振られている。無免許の者が忍者を名乗ったり『忍にん務む』と呼ばれる特殊な仕事をするのは違法であり、厳しく処罰される。


    　ゆりかは受け取った免許証を裏や表に返しながら満面の笑みを浮かべた。辛く厳しい修行の成果だ。これで、晴れて忍者の仲間入りを果たしたのだ。　


    「この免許証だけど、貸し借りは違法だから絶対にしてはだめ。それと紛失したり、他た忍にんのを拾ったりしたら、すぐに最寄りの役場かシノビ協会に申し出てね。最後に、忍務中はもちろん、忍務外でも忍者である以上は必ず携帯しておくこと。オッケー？　詳しくはこの書類を読んでおいてね」


    　ゆりかは差し出された書類に目を通し、読み終わると『わかった』と返事をして、免許証と一緒に書類を懐にしまった。


    「もう最初の忍務は決まってるんだっけ」


    「うん。お母さんの捜索をするの」


    「じゃあ、しばらく里を離れるのね」


    「うん」


    「そっかー、ちょっと寂しくなるね。ところで引越し先は決まってるの？　まだなら都会のいいところ探してあげるよ。六本木とか」


    　尚子さんは都会というと必ずロッポンギが出てくる。憧れの場所らしい。


    「宇う須ず市というところで忍者ステイしたいんだけど」


    「うずし？　ちょっと待ってね……あった。そこそこ大きな町だけど、ホストファミリーは一件しかないわ」


    　尚子さんは目にもとまらぬキーボードさばきで、あっという間に役場のコンピュータから調べ上げた。


    「ホストファミリーの名前は八や戸ど刈かりさん。夫婦と小学生の一人息子の三人家族、駅近し、ホスト経験なし、忍者の条件なし、現在入居可……か。どうする？」


    　尚なお子こさんに手招きされ、ゆりかはコンピュータのモニタをのぞき込む。条件に漏れはないかじっくりと読んでみた。


    「こちらのお宅でお願いします」


    　少しの間考えたが、一件だけでは選り好みのしようがない。


    「オッケー。じゃあ早速申し込み……と。よし、これでいつでも出発できるよ」


    「ありがとう尚子さん」


    「おやすいご用よ。ところでゆりちゃん、今日の予定は？　よかったら一緒にお昼を食べない？　おごるよ」


    「食べます！」


    「オッケー。それじゃオヤジ職員達に見つからないように裏口へ案内してあげる」


    



    　ゆりかがその日の予定を済ませた頃には、里は茜色に染まっていた。レストランで食べた豪勢なランチの味を思い出しながら、山道を朝とは違う場所で曲がり、森に入った。


    　これからは自由に里を出られる。そしてはじまる新生活。八や戸ど刈かりさん一家はどんな人達なのだろう。堤庵という忍者は一体どんな人物なのか。そして……。


    　ゆりかがやってきたのは隣山の頂上、地平の果てまで一望できる自分だけの絶景スポットだった。辛いときはいつもここで泣いていた。しかし今はとても晴れ晴れとした気持ちだ。
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    　大きく息を吸い込み、ありったけの思いを込めて叫んだ。


    



    「どこかにいるお母さーーん！　ゆりかが捜しに行きまーーす!!」
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    　オレの家に忍者がやってくる。


    



    　忍者というとマンガや時代劇の中では、黒ずくめで人知れず汚れた仕事を請け負うダークなイメージがあるけど、実際の忍者はそんなのとはまるで違う。


    　政治家や企業の不正を暴いたり、警察やレスキュー隊の一員だったり、山や海の掃除に精を出すボランティアだったり、派手な衣装でタレントをしていたり、実際に目にする機会は少ないけど、その活躍っぷりはニュースや新聞で毎日のように取り上げられている。


    　忍者の中でもとりわけシノビファイターと呼ばれる忍者達は、いつも大きな注目を浴びている。なにせ無数のテレビカメラと大観衆の前で、堂々と対戦を繰り広げているのだから。


    



    　忍者は目立つ連中ばかりだ。ちっとも忍しのんじゃいない。


    



    　お花見のシーズンが過ぎ、世間は近づくゴールデンウィークに胸を躍らせていた。でも我が八や戸ど刈かり家はそれどころではなかった。


    「……本当に忍者が家に住むんだな」


    　日曜日の昼下がり。床拭きを終え汗をぬぐい、すっかり様変わりした部屋を眺めながらオレはつぶやいた。


    「もちろんさ！」


    　可愛らしいパステル調のカーテンを掛け終えた父さんは白い歯を輝かせた。


    　オレの部屋の隣は先週まで物置になっていたが、かわいらしいベッドと机を置いたら何となく女の子っぽい部屋に様変わりした。


    　オレもようやく、新たな住人が増えるんだ、という実感がわいてきた。


    「二人ともー、そろそろご飯にしましょー！」


    　母さんに呼ばれ一階のリビングへ向かう。階段を一段降りるごとに、ご馳走の匂いが漂ってくる。時間はちょうどお昼、匂いで空腹が加速するが、ご馳走は晩までお預けだ。テーブルには母さん特製カツとトマトのサンドイッチが並んでいて、オレ達が席に着くと、母さんが隣の台所から冷えたオレンジジュースを運んできた。


    　母さんは控えめに言っても料理がうまい。大げさに言ったら店を開けると思う。俺の口の中でさくさくと音を立てるこのカツだって、出来合いのものじゃなくてちゃんと一から作ったものだ。


    「部屋はどう？」


    「カーテンも掛け終えて、準備万端だよ」


    　母さんの問いに、夢中でサンドイッチを頰張りながら父さんは答えた。


    



    　シノビ協会から忍者ステイのホストファミリーに選ばれ、はじめての忍者を迎え入れる日が決まってからというもの、我が家はずっと慌ただしかった。


    「家にくる忍者ってビキニンジャなんだよね」


    　オレは父さんにたずねた。


    「ああ。それも本場、美び姫き尼にの里のビキニンジャだ」


    「本場はよそと違うの？」


    「わからん。でもきっとすごいに違いない！」


    「ビキニ姿でやって来たりするのかな？」


    「いくらなんでもそれはないわよ。だって忍者が街中でそんな格好したら目立つじゃない」


    



    　浮かれ気味の父さんとは対照的に、母さんは冷静で真っ当な意見を言った。でもオレが知ってるビキニンジャと言えば、テレビのシノビファイトによく出てくるビキニ姿の忍者のことだ。


    　きっとビキニ姿で参上するくらいのことはしでかすに違いない。オレは父さんほど詳しくないけど、母さんほど無知でもなかった。


    「はー満足満足。さ、食休みをしたら駅まで忍者さんを迎えに行くぞ！」


    



    　オレ達一家は父さんの運転する車で駅へ向かう。


    



    　宇う須ず市はそれなりに都会ではあるのだけど、車でちょっと郊外に出ればたちまち工場地帯や、のどかな田園風景が広がるという中途半端な街だ。大昔にはお城があったらしいけどとっくの昔に潰されていて、馬ば場ば町ちようや鍛か冶じ屋や町ちようなどといった城下町の名残がある街にでっかいビルが建っている。ただ、千年の歴史がある宇須神社だけは街のど真ん中、それも駅に続く大通りの目の前に残されている。そして今では、県庁所在地だからなのか市街地は積極的に開発が続けられているのだけど、何回『再開発』をやってもそれ以上広がらないし、思ったほど発展しない……と、父さんが言っていた。


    　そんな宇須市にもシノビ協会のビルがある。それはつまり忍者の里じゃないこの街にも結構な数の忍者が生活しているという証拠なのだけど、実際に見る機会があるのは人前に出るのが仕事のシノビ協会の職員くらいだ。彼らの服装はいろいろだけど、頭ず巾きんをかぶっていて一応忍者らしさはある。


    　まてよ、テレビじゃない本物を目にする機会が少ないってことは、案外忍んでるってことかもな。


    



    　駅に着いたオレ達一家はエスカレーターに乗り二階へ向かった。在来線と新幹線が停まるので大きく、構内は隣接する駅ビルにつながっていた。おかげでいつも人が溢あふれている。　　


    　構内のあちこちに宇う須ず市をアピールするポスターが貼られ、駅ビルに続く広い通路には『宇須高校・春の甲子園ベスト４おめでとう！』という横断幕が掛けられていた。


    　見慣れた風景を眺めながら、オレ達一家も忍者ステイに来る忍者も、この人ごみの中からお互いを捜し当てるのは難しいかもしれない……と思った時だった。


    



    　改札口の向こうから、周囲の人々の視線を一身に受けてビキニ姿の女の子が現れた。ここはプールでもなければ海辺でもないはずなのだけど、その女の子はビキニでいることがさも当然といった堂々たる足取りでこちらに向かってくる。あまりに潔いビキニっぷりに人々は道を譲り、女の子は真っ直ぐこちらに来る……と思われたが自動改札に引っかかり、駅員さんに案内され、ようやくオレ達一家の前に立った。


    



    「八や戸ど刈かりさんですね。美び姫き尼に流免許皆伝、舞まい岳たけゆりかです。よろしくお願いします！」


    



    ……本当に、それでいいのか、忍者。
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    　このへんで、どういう経緯で我が家に忍者が住むことになったのかを説明しておこう。


    



    　それは冬休み、一家揃って自宅でのんびり正月番組を見ていたときだった。


    「母さん、祐ゆう之の介すけ。今年は忍者と一緒に暮らしてみようと思うんだ」


    　父さんの一言でリビングに漂う正月ムードが吹き飛んだ。父さんの『忍者と暮らしたい』はもはや口くち癖ぐせだったから、オレも母さんもすっかり『はいはい』と受け流すようになっていた。けれどその日はニュアンスが違った。隣の台所でコーヒーを入れていた母さんも慌てて顔を出した。


    「まさかあなた」


    「去年の暮れに忍者ステイのホストファミリーに申し込んでみたんだ。書類審査に通れば三月頃に面接があるそうだよ」


    「まだ通ったわけじゃないのね？」


    「絶対に通るさ！　そして忍者が家に来るんだよ！」


    



    　かくして我が八や戸ど刈かり家は選ばれることの難しいホストファミリーとなった。


    ちなみに忍者ステイとはホームステイの忍者版で、パンフレットによるとだいたいこんなシステムだ。


    



    　壱、忍者ステイとは、主に新人忍者が一般社会に順応するための教育プログラムです。


    　弐、忍者は皆様のご家庭に任意の期間で滞在し、ご家族の一員として生活を行います。


    　参、忍者には皆様の家事手伝いなど、日々の生活に必要な仕事を経験させてください。


    　四、学齢期間の忍者は、その年齢に応じた地域の指定校に通学し学校教育を受けます。


    　五、忍者の滞在費は、別紙の住忍換算表を基準にシノビ協会がすべて負担いたします。


    　六、忍者が滞在中の皆様の安全は、シノビ協会が二四時間の体制でお守りいたします。


    



    　忍者好きの父さんの夢を叶えた女子忍者は、社会勉強のために我が家にやってきたのだ。


    



    　オレはショックから立ち直り、ようやく現実に戻った。予想していたとはいえ、街のど真ん中、しかも大勢の人が行き交う駅の改札口でビキニ姿というのは、ときめく以前にあっけにとられる。忍者を見つめる周囲の人々も同様だ。彼女は一体なにを考えているのか。


    「ゆりかちゃん、でいいかしら」


    　我に返った母さんが彼女に声をかけた。


    「はい」


    「どうしてビキニ水着なの？」


    　母さんの問いにきょとんとする彼女。周りの人達も彼女の返事を待っていた。アイツはさらりと答えた。


    「ビキニンジャですから」
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    　宇う須ず市の中心部、ＮＲ宇須駅周辺でビキニンジャがごく平凡な一家を驚かせている頃。駅東口から徒歩三分、通称アメリカン商店街の裏通りの中ほど、古ぼけた店構えの中華料理店『珠しゆ里り軒けん』店内では、従業員らしき大男が一人遅めの昼食をとっていた。


    　お玉で仕込み中のスープをすくい、冷めたご飯の入った丼に注ぐ。そしてカウンターの椅子にどっかりと腰を下ろし、コップに水を注ぎテーブルに置き、丼に薬味を乗せ蓮れん華げで一気に胃袋へ流し込んだ。人呼んで中華茶漬けをたいらげたその男は、店名が刺し繡しゆうされたシャツを着ているものの、筋骨隆々、くせのある長髪に無ぶ精しよう髭ひげという料理人らしからぬ風貌をしていた。鋭い眼差しと全身から発する威圧感は、まるで野獣のようだった。彼の名は堤つつみ庵いおり、珠里軒の二代目店主である。


    　水を飲み干し満足そうに一息つくと、庵いおりはポケットから携帯電話を取り出した。その様子から着信があったようだが、それを知らせる音も振動もなかった。


    『よう、庵。ワシじゃ。店は繁盛しとるか？』


    　その声を聴いた瞬間、庵の心がきりりと引き締まった。馴染みのある老人の声。


    「おかげさまで。ところで今日はなんの用ですか」


    『ようやく次の『客』が決まったんでの、その報しらせをな』


    「またか。何度も言ってるが、俺はもう引退したんだ。いい加減、そういうのやめてもらえませんかね」


    『今回の相手は手強いぞぉ。どうじゃ。戦ってみたくはないか？』


    「その台詞、聞き飽きたよ。どうせ今回もザコ以下の……」


    『まあ、ファックスを送るで、それを見てから決めたらどうじゃ？』


    「ファックス？　履歴書でも送るつもりか？」


    『まあ楽しみにしておれ』そう言い残すと携帯は切れた。


    　切れた携帯に「まいどあり」と皮肉たっぷりに吐き捨てて、ポケットにしまう。その時店のファックスが動き出し、写真の一部らしきものが見えてきた。徐々に全貌を現すファックスの内容に、庵の表情はみるみる険しくなった。


    「……あのジジイ、なぜコレを持ってやがる」


    　庵はしばらく頭を抱えていたが、意を決して携帯を取り出した。


    『ワシじゃ』


    「コイツを一体どこで手に入れた」


    『家の犬がくわえておったのじゃ。どこで拾ってきたのやら』


    「コレをどうするつもりだ」


    『さて、いろいろな使い道があるからのう。八や尾おのオババに見せてやる、なんてどうじゃ』


    「お頭……あんた、俺を殺す気か！」


    『まあ、どう使うかはお前さんの返答次第じゃよ』


    「……わかったよ。シノビファイトを受けよう。俺が勝ったら写真こいつは返してもらうぞ」


    　ぶつんと携帯を切って、ポケットにしまった。


    「いつになく手の込んだ仕掛けしやがって。狸たぬきジジイめ」


    　次の瞬間、店の前に忍者の気配を感じた。しかし庵は眉一つ動かさずリストバンドに隠し持っていた手裏剣を取り出す。


    「ちわー、大将ぉ」


    　店内の緊張感を一瞬で台無しにする気の抜けた挨拶。スーツ姿のサラリーマンの男達が三人、庵に挨拶しながら次々店内に入ってきた。男達はいきなり冷蔵ケースからビールを取り出すと、テレビが一番良く見えるテーブルに座りくつろぎはじめた。やたら店の事情に詳しい三人組。彼らは珠しゆ里り軒けんの常連客だ。


    「大将、テレビのリモコンちょうだい。それといつもの」


    「うちは犬と猫と忍者はお断りだっていつも言ってるだろう」


    　庵いおりは彼らに気付かれぬよう、静かに手裏剣を収め厨房に戻った。陽気な常連客を煙たそうにしているが、カウンターには『いつもの』作り置きの餃ぎよう子ざ九皿と、自分と同じまかない食が三人分用意してあった。庵に先ほどまでの野獣のような威圧感はない。


    「つれないこと言うなよ大将ぉ」


    「そうッスよ。あ、そうだこれ大将にあげるッス。月刊シノビ最新号の楠くすの木きサスケちゃんグラビア！」


    　ひと目で新人サラリーマンとわかる若造が、料理を取りに来たついでに雑誌を広げて見せた。真っ赤なポニーテールが印象的な美少女忍者だ。


    「サスケのグラビアはこの前くれただろう」


    　そう言いながら顎で店の一番奥に貼られたグラビアを指す。こちらのサスケは季節外れの白いスクール水着姿だ。


    「あっちは『月刊忍ジュニ』のやつッス。それよりリモコン！　シノビファイトはじまっちゃうッスよ！」


    　庵から無言で放り投げられたリモコンをキャッチすると、若いサラリーマンは早速スイッチを入れた。


    　ニンジャ・ウォーズ36　特別戦in中央闘技場


    　サスケVSビキニンジャ・エレガンス


    



    　画面に力強い筆文字で書かれた対戦カードが表示された。三人組はテレビに向かい観戦モードになる。庵も腕組みして中継を眺める。


    　映像の隅には『生中継』と表示されている。陸上競技場をさらに広くした屋外闘技場は満員の大盛況。舞台中央にアナウンサーが立つと会場から『おぉぉぉー』という歓声が沸き、忍者の紹介がはじまった。


    「麗うるわしきシノビファイター、ビキニンジャ・エレガンス見参！」


    　華やかなオーケストラが流れ、光線が飛び交い、赤土だった舞台が宮殿のテラスに早変わりした。シンバルの音と同時にバラの花びらが舞い、エレガンスが華麗に登場した。


    　縦ロールのブロンドヘアに真っ白なドレスと日傘。石畳を優雅に歩き中央へ。ドレスを脱ぎ捨てビキニ姿になると、まずまずの歓声が上がった。しかし会場からはすでに『サスケー！』という歓声が聞こえはじめ、エレガンスは眉をひそめた。


    「すべてを焼き尽くす炎の女神、サスケ見参！」


    　アナウンスと共に歓声が津波のように会場を覆った。大音量のハードロック調ＢＧＭは、それ以上の大歓声にかき消された。会場を炎の龍が悠然と泳ぎまわり、舞台を二分するように炎を吐いた。エレガンスは不機嫌な表情で、日傘を広げ火の粉をよける。炎は真っ二つに裂けて、女神の通り道を作り上げた。


    　炎のような真っ赤な髪、ダークブルーの可憐なチアリーダー風装束に、赤いグラデーションの長い腰帯を巻いている。


    「サ・ス・ケ！　サ・ス・ケ！　うおーー、今日は見に行けなくてごめーーん！」


    「沖おき田た、落ち着け」


    　先輩サラリーマンに沖田と呼ばれた若造が、ハイテンションで声援を送り続ける。


    



    　太鼓の合図と共に戦いがはじまった。エレガンスが傘を凶器のように振りかざしてサスケに飛び掛る。ブン、と振り降ろすと傘が勢いよく伸び、サスケが立っていた地面を激しく叩いた。空振り。サスケは腕を組んだまま宙に脱出していた。エレガンスは間髪容れずサスケに向けて傘を開く。ほぼ同時に上空からサスケが吐いた火炎が襲い、エレガンスは一瞬で炎に包まれた。着地したサスケは巻物を投げる姿勢をとる。すると炎の中から傘を高速回転させながらエレガンスが突進してきた。サスケは横移動でかわしながら次々巻物を放り投げる。巻物は炎の槍となりエレガンスに突進した。しかし回転する傘ですべて弾かれてしまう。


    　エレガンスはサスケめがけ、矢継ぎ早に突撃を繰り返す。その機動力はなかなかのものだった。


    「でもね、芸がない」


    　優雅にかわし続けるサスケが呟いた。サスケはすれ違いざまエレガンスに指し弾だんを見舞いはじめた。それもただのつぶてではなく、威力十分の小型爆弾である。爆発が起きるたび歓声が上がる。まるで闘牛のような光景に歓声も『オーレ！』に変わっていった。エレガンスの傘はついに回転を止めた。


    　しおれるように閉じた傘の先が、地面に着こうとしていた。勝負あり……観客はみな確信した。


    



    　舞台に突如爆発が起こった。そこはサスケとエレガンスが立っていた場所。煙と炎で二人の様子がわからず観客は静まり返った。


    



    　芸がなかったのではない。エレガンスはこのときを待っていたのだ。傘の先に仕込んであった、戦車も木こっ端ぱ微み塵じんにする高性能爆薬……。圧倒的な実力差をひっくり返す、捨て身の一撃を仕掛けるチャンスをエレガンスは逃のがさなかった。全身煤すすだらけのエレガンスは、傘を杖のようにつきながら笑みをこぼした。


    　だが次の瞬間、エレガンスの表情が凍りついた。


    「わたしに炎や爆発は通じないよ」


    　煙の中から現れたサスケは、無傷だった。


    「おおおお！」


    　会場の観客がどよめく。


    「見せてあげる。これが本当の火炎の術！」


    　サスケの身体が赤く輝き出した。会場が一気に沸く。逃げる力も残っていないエレガンスは必死に「参りました！　ちょっとまって！　お願い！　わぁぁぁ助けておかあさまっーー！」と叫んだが、サスケの輝きは増し続けた。そして会場に閃せん光こうが走り、続けて爆音が轟いた。


    　客席まであと一メートル、ほぼ舞台全部を飲み込む巨大な火柱が二階席まで上がった。


    　舞台と会場は透明のカーテンで覆われていて、炎が客席を巻き込むことはない。しかし眩い炎の光と熱、そして地響きが会場を襲う。まるで世界の終わりが来たようだ。


    　乱れた映像が元に戻ると、舞台は焦土と化していた。その中央には無傷のサスケ。その足下で、煤すすで真っ黒になったエレガンスがアフロ姿で茫然と座り込んでいた。


    　今度こそ勝負あり。


    



    　珠しゆ里り軒けんの常連客も歓声を上げた。


    「うおーサスケちゃん最っ高ー！　大将、餃ぎよう子ざ追加！」


    「さすがミス・ハルマゲドン。それにしても後始末が大変そうだなー」


    「おお、エレガンスが立ち上がった。しっかしギャグマンガみたいな姿だな」


    　三人三様の感想が飛び交う。庵いおりは『おっかない娘だな』と呟いた。これが世間でシノビファイターと呼ばれる忍者達の戦いである。


    「やっぱ強いッス。サスケちゃん最強ッス！」


    　上機嫌の沖田を見て、先輩サラリーマンが思い出しように言った。


    「最強といえば、今日から本家本元、美び姫き尼にの里のビキニンジャが、この街に忍者ステイするそうじゃないか」


    「なに!?」


    　庵は思わず立ち上がった。


    「ど、どうかしたのかい大将」


    　心配する三人組をよそに、庵は店の奥へ消え、すぐに戻ってきた。手にはガムテープと丸めた張り紙を持っている。


    「すまんが今日は店じまいだ。さっさと食べて出ていってくれ」


    　庵の催促に戸惑いつつ、三人組は言われたとおりに食事をすませ、勘定を払い店を出た。すると庵は出入り口に鍵をかけ、裏口から外に出てきて店のシャッターを下ろしてしまった。そして三人組が見守る中、先ほどの張り紙をガムテープで貼り付けた。


    「修行のため臨時休業いたします。再開は一週間後です……だって？」


    　三人組は張り紙に書かれた文字を読みあげた。


    「なんの修行ッスか？　そんなに長い間店を閉めたら、俺達どこで昼食べればいいんッスか？」


    「俺達兼業忍者の憩いこいの場が……」


    「知るか。このままじゃその憩いの場がなくなっちまうんだ」


    　庵いおりの言葉に三人組は首をかしげ、そしてあることに三人ともが閃いた。


    「あ、もしかしてアレかい？　大将んとこのお頭が忍者に復帰しろってしつこいあの……」


    「いつもはぶっつけ本番でも勝っていたのに」


    「今度の相手は何者だい？」


    「おそらく……いや。間違いなく美び姫き尼にの里のビキニンジャだ」


    「な、なんだって！」


    「まじッスか？」


    「間違いないのか？」


    　驚きよう愕がくする三人組に対し、庵は不敵な笑みを浮かべていた。


    「くそジジイ、あの写真を美姫尼の里にわたしてやがったのか。だが……フフ、こいつは面白くなってきたな」


    　庵は美姫尼の里のビキニンジャとの戦いに、いつもと違う感情を抱きつつあった。
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    　ゴウン、と食器洗い機が動き出す。その横で母さんは、洗い機に入りきらない大皿……数分前まで山のように料理が盛られていた、八や戸ど刈かり家のイベント専用大皿を鼻歌交じりで洗い出した。リビングの父さんは新聞から目を離し、母さんの鼻歌に耳を傾ける。


    　オレにも母さんの鼻歌は聞こえたけど、もうすぐはじまるシノビファイトダイジェストに集中するためテレビのボリュームを少し上げた。


    「……あれは犬じゃねぇ、ぜぇったい狼だった。毛は真っ白でガーッと牙むき出して……」


    　テレビはまだニュースの時間。獣に納屋を荒らされた老婆が、深刻な顔でインタビューに答えている。ふうん、野生の狼って、まだ日本にいたんだ。


    



    　母さんは記念日には必ず山盛りの料理を作る。何日も掛けて仕込んだご馳走はとても一度では食べきれず、誕生日やクリスマスのあとはしばらく豪勢なおかずが続く。それが嬉しくて記念日が待ち遠しいのだが、今回は生まれてはじめて一回の食事で片付いてしまった。これはちょっとした事件だ。


    　犯人はビキニンジャ。アイツが平らげてしまったのだ。


    



    　いま母さんはその後片付けをしている。父さんとオレは食事の後で風呂に入ったアイツが出て来るのをテレビを見ながら待っていた。


    



    　オレは、今日アイツとはじめて会った時のことを思い返していた。


    



    　駅で挨あい拶さつしたときはよく喋しやべりそうなイメージだったけど、車の中では意外にもおとなしかった。アイツの様子から、母さんに恐縮してしまったのだ……と思う。オレや父さんにとってアイツは『忍者』だが、母さんにとっては『女の子』のようだ。


    「夏はまだ先だし、危険な仕事も多いのでしょう？　もっと暖かくて安全な格好があると思うのだけど」


    「で、ですから私はビキニンジャなので……」


    「そうじゃなくてね……」


    　母さんとアイツの会話は、堂々巡りをしていた。


    「母さん、忍者っていうのはタフだし、怪け我がや病気だってすぐに回復してしまうんだ。修行でそういう肉体を手に入れてるんだよ」


    　忍者マニアの父さんがアイツの味方についた。


    「その通りです！　折れた骨だって、一晩寝ればくっついてしまうんです」


    　アイツが嬉しそうに言った。後部席をのぞくと、ようやく迷路の出口を見つけたような会心の笑顔だった。


    「テレビの前じゃないんだから、そんな見栄張らなくていいのよ。それに丈夫だといっても、ゆりかちゃんはまだ中学生なんでしょう？」


    「いえ、あの……そうですけど……」


    　隣に座る母さんに再び迷路へ突き落とされ、アイツはそれっきり黙ってしまった。


    　主婦とのトークバトルに負けた女子中学生忍者。忍者といえば強くてかっこいいイメージだっただけにちょっとがっかりだ。父さんはなおさらだろう。


    



    　家に着いたオレ達一家は、アイツが鞄かばんを持っていなかったことに気がついた。駅ではビキニ姿に驚いて、それに気付かなかったけれど。家に着いて少し冷静さを取り戻した母さんが、アイツに荷物はないのかと聞いた。


    　アイツは『ネコカゲ』と自分の影に向かって言った。すると、影がそれに応えるかようにムクリと起き上がり、まるまる太った猫のお化けに変身したのだ。


    　母さんは尻餅をつき、オレも、そしてさすがの父さんも言葉を失った。猫のお化けは口の中から大きなボストンバックを取り出し、アイツは平然とそれを受け取った。


    「……それは、忍術かい？」


    「はい。ネコ影の術と言います。なにかと便利なんですよ」


    　あの口の中がナントカポケットみたいに、なんでも収納できるのだとしたらたしかに便利かもしれない。間近でみたナマ忍術に、父さんとオレは次第に興奮してきた。


    「す、すごいねー。やっぱり忍者なんだねー！　いやー、もう一度見せてくれないかな！」


    「はい！」


    　父さんは子供みたいに喜んだ。が、母さんに『せめて家に入ってからにしてちょうだい』と止められてしまった。


    　アイツがようやく喋り出したのはリビングに入ってからだ。テーブル中央に鎮座するご馳走に目を輝かせ、父さんが用意した小さなくす玉から現れた『ようこそ！　ゆりかちゃん』の垂れ幕に喜んでいた。なんだかんだ言って、ホストファミリーになってからの我が家は、全員忍者歓迎モードなのだ。


    



    　今日の『八や戸ど刈かり家のご馳走』はフランスイタリアごちゃまぜの、母さんオリジナルコースだった。


    　まず前菜。母さん得意の『七面鳥のスープ』だ。七面鳥の胴ガラでだしを取ったコンソメ風味のスープで、具は何も入ってない。透明感のある褐色のスープに刻んだパセリがふりかかっている。あっさりしているけど、ジワジワくる仄ほのかな旨味がやみつきになる。


    　そして、サラダは家庭料理の定番、『ポテトサラダ』。ポテトはしっかり潰してなくて、口の中でほろほろと崩れるのがたまらなくうまい。一緒に入っているタマネギとキュウリのちょっとしなっとした歯ごたえと、絶妙な塩加減が飽きを来させない。


    　メインディッシュは二品。一つは『牛肉の赤ワイン煮込み』。オレは今日のために、母さんが三日前からじっくりと煮込んでいたのを知っている。一度もつまみ食いをさせてもらえなかったから、オレにとっては待望の、と言ってもいいくらいだ。一口くちに入れると、その瞬間に肉がとろける。舌も一緒にとろけていきそうだ。もう、絶品。


    　そしてもう一つは、『ローストターキー』。七面鳥のスープで使った胴ガラの本体を使って焼き上げたものだ。七面鳥って下手な人が焼くとぱさぱさしてしまうらしいんだけど、オレは母さんのおかげでそんなローストターキーを食ったことがない。ぎゅっと嚙むとジューシーな肉汁がしみ出てきて、いくらでも食える。


    　そしてデザートは『ティラミス』。もちろん、母さんお手製。ティラミスってイタリア語で『私をハイにして！』って意味らしい。母さんのティラミスはむしろしっとり落ち着いた感じの味がする。けど、父さんはハイになってるな。大好物だし、無理もないけど。


    



    　食事がはじまると、アイツは『おいしい』を連発しながら、ものすごい勢いでご馳走を平らげてしまった。ローストターキーなんて一人で半分は食ったんじゃないだろうか。それを見て母さんも、アイツがただの女の子じゃないと理解したようだ。


    　食事が終わり和やかなムードになったところで、オレ達一家はアイツにいろいろ質問してみた。忍者ステイに我が家を選んだ理由やステイ中の課題なんかを。


    



    　アイツはなんでも免許皆伝をもってるらしい。それがどれほどすごいことかは良くわかんなかったんだけど、忍者としては新人というから、ひょっとしたら普通なのかも知れない。


    　学年は中学二年生、オレの二歳上だ。この街に来た理由は、忍にん務むに関係のある忍者が住んでいるから、と言うことだそうだ。


    　この街に来たのは初めてじゃないようで、子供の頃、家族で一度この街の大花火大会を見に来たことがあると言う。今はお婆ちゃんと二人暮しで、お母さんがその花火大会の年に行方不明になってしまったと話す。


    「忍にん務む中の事故で行方不明になったんです。私達の世界では、それは遺体が見つからないという意味なのですが、お母さんはお婆ちゃんとケンカできるほど強かったので、絶対に無事だと信じてひたすら修行に明け暮れました。こちらにご厄介になるのは、母親捜しのためでもあるんです」


    　いきなりの重い話に我が家はしんみりとしてしまう。オレは、（こいつはやっぱり忍者なんだな）と思った。


    「お母様が無事でいるといいわね……それで、一緒に暮らしていたお婆様はどんな方なの？」


    　母さんの問いにアイツは答えた。


    「お婆ちゃんは里のお頭で『妖怪オババ』って呼ぶ人もいるくらい、怖くて厳しくて、なにを考えているのかわからないところもあって、お母さんともよくケンカしたり……あ、でも普段は優しいんです」


    　忍者の一日はほとんどが修行っていうから、お婆ちゃんの存在感は『怖い９で優しい１』ってところか。それにしても妖怪オババとはすごいあだ名だ。オレがいうのもなんだが、小学生並みのネーミングセンスだ。


    「ゆりかちゃん、そろそろお風呂に入ったら？　長旅で疲れているだろうし、いつまでもビキニ……忍者姿ってわけにもいかないでしょう」


    「なぜですか？」


    「なぜって……」


    



    　少し気まずくなったせいか、アイツは母さんにすすめられるまま風呂に入りに行った。


    



    「待ちきれないなー」


    　父さんがニコニコしながら言った。父さんじゃないけど、オレも忍者としてのアイツに興味が沸いてきた。


    「母さんが風呂に入れって言わなきゃ、もっといろいろ聞けたのにね」


    「これからはじまるシノビファイトダイジェストの解説もしてほしいな。サイゾーの必殺技とか、目の前で再現してくれたりすると最高なんだが」


    「あ、それ面白そう」


    　二人で盛り上がってると、エプロンをたたみながら母さんがリビングに戻ってきた。


    「……ところでゆりかちゃん、ちゃんとした着替えはあるのかしら」


    「猫のお化けから取りだしたバックに入ってるんじゃないか」


    「ちょっと聞いてくる……あら」


    　アイツが風呂から出てきたみたいだ。オレは隣に座って解説を頼もうと振り向い……た瞬間硬直した。


    



    　なんというか……。同じビキニ姿なのに風呂上りで……濡れてしっとりしたせいか……さっきまでとは全然雰囲気が違う。まだ乾ききらない髪に桜色の頰。可愛い顔立ちだけど表情はきりっとしてる。……だめだ、目が離せない。なぜだ。


    もしかして、これが忍術なのか!?


    「パジャマはないの？」


    　母さんの声でオレは我に返った。


    「ありますけど、きちんとした服装でいなければと思いまして」


    「水着が？」


    「ビキニは私のユニフォームですから」


    　そんなやり取りを聞き流しながら、オレはアイツを急に意識してしまい、ビキニンジャがなぜスクール水着焼けをしてるのか必死に考えていた。焼けた肌と地肌のコントラストが、コスチュームの一部のようでいい感じだ。


    　それにしても全体的に細い。年上とはいえ中学生ならこんなものかもしれないけど、忍者と呼ぶには少し頼りない感じだ。首筋、鎖骨、腕。簡単に折れてしまいそうだ。胴体には攻撃を吸収してくれそうな脂肪も見当たらないし、そもそもあの膨らみは本当に胸か？　見栄で入れているパットか？　胸元のしずくが身体を滑り落ち、きれいな形のおへそに吸い込まれた。すらりと伸びた脚は走るのが速そうだ。


    　しかしこれだけ肌を露出させているのに傷一つない。高級な工芸品じゃあるまいし、相当厳しい修行をしてきたというのだから傷の一つくらいあるだろう。しかしなんでそんなにしっとりしてるんだ？　ビキニが妙に身体にくっついているじゃん……違う、日焼けの理由だ。


    「……あ」


    　思わず声を出してしまった。内ももに小さな傷跡を見つけてしまった。どこ見てるんだオレ。でも……でも……やばい、また忍術にはまって……。


    



    「ところでゆりかちゃんの部屋だけど、ベッドと机は用意したから、あとは自由に模様替えしていいわよ」


    「ありがとうございます」


    「そうだ祐ゆう之の介すけ、部屋まで案内してあげなさい」


    　なんでそんなことを言う、父さん。


    「他の荷物はまだ猫さんの中なのかしら？」


    　と、母さん。


    「はい、そうです。よろしくお願いします」


    　と、アイツ。


    「祐之介？　ゆりかちゃんが挨拶してるのだからちゃんと顔をむけなさい」


    



    　できるわけない。あんな深々とお辞儀をしてるビキニの女子を真正面から見るなんて。
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    　その晩、某所。


    　そこに忍び込み、薄暗いパソコン室でモニタを囲む三人のサラリーマン。その三人組は珠しゆ里り軒けんの常連客、珠里軒トリオだった。


    「もしもし、大将？　鳥と羽ばだよ。いや、ちょいと調べてみたんだが」


    　鳥羽と名乗る中年男は携帯電話に話しかけた。


    「美び姫き尼にの里から来たビキニンジャのことだよ……。それがただの本家本元じゃなかったんだよ」


    　携帯電話の向こう、大将と呼ばれた相手が『どういうことだ？』と言った。


    「やつは妖怪オババの分身だ」


    『なに!?　それは直弟子ということか？　それとも血縁者か？』


    　その声は部屋にいる他の二人にも聞こえた。


    「その両方さ。神の子と呼ぶべきか、悪魔の子と呼ぶべきか……いずれにせよ、最強最悪の相手だ」


    　鳥羽の右後方に立つ眼鏡の中年男が、電話口の大将に聞こえるように話した。


    「大将の強さを疑うわけではない、が……しかし……」


    『しかし、なんだ？』


    「でもよ」


    『おいおい。心配してくれるのはありがたいが、こいつは俺の戦いだ』


    「大将の店は我々兼業忍者の憩いの場でもある」


    　眼鏡の中年、隆りゆう造ぞうが言った。


    「だから大将、死んでも勝ってくださいッス！」


    　沖おき田たが庵いおりを激励する。


    「頼むぜ！」


    　鳥と羽ばも檄げきを飛ばした。


    『お前らなあ……言われなくても勝ってやるよ』


    　庵は呆れた口調で向こうから携帯電話を切った。
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    　右手が自動的に枕元の目覚まし時計を叩く。朝だ。眩まぶしい朝日に背を向け、二つめの目覚まし……母さんの声が聞こえるまで、夢と現実の間をウロウロする。


    



    「……わか……若……朝ですよ……」


    



    　母さん、なんか声が可愛いぞ。それに若ってなんだ？


    「若、遅刻しますよ」


    　遅刻という言葉に、はっとして目を開けると、太陽の光を受けキラキラ輝く笑顔の美少女が視界いっぱいに広がっていた。


    「うおっ!?」


    「おはようございます！」


    　飛び起きたオレはなぜか正座をして挨あい拶さつを返した。


    「お、おはよう……ございます……」


    



    　アイツがオレの部屋から出て行くと、急いで服に着替え階段を降りる。おいしそうな味噌汁の香りに、カラダが本格的に目を覚ます。空腹感が目覚ましのベルみたいに、どんどん強くなっていく。早く朝食を食べなければ。


    「おはよ……ぅ」


    　元気よく挨拶をするつもりだったのに、視線の先、テーブルの正面に座る制服姿のアイツの存在に気付き、尻すぼみとなってしまった。


    「おはよう祐ゆう之の介すけ！」


    　父さんの元気な挨拶。


    「今日はお弁当の日だから忘れないでね」


    　台所から出てきた母さんはそう言って手にした弁当を軽く持ち上げ、リビングを抜け玄関へ向かった。


    　今日の朝食は普段どおりのあっさりしたメニューだ。そうか、昨日のご馳走は残らなかったんだ。ご飯にお麩ふとワカメとネギの味噌汁、半熟の目玉焼き。弁当に入りきらなかったソーセージの余り。父さんにはコーヒーが付いている。


    「ゆりかちゃん、朝食それで足りるかしら」


    　言い忘れたが、アイツのご飯だけどんぶりで山盛りだ。


    「はい奥様。お心遣いありがとうございます」


    　照れ笑いをするところがかわいい……って、オレ、何考えてんだ。まだ昨日の忍術が残ってるんだろうか。


    「ほら、そういう堅苦しい言葉遣いはよしてって、昨日言ったでしょう」


    「あ、すいません」


    　再び照れ笑いをする。


    でも待て、昨日そんな話したか？　と考えたオレはすぐに思い当たった。昨日の晩、湯上りのアイツの忍術から逃のがれるため、リビングを飛び出し、そのまま風呂に入って部屋に戻ってしまったんだ。そうそう、風呂に入ったときも石せつ鹼けんのいい匂いが残ってたりして大変だった。まあ、いつも使ってる我が家のボディソープの匂いなんだけど、アイツが入ったあとだから、きっといい匂いだったんだ。


    　それはさておき、オレがアイツの忍術に対抗している間、父さんと母さんはアイツとだいぶおしゃべりしたようで、オレよりアイツとの距離を少し縮めたようだ。そして今も昨晩の話の続きや放課後の予定などの話題で盛り上がっている……。オレはアイツをチラチラ見ながら黙々と朝食を食べた。


    「ごちそうさま」と、さっさと席を立ち食器を下げ、身支度を整えて玄関へ向かう。


    　靴を履き母さんに声をかけようとすると、アイツが階段を足早に降りてきた。まさか一緒に家を出るわけじゃないだろうな。


    「行ってきまーす」


    「あ、待ってください、若」


    



    ……ついてきちゃったよ。たしかにオレが通う小学校と、アイツが今日から通う中学は途中まで同じ通学路だけど、こんな姿クラスの誰かに見られたらたまったもんじゃない。かといって冷たくするのも感じが悪い。


    　まあ、本音を言うと、確かに忍者の話をもう少し聞きたいというのはあるんだけど。


    「寒くないのか？」


    　ここ数日、例年を上回る暖かさなのだが、まだゴールデンウィーク前。半袖の制服は涼しげだ。


    「地元にいたときの感覚で、夏物しか持って来なかったんです。里は温泉の熱で一年中暖かいので、四月から夏服なんですよ。それに半袖の方がいざというときに脱ぎやすいんです」


    「脱ぐ……いざってとき？」


    「はい。例えば……」


    　アイツが突然前のめりに倒れた。オレはただあっけに取られていた。するとアイツの身体が丸太に見えた。いや、見えたのではなく実際に制服を着た丸太が転がっていた。オレはようやく（これがいざって時か）とアイツのサービス精神に感心した。ご丁寧に手裏剣みたいなものまで刺さってる。


    「若、狙いは私です！　かまわず学校へ向かってください！」


    　声の出所を探す。背後、上からだ。振り向くとビキニ姿で狭い電柱の頭に器用にしゃがんでいた。あれ？　冗談じゃないのか？　オレが事態を把握しようとしてる間に、アイツは電柱から民家の屋根に飛び移り、そのまま屋根伝いに走り去った。


    「あ。アイツ制服とカバンどうするつもりだ……」


    　拾ってやろうと地面を見ると、丸太も制服もカバンもなくなっていた。あれは幻だったのか、それとも誰かに奪われたのか。急に心配になったが、小学生が忍者に追いつけるわけがない。


    「あー、祐ゆう之の介すけ。そんなところでなに突っ立ってるの」


    　途方に暮れるオレに声をかけてきたのは、同じクラスの安あん堂どう夏なつ子こだった。


    「みんな待ってるのよ。集団登校の意味わかってるの？　だいたい祐之介は……」


    　安堂はそのまま、オレに向かってマシンガントークを開始した。


    



    　安堂の言葉を聞き流しながら、オレはアイツのことを考える。『狙いは私』と言っていたが、誰かに狙われていたのか？　だとすると、誰に？　危険はないのか？　


    　しかし……よく考えてみると、女子中学生といってもアイツは忍者だ。オレの心配なんてきっと無意味じゃないだろうか。まあ、たぶん大丈夫だろう、と、アイツのことを考えるのをやめると、耳が自然に安堂の話に焦点を合わせた。


    「……花瓶の水は週番じゃなくて、飼育係が取り替えるべきだと思うの。それと掃除のとき、机の移動は男子に任せるべきじゃない？　ねえ、あんたどう思う？」


    　ホントどうでもいいコトしか言わないな……こいつは。


    　オレは安堂の話をシャットアウトして、アイツのことを考えながら歩いた。


    



    「祐之介、忍者来たんだろう。どんなやつだ？」


    　休み時間、クラスメートの高たか橋はしが話しかけてきた。


    「別に。普通だったよ」


    　高橋も安堂も、以前は同じ団地の住人だった幼おさな馴な染じみだ。アイツがくる前、高橋にうっかり忍者が忍者ステイにくるのを喋ってしまったのだ。当然のように話はその日のうちにクラス中に知れ渡った。


    　高橋の話を聞きつけた男子達が集まってくる。


    「普通なわけないだろう」


    「昨日来たばかりで、なにも知らないんだ」


    「それで男か？　まさか女？」


    「どっちでもいいだろ」


    　だんだん答えるのが面倒になってきた時だった。安堂が割って入った。


    「高橋、あんた飼育係でしょ。喋ってないでこっち来なさいよ」


    「うるせえアンドーナツ」


    「そう呼ぶなって言ってるでしょ！　さすが原人、物覚え悪いのね」


    「ああん？　そのお下げ、輪っかにして揚げてやろうか？　ドーナツ子」


    「ふっ。あんたに火が使えるの？　原人」


    　お馴な染じみの風景。なんだか落ち着く。


    



    「若ー！」


    　突然響いた知らない声に、教室が静まり返った。声の出所、窓の方を見ると制服姿のアイツがいた。まるでそこが玄関であるかのように、窓から平然と教室に入ってくる。


    「すいません。お弁当を預かったままでした」


    「ああ、サンキュー……」


    　普通の応対をしそうになったが、慌てて思考を元に戻す。


    「いや、まてまて！　窓から入ってくるなよ、非常識だろ！」


    　クラスがざわつきはじめた。やばい。


    「あ！　そうだ、一般常識……その、急いでたもので」


    　急いでたって言うけど、ここは三階だぞ。


    「……あの、もしかして……忍者ですか？」


    　高たか橋はしは震える指でアイツを指して、言った。
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    「はい。忍者です」


    「おおぉ！」


    　クラスが湧き上がる。アイツはそんなみんなにおかまいなしに窓際に戻ると、『それでは若、また放課後』と言って軽やかに外へ飛び出した。だから、ここは三階だぞ。


    「うお、今の見たか!?」


    「見た！　黒パン！」


    「さすが忍者！」


    「バカじゃないの。どうせブルマでしょ」


    　勝手なことを言い合うクラスメートたち。


    　それを聞いていたオレは、思わず『あれはビキニだよ』と言ってしまった。


    　クラスが再び静まり返る。しまった。


    　風にひらめくスカートの中からチラリと見えたのは、間違いなくアイツがビキニ姿のときに履いてたものだった。


    「パンツだろ？」


    　もう引っ込みがつかないから、ちゃんと言っておく。


    「だからビキニって言ってるだろ」


    　高たか橋はしがポンっとオレの肩を叩く。


    「祐ゆう之の介すけ……自分ちの忍者のスカートの中を知ってるなんて、父さん見直したぞ！」


    　なんとでも言ってくれ……。訂正する気にもなれないほど、投げやりな気分に襲われる。ま、どうせ明日からゴールデンウィークなんだ。今日一日我慢すれば済む話だ。


    



    　しかし、そう思っていたオレは、甘かったらしい。


    　休み時間になるとクラスメートたちにずっと貼り付かれた。一日中アイツについて、あれこれ質問されたり、冷やかされたりして、もうクタクタだ。


    　それでも、今日一日の我慢だと自分に言い聞かせて、なんとか凌しのいだ。ラッキーだったのは、教室に忘れた箸箱を取りに戻ったおかげで、放課後は静かに一人で下校できたことだ。隠れてアイツが校門に待ち伏せていたので、正しくは二人なのだが……。


    



    「なんだかお疲れのようですね」


    　お前のせいだ、と言いたいところだが、今日はもう冷やかされはしないだろう。それにオレの口には、憎まれ口よりも聞きたいことが山ほど装そう塡てんされていた。


    「なあ。朝のアレ、大丈夫だったのか？」


    「あれでしたら大丈夫です。話はつきましたので」


    「でもその指、怪我してるじゃん」


    　アイツの指先がバンソーコだらけなのを、オレは見逃さなかった。


    「これは制服を繕つくろったときに、自分で針を刺してしまったんです」


    　そう言って制服の縫い跡を見せてくれた。制服の脇からチラッと見えたけど、やっぱり中はビキニなんだ。


    「……不器用なんだな」


    　直球。あまりにも正直だったかな、と思うが、仕方ない、実際フォローのしようがないもん。どうやったらそんなに指を怪我するんだ。


    「裁さい縫ほうは苦手でして……」


    　裁縫上手な忍者ってのも聞いたことはないけど。


    「ところでさ、母親捜しはどうするんだ？」


    　実はこれ、結構気になってた。朝食のときに父さん達と話していた内容から、アイツは母親を見つけたら里に帰ってしまうらしい。だから仮に、今日母親を見つけてしまえば、明日にはもういないのだ。アイツには申し訳ないけど、すぐには母親が見つからずに、もうちょっと家にいて欲しいなんて思っていたりする。


    「はじめに仲間を集めて、本格的な捜索はそれからになります」


    「ふうん、なんかＲＰＧみたいだな。で、その仲間は？」


    「今朝お会いしました。お婆ちゃんが薦めてくれた……」


    「朝？　それってまさか」


    「はい。苦く無ないを打ってきた方です」


    「苦無？　って手裏剣のこと？」


    「はい。そうです」


    　手裏剣を投げるのは『打つ』と表現するらしい。


    「もしかして、アレは忍者流の挨あい拶さつかなにかか？」


    「あれは一応、敵意のない『安全苦無』ですが、挨拶ではありません」


    　どう安全なのかさっぱりわからないけど話を続けた。


    「それで、仲間にはできたのか？」


    「いえ……。それが先方のいうことがよくわからなくて……。来週もう一度会って決める予定なのですが、どう説得すればよいのかが思いつかないんです。私はまだ駆け出しですし、相手は流派の違う忍者ですから……」


    「ひょっとして、そういうのは苦手なの？」


    「はい。私、戦う修行ばかりしていたのもので」


    「じゃあ、強いんだ」


    「それもまだ実戦経験がないのでわかりません」


    「そうか……。じゃあ、相手と戦ってみたら。シノビファイトなら殺し合いにはならないんだろう？　相手に強いところを見せたら、案外仲間になってくれるかもよ」


    　忍者のことはよくわからないけど、オレはとりあえず思いついたアイデアを言ってみると、アイツは軽く目を見開いた。


    「シノビファイト……あ……」


    　アイツは少し考え込む様子を見せる。


    「……そう、ですね。うん、そうしましょう！」


    　アイツの表情はみるみる明るくなった。どうやらよいアドバイスになったらしい。


    「ありがとうございます、若！」


    　なんというか、アイツの笑顔はオレの鼻の下を伸ばす効果があるらしい。オレは気付かれないよう、そっぽを向いた。


    「そっか。ていうかさ、そのしゃべり方は変じゃないか？　よそよそしいというか」


    「お仕えする身ですから」


    「でも……あれだ、パンフレットの壱。別に雇ったわけじゃないんだし、そうだとしても、その呼び方は社会に順応してないよ。普通は若なんて使わないし、オレの方が年下なんだからタメ口でいいよ」


    「そ、そうですか。では、祐ゆう之の介すけ殿」


    「いや……まあ、ゆっくり順応すればいいよ……」
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    　さかのぼること八時間。安あん全ぜん苦く無ないに呼び出されたゆりかは、宇う須ず駅隣の高層ビル、宇須グランドホテルの屋上にいた。関係者以外立ち入り禁止の屋上からは、自然に囲まれた美び姫き尼にの里とはまるで違う、人間の力をひしひしと感じる近代的風景が一望できた。


    　ゆりかの視線はそういったものに奪われることなく、眼前で仁王立ちする大男に注がれていた。『珠しゆ里り軒けん』と刺し繡しゆうされた調理服は清潔に保ちつつも着古されていて、くせのある長髪は風に煽あおられるまま。口元に不敵な笑みをたたえ、獣のような鋭い視線をゆりかに向けていた。


    「安全苦無とはいえ、ずい分荒っぽい呼び出し方ですね。何者ですか？」


    「悪く思わないでくれ。そいつが俺の流儀なんでな。一応挨拶しておこう。白しら滝たき流『元忍者』、堤つつみ庵いおりだ」


    「えっ……あなたが、堤庵さん？　白滝流の??」


    「そうだ」


    　ゆりかは驚きで目を丸くする。まさか、捜し人が向こうから現れてくれるとは思っていなかった。お婆ちゃんが連絡を付けてくれたんだろうか、と一瞬考えたが、そんなわけはない。お婆ちゃんは自分で捜せとハッキリ言った。そのお婆ちゃんが、こんなお膳立てをしてくれるとはとても思えない。


    「あの写真……ビキニを陵りよう辱じよくされた本家にしてみれば、問答無用で戦いをはじめたいところだろうが、一つ取引を提案したい」


    「へ？」


    「こっちにも譲れない都合、というか意地があるんでな。返答を聞かせてほしい」


    



    　あの手この手で相手を出し抜く忍者の世界において、取引と言う言葉は唯一絶対の約束を意味していた。成立した取引は、決して反ほ故ごにしてはならない。さもなくば抗争に発展するからだが、それだけではない。争うのは一騎当千の超人達である。チンピラの小競り合いとは、社会に与える被害の規模が違う。


    　また、取引の対象は互いに等しく、それなりに価値のあるものでなければならない。提示する条件から自身の情報、経済状況や趣しゆ味み嗜し好こう、人間関係などが暴かれてしまうからである。


    　口外されないようにするには、取引相手にも同様のリスクを負わせる必要がある。そのためには事前に相手の情報を入手しておく必要があり、取引を持ちかけられた時点で相手は自身の情報が提示者に握られていると判断する。つまり知らない者同士の間に取引は成立しないのだ。


    



    　にもかかわらず、ゆりかは庵いおりの言っていることがさっぱり理解できていなかったが、庵とお婆ちゃんの間で何らかの取り決めでもあったのかも知れない。とにかく、取引の内容を聞くことにした。


    「……内容は？」


    「言ったとおり俺は元忍者だ。今の俺ではお前に歯が立たないだろう」


    「……」


    「お前さんが美び姫き尼に流免許皆伝なのは知っている。そんなお前さんが元忍者を倒してもつまらんだろう」


    「……」


    「一週間、修行させてくれ。その代わり、そちらの条件はすべて飲む」


    　ゆりかは庵の言っていることが全くわからなかった。わずかな言葉から懸命に情報を拾うが、わかったことは相手の中では戦うことが前提となっているようだ、ということだけだ。『写真』とか『ビキニを陵辱』とか『こっちの怒り』とか、全く理解できないキーワードを含め、庵がどういうつもりで自分を呼び出したのか、さっぱりだった。


    　ゆりかは、ここはとにかくこちらも時間を稼ぎ、その間に情報を集め、庵の言わんとすることを整理し、その上で仲間の件は申し出ることにしようと考えた。


    「わかり……ました。私の条件を言うのは、一週間後、と言うことにしてもらえますか」


    「随分と思わせぶりだな……まあ敵に鍛える時間を与える取引だ。お前さんが勝ったらなんでも聞いてやるよ」


    「では、一週間後。待ち合わせはこの場所、時間は午前十時で」


    「承知した」


    



    　結局、堤つつみ庵いおりとのファーストコンタクトは、ゆりかの頭に数多くのクエスチョンマークを残しただけだった。八や戸ど刈かり家に戻って早速情報を集めようと思ったゆりかだったが、ゆりかにはまた別の修行が八戸刈家で待ち受けていた。
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    　世間は待望のゴールデンウィークに突入した。我が家ではアイツが一般社会に順応するための猛特訓がはじまっていた。


    「ゆりかちゃん。家事の一つもできないまま、お母さんと再会するわけにはいかないわね」


    　そういって母さんは腕を捲まくる。


    「はい！」


    「会えば七年ぶりになるんですもの、忍者としても、女の子としても、立派に成長した姿を見せてあげなきゃ。さあ、今日も特訓よ」


    「はい！　よろしくお願いします！」


    　今日も、アイツと母さんはやる気満々だ。オレは、今日はどんな仕事がまわってくるんだろうとげんなりする。


    



    　今年のゴールデンウィークは何も予定を入れていなかった。それはアイツが少しでも早く新生活に馴染めるよう、と言う配慮だったけど、ほんとに正解だったと思う。


    　毎日アイツの様子を見てたけど、まあ酷いもんだ。これまでいったいどういう環境にいたんだろう。


    　洗ったお風呂の洗剤を流さずにお湯を張るだの、食器洗いを頼んだら皿を割りまくるだのなんてのは序の口。洗濯を頼めば洗剤を箱ごと洗濯機に放り込むし、掃除を頼んだらぞうきんを絞らないで床を拭く。


    　ぞうきんがけと言えば一度、トイレから出てきたら天井からぶら下がるアイツと目があったことがある。ぎょっとして後ずさると、アイツは平然と天井のぞうきんがけをやっていた。もちろん、絞らずに。おかげでその日は雨漏りでもしたのかというありさまだった。


    　お使いを頼めばビキニ姿で出て行くし、おかげで心なしかご近所の目が厳しくなったような気がする。


    　毎日何かをしでかしてくれるので退屈しないと言えばしないけど、オレの布団をはたきで粉砕したことはさすがに待ってくれ、と思う。オレ、どうやって寝たらいいんだよ。


    



    　まあ、そこまででわかってたことだけど、アイツは実家で一切の家事をしたことがなかった。というか、家事をやっているところを見たことすらないらしい。言ってるオレにもわけがわかんないけど、家事の一切は『見えない家政婦さん』がしてくれていたんだとか。


    「本……当に、家事をしたことがないのね……」


    　母さんは呆れがちにため息をつく。


    「家事は全部家政婦さんがしてくれました。家事手伝いをする暇さえ修行に割けと言われてきたので、家政婦さんに教わることもなく……。それにその家政婦さん、気配はするけど一度も姿を見せたことがないんです。きっと、忍者みたいな家政婦さんなんですよ」


    　それを聞いた母さんは、もう一度ため息をついた。


    



    　とにかくこのままではいけないので、母さんはアイツにちゃんと家事の様子を見せてやることからはじめようと言って、オレ達にもいつもより家事を手伝うように言い始めた。


    「ほら、あなた達もいつまでもテレビを見てないで動いてちょうだい。ゆりかちゃんの手本にならなきゃいけないのよ」


    　別に、普段通りの家事の量なら、まあ家事を手伝うのは当然だと思うんだけど……それに後始末が加わるので単なる家事の枠を越えている。リビングに味噌汁の鍋をぶちまけてくれた時には半日仕事になった。


    　鍋摑つかみもつけずに鍋を持ったらそりゃそうなるだろ……。そういったら、鍋を持つときに『鍋が熱いと思わなかった』らしい。


    



    　しかし、何より困るのはビキニだ。ぶっちゃけ、アイツといると目のやり場がない。オレにはさっぱり理解できない。どうして家の中をビキニでうろつくのか。


    　一度問いただしてみたら、


    「え、これ部屋着のビキニですよ？」


    と、平然と答えた。


    　いや、部屋着とか言われても、同じにしか見えないし。それに問題はそこじゃないから。


    　思わずつっこむけど、全く理解できないようだ。


    「ゆりかちゃん、制服でもいいから家事をやるときにはなにか着ましょうね」


    　母さんも始終そう言っているし、アイツは素直にハイと言うんだけど、気がつくと服を脱いでいる。しかも、人前でも全く平気だ。中はもちろんビキニだけど、脱ぐという行為自体に恥じらいはないのか？


    「あ、ありますよ。でも……」


    　下にビキニつけてるから平気、と言い放つ。


    　アイツのビキニ姿に関しては、母さんも来た当初からうるさく言ってるけど、なかなか改めようとしない。アイツにとってはユニフォーム、つまり一番真面目な格好をしているわけだから、それを悪いと言われても納得できないのだろう。


    



    　ゴールデンウィークも終盤にさしかかったころ、ついに家族間でビキニ討論が起こった。


    「いいじゃないか。健康的で」


    　うちの中で唯一、ビキニを気にしない父さんがアイツの弁護に回る。


    「でも普通はビキニ姿でうろうろしません」


    　すかさず反論する母さん。


    「はい……」


    　母さんはアイツに向き直って顔を見る。


    「ゆりかちゃん。私はね、別にビキニを否定してるわけじゃないの。ゆりかちゃんに社会勉強をしてもらうために、一般常識として注意してるの」


    「はい。それはわかります……」


    　アイツはうつむいて苦しそうに返事をする。


    「でもビキニはゆりかちゃんのユニフォームなんだよね」


    　父さんがそういうと、アイツは嬉しそうに返事をする。


    「そうです！」


    「だったら問題ないんじゃないかな。母さん」


    　父さんはこれで決定打だと言わんばかりに母さんを見た。


    「あるから言ってるんです」


    



    　だんだん興味を失ってきたので、オレは気晴らしに家の外へ出た。


    「高たか橋はしの家でも行くかなぁー……」


    　何となくぶらつきながら、そんなことを言う。でも、アイツのことをあれこれと言われるのもシャクだし、やめるか。


    　いよいよやることを見失ったオレは、商店街の方に向かって何となく歩いていく。


    　なんと言うことは無しに店を覗いていると、そういえばそろそろ『びくとる厨ちゆう房ぼう！』の最新刊が出るころだ、と思い出した。だんだんグルメマンガからは遠く離れてきてると思うんだけど、なんかバカな設定が好きで一巻からずっと買っている。


    　やっと用事を見つけたオレは、書店に足を向けた。


    



    「あ……祐ゆう之の介すけ！」


    　途中、誰かに呼び止められた。振り返ると、安あん堂どう夏なつ子こだった。


    「なんだ、安堂か」


    「なんだとはなによ。こんなところでなにしてるの」


    「書店に行こうと思って。お前は？」


    「私は図書館に行くの。あんたも図書館にしなさいよ。マンガだってあるし、なんなら一緒に来てもいいわよ」


    　なんだか妙に一生懸命オレを誘ってくる。けど、全く興味のないオレは、


    「オレは新しいのが読みたいんだ」


    と答えた。


    「……あっそ」


    「じゃあな」


    　歩き出したオレの背中で『……人の気も知らないで』という言葉がかすかに聞こえたような気がした。


    　少し歩いて振り向いたが、安堂はすでにいなかった。


    



    　書店で『びくとる厨ちゆう房ぼう！』十四巻を買ったオレは、早く読みたくて急いで帰ってきた。玄関を開けると、ご丁寧にアイツが出迎えてくれた。


    「おかりなさいま……若、それ！」


    「知らない？　『びくとる厨房！』」


    「知ってます。まさか十四巻!?」


    　アイツが玄関のヘリに乗り出してくる。


    「うん。そうか、知ってたんだ、『びく厨』」


    「大好きです！」


    　アイツは目を輝かせる。へぇー、意外だな。こんなところにオレと接点があったなんて。「全巻揃えてたんですけど、つい最近部屋ごと紛失してしまったんです」


    　……部屋ごと？　と一瞬思うけど、いちいち反応してたら会話にならない。スルーしてそのまま話を続ける。


    「オレの部屋に全巻揃ってるけど、読む？」


    「はい！　修行が終わったらぜひ！」


    「修行？」


    「あ、家事の特訓です」


    　その日の晩、母さんと家事の特訓を終えたアイツは、オレの部屋でマンガを読みはじめた。お互い『びくとる厨房！』に関する知識が互角で大いに盛り上がった。


    「でも私、大会編のこの展開は予想できなかったなぁ。だっていきなり敗者が食材にされちゃうんだもん」


    　はじめて年に見合った口調を聞いた。でもオレに話しかけるときはいつもの丁寧語だった。アイツが最新刊に手を伸ばす。読み終わるまでしばらく会話は休みだ。


    　ここでオレはあることに気付いた。オレは、今ビキニにエプロン姿の女の子と部屋で二人きりだということに。しかもアイツからは石せつ鹼けんのいい匂いがする。


    「あ、私なにかにおいますか？」


    「べ、別に。気のせいだった」


    　人の微妙な行動の変化に敏感すぎるぞ、忍者。


    　いつしか部屋は石鹼の香りでいっぱいになり、なんだかアイツに包まれているような妙な気分になりながら、最新刊を読み終えたアイツが熱っぽく感想を語るのに、オレはしどろもどろに受け答えするのだった。
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    　あっという間にゴールデンウィークの最終日を迎えた。結局、アイツの家事はゴールデンウィーク中劇的に進歩はしたと思う。元が低すぎるので、進歩したってマイナスだけど。


    「おはようございます」


    　アイツは制服姿で部屋から出てきた。


    「おはよう……て、今日はまだ休みだぞ」


    　パジャマのままのオレは言った。


    「今日はつつ……あの苦く無ないの方を説得する日なので、朝食を食べたらすぐ出掛けます」


    　そうか、あれからもう一週間が経ったのか。アイツは足早に階段を降りていった。オレもリビングへ向かう。


    　今日の朝食はトーストにスクランブルエッグ、そしてサラダに牛乳。こんな朝食で力が出るのだろうか。それともあまり食べない方がいいのかな。とにかく席に着いた。今朝も全員で朝ご飯だ。


    「あれ、まだ休みなのに制服なのかい？」


    　父さんもアイツが朝から制服姿なのが気になったようだ。


    「はい。今日は相手を威圧しないように……いえ、母親捜しのための大事な用事があります」


    「今日はお出掛けだったわね。何時頃に戻ってこられそう？」


    　母さんは、今日の予定を知っていたみたいだ。


    「変更はありません。お昼には戻れると思います」


    「じゃあ、晩ご飯は一緒に作りましょうか」


    「は……」


    　アイツは一瞬『はい』と返事をしようとしたみたいだが、考え込んでしまった。


    「どうしたの？　都合が悪いなら、今日の特訓は休んでもいいのよ」


    　その優しさがアイツにはかえって辛かったようだ。申し訳なさそうな顔をして、さらに考え込んでしまった。そんなアイツの様子に、母さんは首をかしげてたずねた。


    「今日は一体どんなことをするの？」


    「えっと、ある忍者とシノビファイトをしてきます」


    　父さんと母さんは同時に『シノビファイト？』と復唱した。ただし、二人の反応は対照的だった。


    「すごいじゃないか！」


    「危ないじゃない！」


    　アイツは、そのどちらにも冷静に答えた。オレはといえば、本当にやることにしたのか、と考えていた。あれは単なる思いつきだったんだけど……。


    「今日の戦いはテレビ中継されるものとは違います。当事者のためだけの、忍者本来の決闘です。もちろん戦えば怪我をしますが、再起不能にしたりする行為は絶対にありません。例え万が一の事態が起きても……それが忍者の世界というものなのです」


    　それははじめて見るアイツの姿だった。まるで別世界に住む人間……忍者とはこんなにも遠い存在だったのか。


    　オレ達一家は、まるで金縛りにかけられたように、何か言うことはおろか動くことさえできなかった。


    「でも心配ご無用です。以前もお話ししましたが、忍者は回復力が高いのです。いっぱい食べて、一晩寝れば、すぐ元気になります！」


    　そう言って元気いっぱいに力こぶを見せるアイツだが、かけられた呪文はすぐには解けなかった。


    「ゆりかちゃん、その……どうしても戦うのかい？　問題があるなら、話し合いで解決できないのかな」


    　父さんがようやく口を開いたが、ゆりかは首を振った。


    「今回は、お互いの実力を確かめ合わなければならないので、シノビファイトが最適なのです」


    「それってつまり、試合するわけ？」


    　オレはたずねた。


    「……そんなかんじです」


    　アイツのその言葉を聞いて、リビングの空気が少し和らいだ。


    「試合なら、審判のような人もいるの？」


    　ようやく母さんがしゃべった。


    「もちろんです。シノビ協会のスタッフが、公正に、かつ安全に戦いを管理します。そうでないと、忍者といえど決闘は許されませんので」


    「それじゃ、テレビのシノビファイトとほとんど一緒と考えていいのかな」


    「ルールはたぶん同じです。実際は人前でやるかやらないかの違いくらいだと思います。私が最後にテレビ中継を見たのは何年も前なので、最近のテレビのはよくわかりませんけど」


    「なんだ……びっくりさせないでくれよ」


    　オレ達は一斉に安あん堵どの息を漏らした。恐らく父さんや母さんも、月夜の草原で刀を抜いて殺し合う古典的な忍者の対決シーンをイメージしたのだろう。それほどアイツの言葉には凄味があった。


    　そのあと、どんな会話をしたか覚えてないけど、オレ達はアイツを止めることなく戦いに送り出した。そして『行ってきます』と言って歩きはじめたアイツをオレは追った。


    「若？」


    　それは普段と変わらない口調だった。


    「その……ごめん」


    「なぜですか？」


    「オレ、気楽に『戦ってみれば』なんて言ったけど……シノビファイトが、まさかあんな重大な決意が必要なものだなんて、知らなかったから……」


    「いいんです。若の言葉で、私もいろいろ整理が付いたのですから」


    「そう、なの？」


    「ええ。結局今の私にできるのは、自分の力を相手に見せることだけだ、ってことです」


    　そう言ったアイツの顔は、自信に満ちていた。


    



    　歩き出したアイツの手前を乗用車が横切った。車が過ぎ去ったあとにアイツの姿はもうなかった。
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    　八や戸ど刈かり家を出たゆりかは庵いおりとの待ち合わせ場所、宇う須ずグランドホテル屋上にいた。空気が澄み、街の外れまではっきり見える。だがゆりかに感動はなかった。八戸刈家の人々に余計な心配をかけてしまったことを気にやみ、心が曇ってしまっていた。


    



    　風がちょうど横に流れたときだった。


    「なんだ、もう来てたのか」


    　背後からの声に、ゆりかは振り返らずにいた。


    「悪かったな、一週間も待たせて。おかげでしっかり鍛え直すことができた。感謝する」


    　聞き覚えのある男の声。そのプレッシャーの強大さに警戒したゆりかだったが、殺気は感じられず、ゆっくり振り向いた。一週間前と同じ間合いで、若干髭ひげの伸びた、修行帰りの堤つつみ庵いおりが立っていた。


    「予定の時刻よりちょいと早いが、ファイトの準備はもうできてるからはじめようか。案内する」


    　庵はそう言うと、その場から瞬時に消えた。ゆりかは視線を空に向ける。その先には、驚くべき跳躍力と風の助力で宙を飛ぶ庵の姿があった。庵はそのまま五棟先の高層ビルの屋上に着地した。


    　ゆりかは風を背に受けながら歩を進めた。歩調は次第に速まり、やがて風を追い越した。身体がふわりと浮き屋上の手すりに飛び乗る。身をかがめ、蹴けり足に力をためると、身体をバネのように一気に伸ばし、その力を爆発的な跳躍力に変換する。人間が踏みしめるべき地面を眼下に望み、ゆりかは悠ゆう然ぜんと空を駆けた。


    　たどり着いたのは、街から数キロ離れた大きな川の河川敷だった。地面をならしただけの更地に一人、スーツ姿の男が立っていた。胸元に四つ扇が向き合う紋章が付けられている。シノビ協会の忍者だ。ゆりかと庵は男のもとへ歩み寄る。視界にいるのはスーツ姿の忍者だけだが、あちこちに息を潜めているわずかな気配がする。石ころのように気配を潜める彼らは立たち会あい忍にん。万が一の事態が起きないようシノビファイトを管理する忍者達だ。


    



    　忍者は新時代を生き残る代償として、法を遵じゆん守しゆしなければならなくなった。数々の特権が与えられているものの、忍者はもう以前のように法を無視した活動ができなくなった。シノビファイトと呼ばれる忍者同士の決闘も特権の一つではあるが、立会忍の不在等のルール違反を行えば、決闘罪や傷害罪などが適用される。


    



    　立会忍は二人が向かい合うのを確認すると距離を置くように退いた。乾いた風が更地に土埃を舞い上げる。二人は五メートルほどの間合いで対峙した。


    「宇う須ず川がわ、なかなかいいところだろう。夏には結構でかい花火大会があって……」


    「知っています」


    「そうか。しかしなんだ、美び姫き尼にの里の女忍者は年中ビキニなのか？　だとしたら楽園みたいな場所だな」


    　夏の制服からのびた、日に焼けたゆりかの腕を見た庵は、とぼけた質問を投げながら服を脱ぎ捨て忍装束になった。その間一切隙を見せなかった。二人の間にはすでに戦場の緊張感が漂っており、ゆえにゆりかは質問に答えなかった。


    　庵に続き、ビキニ装束に早変わりしたゆりかはベルトに刀を差している。古いにしえの忍者は道具としても刀を使っていたので刀に反りがなかったが、今の忍者は武器としてのみ刀を使うので刀には反りがある。一方の庵いおりはウェットスーツのような黒のシノビウェアに膝丈のブーツを履き、武器はベルトから下げた苦く無ないのみ。戦いに臨む忍者としては、捨て身に近い装備である。


    　おそらく庵は肉弾戦を仕掛けてくる。それは装備の少なさではなく、肉体を見た判断だ。最新兵器を上回る忍術が数多く存在する現代で、ここまで無駄がなく、かつ発達した筋肉の持ち主はめずらしい。とても現役を退いた忍者とは思えない。


    



    （この人、強い）


    



    　修行帰りの庵を見た瞬間から、ゆりかはそれを感じていた。それは見た目ではなく、内に秘めた庵の実力に対する直感だった。死の恐怖を乗り越え免許皆伝を得たゆりかの勘は鋭くなっていた。新たな感覚が早速役に立ったのだ。


    　宣言どおり二倍に膨れ上がった庵の強さを感じ、ゆりかの心もほんの僅わずかに揺らいだ。しかし一方で、この人が仲間になってくれたらどんなに心強いだろう、と思わずにはいられなかった。だが、ゆりかは揺らいだ己の心に気付き、瞬時に鎮めた。……はずだった。


    「今なにか考えたな？」


    　庵の指摘に、ゆりかは微動だにしなかった。


    「わずかでも相手を強いと感じれば、真っ先に逃げるのを考えるのが普通の忍者だ。でも世の中には……」


    　庵の口元がニヤリとひきつった。


    「……それを歓迎する、バカな忍者がいる」


    　そう言い終えた途端、庵の全身からガスのように殺気が吹き出し、ゆりかを包み込んだ。殺気から感じる庵の力はとてつもないものだった。ゆりかはとっさに、庵の実力は自分より上かも知れないと思ったが、敢えて逃げを選択しなかった。なんとしても、庵は仲間に引き入れたい。これはそのための試練だ。私の力をみてもらわずに、なんとする。勝っても負けても、必ず庵を引き込まなければならない。


    



    　庵の殺気にゾクゾクしていたゆりかは、その殺気にわずかな違和感があるのを感じた。なんだろう、と考える間もなく、頃合いと見た立たち会あい忍にんが宣言する。


    「シノビファイトに穢けがれた勝利なし。結果に遺恨なし。流儀を犯す者には制裁を。双方作法を守り存分に戦うべし」


    　忍者を一人を育てるのに十年かかると言われている。どの里も同胞の損失は痛手である。そのため忍者同士のトラブルは話し合いか、最小の被害ですむ決闘で解決されてきた。


    　シノビファイトとは現在の呼び方だが、起源は古来より続く決闘、すなわち厳格な儀式である。道ばたで突然はじめる喧けん嘩かとはまるで意味が違う。呼称や若干のルール変更はあれど、その神聖性は不変なのだ。ルールを破れば、その時点で全国の忍者から狙われることになり、ゆりかも庵いおりも敵に先んじて手を出さないのは、それがシノビファイトの流儀だからである。


    



    　シノビファイトに戦いを促すゴングや『はじめ』の合図はない。忍者独特の間で互いに一歩、敵に向かって踏み出したときが戦闘開始となっている。しくじれば不利になるため、その一歩を踏み出すには極限の集中力を要する。ゆりかはその体勢に入った。


    　世界がスローモーションになり周囲の音が低く伸びていく。目はマイクロメートル単位で微動する筋肉の動きを見逃さず、耳は庵の鼓こ動どうを捉え、肌は髪一本が起こす僅わずかな風の動きを感知する。露出の多いゆりかは、全身で風や電気といった見えない刺激を敏感に感知できる。ビキニンジャのビキニ姿にはそんな理由があったのだ。


    



    　まっすぐ突っ込む。全力で、稲妻のように。


    



    　そしてゆりかの直感が庵の考えを捉とらえた。先手を取る条件は整った……そのときだった。　突然風向きが変わり、庵の方から中華料理の匂いが流れてきた。


    （!?）


    　場違いな香りに虚を突かれ、反射的に両腕をクロスさせ、右肘で鼻と口を覆う。


    （しまった！）


    　一瞬の隙を庵は見逃さなかった。


    



    　視界が一面の青になった。そして地面を踏みしめていた感覚がなくなり、自分が宙に浮いたのだと気付いた。


    



    （やられた……）


    



    　一面の青は空の色。景色がぐるりと一回転したとき、庵の姿勢からアッパーカットを食らったのだと悟った。[image: ]に凝縮された破壊のエネルギーはインパクトの瞬間に炸裂し、ゆりかは爆音と共に後ろ回りに回転しながら上空へ打ち上げられた。


    　驚くべき破壊力。ゆりかは今、全身の感覚が曖昧になっている。忍者は感覚をコントロールできるのだが、この感覚は単にダメージで感覚が麻痺してるものだった。反射的に両腕を交差させ直撃を防いだにもかかわらず、その衝撃は腕を突き抜け顎あごを捉え、ゆりかを失神寸前の危機的状況まで追い込んだ。それは忍者の常識を遥かに超えた一撃であった。


    　頭がくらくらして身体がいうことをきかない。このままでは手裏剣の的になってしまう。気合で防御の姿勢を取ろうとしたが、両腕が身体にぴたりとくっついて離れない。いつの間にか直径２ミリほどのワイヤーが身体に巻きついていた。パンチを見舞った瞬間、庵いおりが仕掛けていたのだ。自由落下をはじめていたゆりかの身体に急激な力が加わる。ミイラのようなポーズで庵に釣り上げられ、そのまま勢いよく振り回される。ゆりかは必死に脱出を試みるものの、頑丈なワイヤーと強い遠心力で思うように身動きが取れない。


    　庵は回転の軌道をわずかに上方にずらし、そのまま川めがけて振り下ろした。猛スピードで水面が迫る。打ち付けられる直前、逆さまに見えた庵は楽しそうだった。轟音が鳴り響き巨大な水柱が立ち、飛沫しぶきで屈折した光が虹を作る。庵は手元から素早くワイヤーを切り離し、水柱を飛び越えるように天高く跳躍した。


    



    「ネコ影！」


    



    　高速で衝突すると水面は地面よりも硬くなる。一刻も早く脱出しなければならないゆりかだったが、着水の寸前まで待ってネコ影を丸太代わりに空うつ蟬せみを敢行した。庵に空蟬を悟らせず、水柱を死角にして意識の回復と不意打ちをする作戦だ。


    　水柱を抜ける。つま先まで自在に動かせるのを確認する。


    　よし、着地と同時に反撃できる……しかし、庵の気配は空中のゆりかの更に上空にあった。


    　庵の両[image: ]がハンマーのように振り下ろされる。身体を反らした勢いを利用し、空中で最大の威力を生み出した。再び腕で直撃を防いだが、攻撃の勢いは衰えず水面に叩きつけられる。今度はネコ影をエアバッグのように展開し、衝突のダメージを防いだ。水面を転がるゆりかを追うように、水柱から庵が飛び出す。


    　迫る庵。ゆりかはその突きが海底から獲物に襲いかかる鮫さめのように見えた。へその高さから、顎あごへまっすぐ上昇してくる庵の踏み込みアッパーには、それ程の凄みがあった。上体を大きくひねりやりすごす。[image: ]がゆりかの前を横切ったとき、空気が切り裂かれるのをはっきり見た。路上に数メートルほどの埃がパッと立つ。身体をひねるのではなく引いていたら、あの[image: ]風に打たれていた。[image: ]は素早く引き戻され、庵は次の攻撃態勢に入っていた。ゆりかはひねった上体を戻す勢いで反撃の突きを放つつもりだったが、後手に回らざるを得なかった。


    　今度はゆりかの胴体めがけて[image: ]が飛んできた。速さとタイミングは絶妙だが、急所を狙っているわけではない、いい加減なパンチだった。それでもゆりかは大きく身をかがめ、そのまま庵の脇を通り抜けた。ゆりかは感じたのだ。たっぷり火薬を詰め込んだ爆弾のような破壊力が、その[image: ]に込められていたのを。触れた部分を粉々に破壊する戦慄の突き……いい加減だったのではなく、急所など関係なかったのだ。ゆりかはよけるので精一杯。すれ違いざまに手裏剣や煙玉を仕掛ける余裕はなかった。


    　ゆりかは庵の死角に入り体勢を立て直すつもりだったが、延髄に殺気を感じた。ゆりかは予定より半歩前に踏み込んでから、身体をひねり起こした。刃物のように鋭い手刀が胸の前を横切る。ビキニが手刀の気流に巻き込まれ、隙間から膨らみはじめた乳房がちらりとのぞいた。


    



    （逃げてばかりじゃ、面白くないぜ！）


    



    　ゆりかはそのとき、庵いおりが繰り出そうとする右の[image: ]から、そんな言葉が発せられたのをたしかに聞いた。そして『ならば』と発射された庵の右ストレートをかち上げるよう捌さばき、同時に右[image: ]をたたき込んだ。左腕に痛みが走ったが、ゆりかの右[image: ]は庵の水すい月げつにずっしりとダメージを染み込ませた手応えを感じた。


    　この一撃ですら庵の鎧よろいのような肉体はダメージを阻んだが、さすがに急所。庵をわずかに怯ませ、ゆりかが攻めに出るチャンスを作った。


    　上体を丸めた庵の鼻っ柱を膝で蹴けり上げ、無防備な顎あごへ二連蹴りを見舞った。こちらが攻め続ければ、庵の壊滅的な攻撃力を封じることができる。ゆりかは庵が間合いを離脱しようとすると、素早く回り込み、反撃のそぶりを見せようものなら、たちどころに急所打ちで動きを封じた。


    　美び姫き尼に流は接近戦では無敵と恐れられる流派である。極めた者は、その間合いの中でなら、いかなる相手であろうと遅れをとることはないと言われている。


    



    　庵はそれを思い知った。空うつ蟬せみや奇策を弄ろうしても主導権が奪えず、この間合いで自身が出せるのは、ゆりかの柔肌をほんのり赤くする程度の攻撃だけだった。そしてそんなジリ貧の状況とゆりかの戦い方に対する苛立ちが、事態を悪化させていた。


    



    　一方のゆりかも、一手、一手、確実に急所を攻め続けるも庵の筋肉の牙が城じようを崩せずに、少しずつ攻め手を失っていた。どうすれば……そのとき、ゆりかの脳裏にお婆ちゃんの言葉が浮かんだ。


    



    　そして……そう。その言葉を聞いたときの思い出も。


    



    『ゆりかや、それはお前の戦い方じゃないねぇ』


    　べそをかきながら地面を這う幼い頃の自分。手を後ろに組んだまま見下ろすお婆ちゃんの一言は無情だった。お婆ちゃんに教わったとおりに戦っているというのに、一体どうしろというのだ。


    　けれど、そのとき気付いた。お婆ちゃんや白しら滝たきのお頭達は、目の前に立ちはだかる赤髪の女の子に勝てる忍者を育てようとしているのだ、と。


    　涙をぬぐい、口の中で土つち埃ぼこりと混ざり合った血を吐き捨てた。赤黒い夕焼け空、その中に浮かぶ不安げな白い夕陽を背に、私が立ち上がるのをじっと待つ女の子。ずっと年上の里の忍者にも負けない私が、ほんの少し年上の女の子に手も足も出ないなんて。


    『あんたさ、戦い方全然わかってないね』


    　女の子が言った。悔しい。私だけが私の本当の戦い方を知らないなんて。


    『だったら教えてあげる。そのかわり、しっかり見てるんだよ』


    　女の子は悠々と歩み寄ってきて、めいっぱい[image: ]を引いた。


    



    　はらわたを捻ねじり上げられるような激痛に、ゆりかの意識が現実に戻る。ゆりかの脳は一切の思考を拒絶した。身体を丸めたまま肩から硬質化した水面にぶつかり、続けて背中、そして体中に痛みが走った。庵いおり渾身のボディーブローで吹っ飛んだゆりかは水面をバウンドし、向こう岸の河川敷を転がった。


    　追撃がくる、ゆりかは悶もん絶ぜつしそうになる肉体を強引に起こし、迎撃の構えを取った。しかし庵は追撃どころか、悠々とこちらに向かって水面を歩いてきた。


    　ゆりかには庵の真意が読めなかったが、この機を逃のがしてはならないと、庵の一挙手一投足に細心の注意を払いながら深呼吸をはじめた。庵の口元がピクリと動いた。それは攻撃の合図でもなく、思いがけない一言だった。


    



    「なぜだ？　なぜそんな戦い方をする？　お前の戦い方はそうじゃないだろう」


    



    　ゆりかはまた、あの記憶の中に迷い込んだのかと錯覚した。


    　この戦い、なにかがおかしい。なにか、ゆがんでいる。


    　そこで、庵の殺気に感じた違和感を思い出し、反はん芻すうする。そう……あれは殺気ではなく、むしろ戦う喜びに満ちた気。戦うのが楽しくてたまらない、いわば歓喜だったのではないだろうか。強敵の出現を喜ぶバカな忍者とは、まさしく庵自身だったのだ。


    「お前の身体や心の動き、その端々にお前の本性がチラチラ見えて、なんというか、目の毒なんだよ。もっとも『まっとうな』忍者には、まったくわからないだろうがな」


    　ゆりかはその言葉を無言で受ける。


    　私の本性？　そんなの、決まっている。私は美び姫き尼に流免許皆伝のビキニンジャ。美姫尼の里の忍者だ。忍者なら……そう。忍者なら。


    　じじ様の説教が頭をよぎる。『遁とん術じゆつは忍しのびの基礎であり極意』……そう。こんなバカな戦いからは、すぐさま撤退すべきだ。そうだ。撤退……すべきだ。


    「期待はしていたが、今は確信に近付いている。さあ、ビキニンジャ。俺はずっと待っているんだ。早く『こっち』へ来い」


    　庵の言葉を聞いたとたん、口の中に、あのとき味わった土つち埃ぼこりと血の混じった味が蘇よみがえった。そして、あれこれ考えていたことがすべて吹き飛び、頭の中の何かが切り替わったことを感じた。


    　庵いおりはふたたび『来い』と言った。大胆にもゆりかは目を閉じ、ゆっくりと深呼吸を五回、ダメージは消えないが自在に身体を動かせる状態を取り戻した。そして口の中に残る不愉快さをじっくり味わうと、ゆりかの心を一陣の風が吹き抜けた。


    



    　庵は一瞬、全身を強く震わせた。ゆりかの気配は、それまでとはまったく別の生物に変化したことを示していた。その気配に恐れると同時に歓喜に打ち震える心を感じる。煮えたぎる血が、爪先まで力強く通い始めた。


    『武者震い……か』


    　懐かしい感覚に、庵は笑みを漏らす。


    「ようやくその気になったか……。ここからがオレ達の本領……戦闘バカの世界だ」


    　いかなる強敵や困難にさえも、正面突破するために身に着けたのが庵の[image: ]に宿る力である。もちろん、白しら滝たき流でも基本は遁とん術じゆつだが、庵は基本から最も遠い力を身につけることに心血を注いできた。障害がなければ意味を成さないもののために心血を注ぐ者達を、バカと呼ばずになんと呼ぼう。


    「お互い忍者には不向きな性格だな」


    　そう言って笑みを浮かべる庵に、ゆりかも同じく笑みを返した。逃げることが美徳、と散々教育されてきた『真っ当な忍者』のゆりかは、もうここにはいない。二人はようやく同じ土俵の上に立った。


    「先手はくれてやる。だがそっから先は……」


    「わかってます」


    　戦いが仕切り直される。互いにゆっくり歩を進め、接近した。最初の立会いの間合いを越え、それでも二人は歩みを止めない。斬り合いならば一踏みで互いを両断できる距離、二人はそこで立ち止まった。


    　庵は足場を確かめるように地面を二、三度蹴り、ゆりかは戦闘で乱れたビキニ装束を正しはじめた。お尻の食い込みを直し終えると、ゆりかは脚を前後に大きく開き深く腰を落とす。


    　そして左手を真っ直ぐ前に突き出し、弓の矢を引くように右の[image: ]を引いた。ゆりかの蹴けり足には、すでに踏み込みのための力が十分にためられていた。


    



    　参る。


    



    　二人の間でなにかが爆発した。乾いた破裂音が響き、衝撃波が景色を歪ゆがませた。次の瞬間、庵は高速の移動物体となって宇う須ず川を横断し、整地のため河川敷に停められていたロードローラーに激突して、キャッチャーフライのボールのように舞い上がった。


    　ゆりかの放った[image: ]は瞬く間に庵いおりを突き飛ばした。ゆりかの[image: ]にもまた、鍛たん錬れんにより破壊兵器レベルの威力が宿っていた。


    　庵の鉄壁の筋肉はやすやすと[image: ]の進入を許してしまった。ゆりかの[image: ]は庵の体内に衝撃を叩き込み、悶もん絶ぜつする苦しみを与えた。ゆりかが狙ったのは庵の水すい月げつ、鍛えようがないため急所と呼ばれているが、庵はそこすらも鍛え上げていた。しかしそれにも限度がある。ある程度覚悟はしていたが想像を超える破壊力に庵は絶句した。


    　口をパクパクさせながら宙を舞う庵に、苦痛が収まる間もなくゆりかの追撃が浴びせられた。足場のない空中では踏ん張りが利かず、当然攻撃の威力も落ちる。が、疾風の如く庵に駆け寄ってきたゆりかは、跳躍すると庵の十メートルほど頭上で逆さまになり、急転直下の膝ひざ蹴げりを見舞ったのだ。そのありえない加速は、最終試験で見せたネコ影を足場にした空中移動術である。


    　庵の身体は『く』の字に折れ曲がり、大きな土煙を上げて地面に激突した。衝撃で土手の街灯が左右に揺れる。


    　しかしすり鉢のようにえぐれた地面に寝そべっていたのは、粉々に砕けた丸太だった。


    



    　ゆりかはそれに動じず庵の気配を探っていた。今度は相手が攻める番だ。


    　着地したゆりかの脇腹を、足刀が襲った。全身の関節を駆動させ、ねじ込むように放たれた蹴りはゆりかの肋骨に亀裂を入れ、さらにその衝撃は内臓を貫き水辺まで埃ほこりを舞わせた。


    「がっ……」


    　悶絶するゆりかの正面に素早く回りこんだ庵は急停止し、その力を次の踏み込みの瞬発力に変え、大きく開いた両腕を力の限り振り回しゆりかの顔面を強打した。鉄のような[image: ]の直撃でゆりかの頭の中で火花が散り、そのまま思考回路が焼ききれそうになった。鼻血を噴き出しながら川まで吹き飛び、水面を転がり川の中ほどで停止した。両手を使って勢いよく立ち上がるゆりかの顔はしかし、あきらかに笑っていた。


    「いい笑顔だ。やっぱりお前は、俺の見込んだとおりだよ」


    　ゆりかは口をぬぐい、ふたたび戦闘態勢を取る。


    



    　その頃、宇う須ず川がわ堤防脇の道路を一台の原付バイクが疾走していた。サラリーマン風の男達は雑技団のように器用に三人乗りし、うち一人は大たい漁りよう旗きを掲げている。


    「うおー大将ー、今応援に行くぞ──!!」


    　そのままの勢いで土手に乗り上げた珠しゆ里り軒けんトリオは、眼前の景色を見て言葉を失った。


    　河川敷のあちこちに大小さまざまなクレーターができていて、堤防がところどころ抉えぐり取られている。地響きが聞こえた方に顔を向けると橋の向こうから巨大な水柱が何本も上がった。


    「な……なにが起きてるんだ……」


    　呆然とする珠しゆ里り軒けんトリオの前を、数人の青い頭ず巾きんをかぶった私服の忍者達が水柱の方へ走っていった。一人立ち止まった忍者が珠里軒トリオに注意を呼びかけた。額にはシノビ協会の紋が入っていた。


    「こんなところでなにをやってるんだ。今はシノビファイト中だぞ！」


    　我に返った珠里軒トリオの一人、鳥と羽ばがたずねる。


    「今日は河川敷で大将……堤つつみ庵いおりの一対一の決闘があったはずだが、どうなったんだ？」


    「今その真っ最中だよ。ただのどつき合いになった途端、この有様だ！」


    　そう言いかけて頭ず巾きん忍者が通信機の呼び出しに応える。


    「はい。ああ、今行く。舞台をもう一本先の橋まで延長するよう大至急手配しろ！」


    　通信を終えた頭巾忍者は『邪魔だから応援はよそでやってくれ！』と言って戦地へ向かった。遠くに見える庵が走り出して間もなく、前方の橋の橋きよう脚きやくが大爆発と共に一本、崩壊した。


    「俺達忍者ってのは、素手で、しかもたった二人でこれだけの破壊ができるものなのか」


    



    　一打受けるごとにゆりかの身体は筋きん繊せん維いがほつれ、細胞が死滅していく。神経は絶えず苦痛を脳に伝達し、食いしばる歯はみるみる磨ま耗もうしていった。

  


  [image: ]


  
    　ゆりかは鳥肌が立ちっぱなしだった。里を出ていきなり、これほどまで叩き甲斐のある忍者と出会えたことを、震えるほど喜んでいた。立ちはだかる巨大な障害に真っ向勝負する。それは誰のためでもない、自分自身のための『忍者でいる理由』だ。


    



    　庵いおりも同じであったが、先ほどから脳裏で警報が鳴り続けていた。呼吸で口は開きっぱなし、即席修行で取り戻した体力が早くも尽きようとしていたのだ。二発に一発から三発、四発に一発と、庵の反撃ペースは明らかに落ちていた。支えを求めて橋きよう脚きやくを背にすると、その橋脚ごと粉砕するゆりかの[image: ]が襲いかかった。さすがはビキニンジャ、寸分も急所を外すことなく[image: ]をめり込ませてくる。もはやどこが負傷しているのかわからない、満まん身しん[image: ]そう痍いの状態だ。


    　目の前に急接近するゆりかの跳び蹴げりを、極限の集中力でスローに捉とらえる庵の意思に、生存本能が遂に最終警告を発した。


    



    　逃げろ、と。


    



    　庵は身体を後方に浮かせ、蹴りのダメージを相殺する。ぎりぎりの集中力による必死の脱出行為だ。いったん戦闘バカの世界から遠ざかり、両足でブレーキをかけながら数十メートル先で停止した庵は、肺にありったけの空気を詰め込み一気にゆりかの懐に飛び込んだ。体力を超えた意地の猛攻である。


    　まずは一発。前蹴りでゆりかを橋脚に押し込む。激突したゆりかが反動で宙に浮いているところをすかさず正中線への連打。衝撃でゆりかの汗が飛散する。橋脚に張り付けにされたゆりかの首根っこを摑みボディーへ膝蹴りを二発、三発。そのまま突き放し上体を起こしたゆりかの側頭部へ右フックを叩き込み、衝撃で後方に退くところを跳び蹴りで追撃。


    　できる限りのダメージは与え、準備は整えた。地面と水平に吹っ飛ぶゆりかがが体勢を立て直したとき、勝敗が決する。


    



    　ゆりかは、庵が限界に近づいていることを感じ取っていた。先ほどの蹴りを受けることなく、よけたことからも明らかだ。恐らく次が最後の攻撃になるはずだ。もちろん、ゆりかは避けたりはしない。すべてを受けきった上で、庵を凌しのぐつもりだ。


    　前蹴りにはじまり、連打に次ぐ連打。肉体がこれ以上のダメージを拒否している。それをもはや根性と呼ぶべき精神もので抑え込む。まるで巨大な鉄球のような重たい跳び蹴りを食らい、地面を転がり立ち上がったゆりかが見上げた先に二足のブーツが見えた。


    



    　それは全身全霊、持てる力のすべてを込めた庵のミサイルキック。その技に込められた危機的な破壊力をゆりかは全身で感じ取った。


    　半端によければ間違いなく衝撃波の巻き添えを食らうだろう。が、もとより退く気はない。ゆりかは脚を開きどっしりと腰を落とし、両腕を十字型に重ね合わせた。


    



    （来い！）


    



    　目視から着弾まで、瞬きする間もなかった。それは奥義と呼ばれる、得体の知れない理ことわりが生み出したスピードと破壊力。


    　それまでの攻撃とは比べ物にならない衝撃がゆりかの身体を貫いた。さらに庵いおりの押しのけた空気が猛烈な衝撃波となって全身に叩きつけられる。肉体も意識も砕け散りそうな一撃。


    　だが意地がそれを阻んでくれた。腕がきしみ、背骨が悲鳴をあげる。極限まで緊張させた全身の筋肉は、繊維が次々ほころんで脳に危険信号を送る。


    　気を失っていれば感じずにすんだ苦痛にゆりかの顔が歪む。十メートル、二十メートルと物凄い勢いで押し込まれていく。体内の警報は鳴りっぱなしだ。なんとしても凌しのがなければ……。すると二百メートルほど後退したところで庵がいきなり膝を曲げて力を抜いた。ほんの一瞬前のめりになったゆりかを蹴けり押す。その勢いに耐えられずゆりかの体勢が崩れる。キックを受け止めた腕から庵の体重が消えていく。離れ際の攻防がはじまる、そう思ったゆりかだったが、庵はそのままその場に崩れ落ちた。


    「……これまでか……」


    　肩で息をする庵はやっとの思いでその一言をふりしぼると、脚を大きく開き踏ん張るゆりかの前でふらふらと立ち上がった。


    　もはや庵に戦う力は残っていなかった。だがシノビファイトには、降参というルールはない。ゆりかはどつき合いの最初のように[image: ]を大きく引きつけ、間合いを計るように小さなステップで前進すると、最大の力で庵の顔面を殴りつけた。これがそのまま最後の一発になった。


    



    　庵が吹き飛んでいく様子は、橋二つ向こうにいた珠しゆ里り軒けんトリオ達に川を縦に裂く水柱として目視された。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    　川沿いの工場から昼休みを知らせるサイレンが聞こえた。ポーチから取り出した手ぬぐいを水筒の水で湿らせ、ゆりかは顔を拭いた。手ぬぐいと水筒をポーチにしまおうとしたとき、自身の影が西から東に向きはじめているのに気付いた。


    「ふふ……最後のお前さんの一発、冥めい土どの土産にするつもりだったんだが、持ち帰り損ねたよ」


    　庵が目を覚ました。体中をアイシングされ、シノビ協会の忍にん医いにワレモノのような扱いを受けていた庵は『もう大丈夫だ』と立ち上がった。


    「真っ向勝負に誘っておきながら、俺はお前さんの蹴りに危険を感じて体を引いちまった。店のためになりふり構わず最後の攻撃に出たが……勝負はもうついていた。完敗だ」


    　そう言った庵いおりの表情は晴れやかだったが、心の中でしっかり（今日のところは）と付け加えた。


    「こんなに充実した戦いは久しぶりでした」


    　ゆりかも笑顔で返す。ゆりかは庵になにか話しかけようとしたが、お互い[image: ]で十分に語り合ったことに気付き、やめた。


    「この勝負、ビキニンジャ・ゆりかの勝利とし、両者この結果にいかなる不服も申し立てることまかりならん。これにて一件落着」


    　立たち会あい忍にんはそう言って、他のシノビ協会スタッフ同様に後片付けに加わった。汗が冷え、熱く燃え上がった心も身体も鎮まると、ゆりかは話し忘れていることを思い出した。


    「あなたにお願いしたいことがあります」


    「わかっている。写真の一件は好きなように裁いてくれ。店もたたむ」


    「写真？　店？」


    　また、庵の言葉が意味不明なものにもどっていた。


    「あの……前にも言ってましたけど、写真っていったいなんのことですか？」


    「なに？」


    「私はただ、お婆……お頭の八や尾お美び姫き尼にから、あなたを仲間にするよう言いつかってきただけで……」


    　二人はしばらく顔を見合わせる。


    「あのジジイ、思わせぶりなことしやがって……俺は見事にはめられたようだな」


    「??」


    「白う滝ちのお頭は、お前さんと戦うよう指示してきたんだよ。俺が負けたら忍者に復帰することを条件に」


    「そう……なんですか」


    「ああ」


    　そう言って肩をすくめながら、庵は携帯電話を取り出した。


    「まいど」


    『よう庵、ワシじゃ。そろそろお前さんが負けた頃かと思うての』


    「完膚なきまでにな。なにもかも、あんた……お頭の思い通りだ」


    『うむ。では現役復帰の初仕事として、そこにいる八尾の孫娘の面倒を見てやってくれ』


    「なるほど、そいつが妖怪オババの目的か。それで、写真の件についての裁きは？」


    『あんなもの、他人に見せられるか。里の恥じゃ』


    「……じゃあ、美姫尼の里には送らなかったのか」


    『あれは、お前を本気にさせるためだけに使ったものじゃ。まあ、だまし討ちの詫びというわけではないが、特別の温情として店はそのまま掛け持ちでもかまわんことにしてやろう。八尾との約束もあるでよろしく頼むぞ』


    「……了解」


    　携帯電話をしまい、庵いおりは頭をかいた。


    「すまない、話の途中だったな」


    「はい。あの……忍にん務む中行方不明になった母親捜しをしているのですが、協力してくれませんか？」


    　不安そうに庵を見つめるゆりか。


    「あまり得意な分野じゃないが、引き受けよう。よろしくな」


    「本当ですか？　ありがとうございます！」


    　ゆりかはビキニが下がってしまうほど深くお辞儀をした。


    「おーい大将ー！」


    　土手で大漁旗を振る三人組のサラリーマンの姿があった。それを見た庵は笑顔でため息をつき、言った。


    「さて、そろそろ店を再開しないとマジで潰れちまうからな。お前さんも早くホストファミリーのところへ……戻るなら忍にん医いに手当してもらってからの方がいいぞ」


    　ゆりかは自分の姿を見る。確かに、とても帰宅できるような格好ではなかった。これで帰宅すれば、おばさまは間違いなく卒倒するだろう。


    「ああそれと、適当な日に店に来てくれ。打ち合わせも兼ねて、おごるぜ」


    「はい！」


    



    　かくして、ゆりかは母親捜しの第一歩を踏み出したのであった。

  


  
    [image: ]

  


  
    　そろそろ帰宅ラッシュがはじまる頃。珠しゆ里り軒けんは相変わらず繁盛していなかった。店内では常連客の珠里軒トリオ、めずらしく女性客が一人、入り口側のテーブルで黙々と餃ぎよう子ざを食べていた。珠里軒トリオも庵いおりも、女性客が忍者であることは見抜いていたが、珠里軒トリオは気にするどころか全く無視して、いつものテンションで盛り上がっていた。


    　いや、どこか無理して明るく振舞っている様子だった。シノビファイトに庵が負ければ店をたたむ、という条件を三人組は知っていて、この女性客はその執しつ行こう忍にんではと疑っていたからだ。


    



    「前々から強いとは思ってたけど、俺大将見直しちゃったよ！」


    　珠里軒トリオの一人、鳥と羽ばが大げさな手振りで庵を褒めちぎる。大きな鼻がアルコールで真っ赤になっている。


    「しかし恐るべきは美び姫き尼に流。最強の名は伊達ではなかった」


    　そう言って眼鏡を外し、おしぼりで顔を拭くのは隆りゆう造ぞう。


    「それにあの動き、白しら滝たき流をよく知ってるみたいだったッスよ？」


    　若造、沖おき田たは的確な分析を披露した。思いがけない答えにカウンターで新聞を広げていた庵いおりも思わず顔を上げた。


    「お前さん、そういう所だけは優秀だな」


    「お！　そッスか？　僕の分析、結構キてるッスか？」


    「相手がわかっているなら、事前に研究するのは当然だな」


    「いや、あれは研究した動きじゃなかったッスよ。まるで白滝流を修行したような……まさか、裏で巨大な陰謀が渦巻いているのでは！」


    「どんな陰謀だ」


    「地球侵略とか全国統一とか……とにかく、なんか凄い陰謀ッスよ」


    「見直した俺がバカだった」


    「えー！」


    　庵は本当のことを言わなかった。仕組まれていたとはいえ、ゆりかが母親捜しの忍にん務むを打ち明け庵を仲間にしたのは、全身全霊で殴りあった者同士の、友情めいたある種の信頼によるものだと認識していた。少なくとも庵はそう信じていた。


    「……それで大将、この店だがね……」


    　鳥羽が言いにくそうに切り出すと、残りの二人も動きを止めて庵の方をじっと見つめた。


    「結局、どうするんだい？」


    　三人は息を呑んで庵の返事を待つ。


    「もちろん、続けるさ」


    「うおー!!」


    　珠里軒トリオは一斉に歓声を上げた。


    「大将ー！　一生付いて行くッスー！」


    　ビール片手に庵いおりの目の前に立ち、何度も頭を上下に振る隆りゆう造ぞう。


    「ついてくるな。それとな、忍者にも復帰する」


    「おー、大将もついに兼業忍者になるのか！」


    「仲間、仲間！」


    　大はしゃぎする珠しゆ里り軒けんトリオの背後でなにかが折れる音がした。女性客が手にした箸をへし折ったのだ。何事もなかったように箸を取り替える女性客の様子を、庵は見逃さなかった。


    　気の済むまで騒ぐと珠里軒トリオは機嫌よく席を立った。女性客は珠里軒トリオより先に勘定を済ませ早々に退散していた。今夜はもう客は来ないだろう。庵は店を支える珠里軒トリオの財布と胃袋に心の中で感謝しつつ、レジを打ちながらふと考えた。


    



    　そういえば、あの写真はどうやってお頭の手に渡ったのだろう。あの写真は酒の入った勢いで、ビキニンジャの怒りを買いそうなコスプレをしたものだ。美び姫き尼に流はビキニを正式な忍者装束として、古来尊んできたという。悪気はなくとも八や尾お美姫尼にあれを見られたのであれば、俺はもうこの世にはいまい。そうでなくとも品性を疑われる代物だ。表に出られては、困る。


    



    　あの写真を撮った場にいたやつ……と、考えたところで、ふと。沖おき田たが目にとまった。


    「なあ、あんたら。去年の忘年会の写真、まだ持ってるよな」


    　財布からお札を出そうとした沖田の手が止まった。


    「へ？　しゃしん？」


    「酔っぱらって、ビキニを着て撮ったアレだ」


    「も、もちろん持ってるッスよ。大切に……保管してるッスよ……」


    　あからさまに、沖田の目が泳いでいた。


    「……お前、誰かに渡したな」


    「ち、違うッス！　忍者の！　裏町内会の会報記事に使うからって取材を受けただけッス！　まじッス！」


    「渡したんだな」


    「違うッス、誤解ッス！　僕はあの、巨乳の忍術に捕らわれてしまったんッス！」


    　庵は改めて、心の中で沖田に『ダメ忍者』の烙印を押した。


    「あ、あの、お、お釣りはいらないッス。ご馳走様でした！」


    　こけつまろびつといった風情で沖田は店を飛び出した。


    「おい」


    「じゃな大将、兼業忍者、がんばれよ」


    　鳥と羽ばと隆造は逃げた沖田を追いかけて店を出て行った。


    　静かになった店内で庵いおりは大きなため息をつき、推理の続きをはじめた。


    



    　俺は、あのときゆりかに『白滝のお頭ジジイはお前さんと戦うように言ってきた』と、言った。しかし、よく考えるとそれはおかしい。


    　確かに、俺にはジジイはゆりかと戦えと言ってきた。写真の存在をちらつかせて。それなら、美び姫き尼にの里の刺客とファイトを行うのは必然のはずだ。


    　なのに、ゆりかは写真のことを知らずにやむを得ず戦った、と言った。だとすればゆりかは刺客ではない。あのファイトは俺の誤解で偶然起こったものだった。


    　これは明らかに矛盾している。


    



    　いや……まてよ。


    



    　そうか、ゆりかが刺客でないなら、別に刺客がいるんじゃないのか？


    　そうだ。別に俺への刺客がいたんだ。その刺客に俺が負けたときに、お頭は俺にゆりかの忍にん務むを手伝わせる気だったとすれば、話が通る。そうすれば、写真のことをゆりかは知らなくていい。


    　しかし、それならその刺客はいったい、どこに消えた？


    　庵はハッと閃ひらめいた。そういえば、さっきの女性客……あの女忍者、俺の現役復帰宣言を聞いた途端、箸を折っていた。まさか、あの女、俺への刺客だったのか？


    



    　それが本当なら、あの女は忍にん務むに失敗したと言うことだ。それなら、いずれ必ず落とし前を付けに現れるだろう。


    　そう、おそらく……ゆりかの前に。
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    「ただいま帰りました」


    　その声を聞いてオレ達一家は全力で玄関前に向かった。はきはきした口調とは裏腹に、ボロボロのアイツが立っていた。外からの明かりが逆光となり、薄暗い中のアイツはよりひどい有様に見えた。


    「だ、大丈夫なのゆりかちゃん!?　あなた、車！　早く病院へ……」


    　母さんは慌ててアイツに駆け寄り肩を抱こうとしたが、あまりの傷の多さに触れることをためらった。


    「大丈夫ですおばさま。ちょっと汚れてしまいましたけど、この程度の怪我なら……」


    　そう言いながら肩や腕を回してみせるアイツ。笑顔だった。


    「やせがまんしないの！　ほら、こんなに傷だらけじゃない！」


    「いえ、本当にたいしたことありません。ご心配おかけしました」


    　アイツはそう言ってお辞儀をすると玄関を上がりオレ達の間を通り抜けた。


    「あの、シャワーを浴びてきてもよろしいでしょうか」


    　振り向いたアイツが言った。


    「あ、ああ……」


    　父さんが気のない返事をする。オレたちはぽかんとアイツがバスルームに入るのをみていた。


    「……祐ゆう之の介すけ、ちょっと母さん、具合が悪くなったから先に休むわ。ゆりかちゃんのご飯の用意をしてあげてくれる？　チンするだけだから」


    「う、うん」


    



    　アイツはシャワーから上がってたっぷりとご飯を食べ、ぐっすり眠ると、翌日には本当にほぼ回復した。


    　夜が明けて少し落ち着いたオレ達はその回復力に呆れたのだけど、結局母さんはショックで寝込んでしまった。オレや父さんに比べて忍者に対する免疫がない母さんには、一連の出来事は刺激が強すぎたのだ。


    　翌日には母さんも体調を持ち直したけど、この出来事はアイツに大きな影響を与えることになった。


    　ゴールデンウィークが終わり、世間ではそろそろ『五月病』という言葉が聞こえだした。以前の騒がしさが戻った我が家には無縁のものだけど。


    「ゆりかちゃん、ちょっといいかしら」


    　朝食の席で箸を置いた母さんが言った。


    「なんでしょうか」


    「忍者が大変な職業だというのはわかったわ。だからこそ言わせてちょうだい」


    「はい」


    「どうしても危険なことをしなければならないときは、ビキニを着るのはやめなさい」


    「な、なぜですか？」


    「なぜって、あんな薄着で戦えば怪我をして当然です。いくら忍者でも女の子なんだから、傷が残ったりしたら大変でしょう」


    「傷が残るようなことはないのですが……」


    「残る残らないだけじゃなくて、怪我をするのが問題だ、と言っているの。私たちはあなたをあなたのお婆様からお預かりしているんですから、怪我をさせて返すわけにはいかないのよ」


    　アイツも母さんも相変わらず譲る気はないようだ。安心したような、呆れたような、そんな気持ちでオレはついポロッと呟いてしまった。


    「……傷、あるじゃん」


    　オレは思わずアイツに指摘した。


    　ステイ初日に発見した、内もものアノ小さな傷跡。


    「えっ！　ど、どうしてそれを知ってるんですか？」


    　そう言ったアイツは脚を閉じ、顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。


    「あれ、どうしたんだい？」


    　郵便受けから新聞を取ってきた父さんはリビングの気まずい雰囲気に気付きながらも平然と椅子に座り、新聞を読みながらおいしそうに朝食を食べはじめた。


    



    　オレはさっさと朝食を済ませ、飛び出すように家を出た。


    「若ー、待ってくださーい！」


    　お前から逃げたのに付いてくるな。でも振り切ることはできないのでいつもどおり一緒に登校することにした。リビングの気まずい空気を背負ったままのオレはアイツに話かけることができず黙々と歩いた。


    「……おばさま、寝込んでしまわれるほどショックを受けてしまうとは思いませんでした」


    　ぼそっと、アイツがつぶやいた。


    「しかたないよ。それが忍者なんだろう？」


    「いえ、私はそんなつもりで言ったのでは……」


    　でもアイツは自分の発した言葉が、思いもよらぬ伝わり方をしてると感じたらしい。


    「若……私、おばさまの前では忍者の話題は控えようと思います」


    「そうだな。その方がいいかもな」


    「若はいかがですか？　忍者らしい話題はお嫌いですか？」


    「べ、別に嫌いじゃないよ」


    「そうですか」


    　アイツは安あん堵どの笑みをこぼした。そして、こんな話をはじめた。


    「あの、私のお母さんなんですけど」


    「え？　ああ」


    「今時お頭の子供があとを継ぐなんて時代遅れだって、そう言ってお婆ちゃんと喧けん嘩かしていたんです。だから私にも、本当は忍者になってほしくなかったみたいなんです。でも、私もお母さんも美び姫き尼に流の直系ですから、忍者にならないという選択肢は、はじめからなかったんです。お母さんと私が里を出て忍者と無関係な場所で暮らすには、二人とも一人前の忍者になって、引退するしか方法がないんです」


    「複雑だな。アレすればよかったじゃん。えっと、抜ぬけ忍にん」


    「今の時代、忍者に抜ぬけ忍にんという発想は存在しません。『引退』という形で一線から退けば一定の自由が得られるからです。忍者の仕事の性質上、そのシステムから抜けるのはいつの時代も命がけですから、命が保証された引退の方がずっと得なんです」


    「たしかに。でも最初から引退するつもりで忍者になるなんて、お母さんも大変だったんだな」


    「そうなんです」


    「もしかして、母親を見つけたら忍者をやめるつもりか？」


    「いえ、私は……続けようと思っています」


    「あれ、そうなの？」


    「はい。その……」


    　アイツが急にモジモジしはじめた。


    「あの傷跡です。あの傷を受けた戦いが、私に『強くなりたい』という気持ちを刻んだんです。何年も前のことですけど、その思いは傷同様、決して消えることはありません」


    「ああ、そうか。でもそれじゃ、今度はお母さんの希望と反対の生き方ってことになるよな」


    「だから、内心不安なんです。再会したとき、お母さんをがっかりさせてしまうのではと。そうさせないためにも家事をマスターしたいのです」


    「ああ、家事の特訓はそういうことだったのか」


    「はい」


    　アイツのことがいろいろわかった気がする。忍者という単語は挟まっているけど、悩みのレベルはあまり一般人と変わらないみたいだ。


    　アイツの告白に、オレもちょっと勇気を出して言うことにした。


    「な、なあ。その……」


    「はい」


    「傷跡を見たりして、ごめん」


    「どうして謝るのですか？」


    「え、だって……嫌がってるみたいだから……」


    「嫌がってはいませんよ。恥ずかしいですけど」


    　なにが違うのだろうか。


    「えーと、それはですね。見られるのは仕方がないというか、だからといって誰に見られてもいいという意味ではなくて……あれ？　ちょっと待ってください。えーと……」


    　道ばたに立ち止まってアイツがオロオロしているのをみていると、温度を感じない声で『なにやってるの？』と言われた。声の主は安あん堂どう夏なつ子こ。気がつけばそこは集団登校の集合場所だった。


    「おはようございます！　忍者さん！」


    　同じく待ち合わせていた高たか橋はしがでかい声でアイツに挨拶した。オレにはないのか。


    「おはようございます」


    　礼儀正しくお辞儀をするアイツ。高たか橋はしごときにもったいない。


    「それでは若、また放課後。行ってらっしゃいませ」


    「あ、ああ」


    　アイツはオレ達が歩きはじめるまでお辞儀をし、角を曲がるまで見送っていた。一瞬、若と呼ばれるのも悪くないと思った。


    「なーにが若よ。気取っちゃってさ。若って若旦那？　呉ご服ふく問どん屋やの息子じゃあるまいし。あー、バカバカしっ」


    　安あん堂どうの一言でムッとする。アンドーナツの言葉はどうしてこう、いちいち面白みがないのだろうか。人の気持ちを萎なえさせることに関しては一流だ。


    



    　ゴールデンウィークは終わったが、オレは特に、クラスで質問攻めに遭うと言うこともなかった。普段通り、この休みにどこに行っただの、宿題はきちんとやってきたかだのといった話にみんな夢中だったからだ。


    　そういえば、高橋はもっと聞いてくるかと思っていたが、なりを潜めている。何か企んでいるのか？
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    「行ってきます」


    　勢いよく八や戸ど刈かり家を飛び出したゆりかは、人目を気にしつつ家屋を飛び越えたりしながら近道で待ち合わせ場所に急いだ。


    



    　庵いおりと対戦した日から翌週の日曜日、制服姿のゆりかは再び宇う須ずグランドホテルの屋上にいた。


    「おいおい、そのカッコで行くつもりか？」


    　五月晴れの空をまぶしそうに見上げているゆりかに声をかけたのは、頰に絆ばん[image: ]そう膏こうを貼った庵だった。こちらは開かい襟きんシャツにジーンズというカジュアルな出で立ちだ。


    「だめですか？」


    「大の大人と制服姿の女学生が一緒に歩いてちゃ怪しまれるだろう。社会的に」


    「そ、そうなんですか」


    「そうなんだよ」


    「でも他に服がないので……あ、ビキニ装束になりましょうか」


    「いや、制服でいい」


    「……あの、庵さん」


    「なんだ？」


    「ビキニって、もしかして嫌われてます？」


    「いや……むしろ好かれていると思うが……どういう話の流れだ」


    　二人はそのまま駅に向かい、隣の県までの切符を買った。電車に乗り込むまでの間すれ違う人々のなんともいえない視線に、ゆりかは『ふむ』と理解した。


    　庵いおりのために次回からは気をつけようと思うも、好奇の眼差し自体は気にはならなかった。なぜなら今日は記念すべき母親捜しの初日だからである。


    「……なるほど。住み込み先ホストフアミリーでそんなやり取りがあったか」


    「どう思います？」


    　乗り込んだ電車の中でビル屋上での話の続きをするゆりか。


    「まあ、そのうち解決する問題だ。あまり深く考えるな」


    「そうですか……」


    「こちらも一つ、聞きたいことがあるんだが、いいか？」


    「え、はい。なんでしょう」


    「最近、身の回りで忍者の気配を感じることはないか？」


    「気配ですか？　いえ、特には……」


    「ならいいんだが……」


    　庵は腕を組んで考え込んでいる。


    「あの、何かあったんでしょうか？」


    「まあ、話すとややこしいことになるんだが……端的に言えば俺のところに来るはずだった刺客が、お前さんのところに流れていく可能性がある」


    「へ、どうしてですか？」


    「だから、話すとややこしいんだ。もし、それらしきことがあったら連絡をくれ。俺の責任で何とかする」


    「わ、わかりました」


    　庵の言葉は相変わらず謎が多い。


    



    　そういえば、連れて行かれるままに電車に乗ったけれど……。これからどこに行くのかも聞いてないし、どうやってお母さんを捜すのか、全く相談もしていない。それは、確認しておいた方がいいだろう。


    「庵さん、あの、これからどこに行くんでしょう？」


    「ああ、説明していなかったな。今日は『忍者宿』に行く」


    「にんじゃやど？」


    「忍者のたまり場だ。忍者の里や県庁所在地にたいてい一、二軒ある。各地から情報を求めてくるやつや一般人に気兼ねすることなく飲み食いしたいやつらが集まる」


    「そこで、何を？」


    「何をってきまっているだろう。お前さんの母親の情報を集めるんだよ」


    「ああ、なるほど！」


    　ゆりかはぽんと手を叩く。こちらが相談するまでもなく、庵いおりは考えていてくれたようだ。


    「それって、宇う須ず市にもあるんですか？」


    「そういえばないな。まあ、似たところはあるが」


    



    　電車は南下し、のどかな田園風景が広がりはじめた。ゆりかはそれを楽しそうに眺めていた。こうやって、電車の座席に座って流れる風景をみていると、いろいろなことが浮かんでくる。


    　このあいだのシノビファイトでは、途中から完全にスイッチが切り替わっていた。これまで教わったことや忍者としての常識は完全に吹っ飛び、庵と[image: ]を交えることを楽しんでいた。今でも認めたくはない……けれど、自分は確かに、庵の言うところの『戦闘バカ』のようだ。


    　戦いそのものにわくわくする、強い相手と[image: ]を交えることを楽しみとする、そんな一面が自分にあるなんて思ったこともなかった。怪我の程度が考えていたよりもひどかったのは、明らかにそれが原因だ。いつもなら八や戸ど刈かり家に着くまでの時間があれば全快できるのに、今回は一晩寝ないと回復できなかった。


    　そのことで、おばさまにはすっかり心配をかけてしまったようだ。ゆりかはかなり反省している。もっとちゃんと、おばさまには説明すべきだったのかもしれない。


    　けれど……。


    　いくら説明しても全く聞き入れてもらえないおばさまの様子を思い出し、ゆりかはため息をついた。ゆりか自身も気がつきはじめていたが、ゆりかの常識と世間の常識の間にはずいぶんとズレがあるようだ。ビキニ装束のこともそうだし、怪我のこともそうだ。おじさまや若は、ある程度理解してくれているから、それでいいのかも知れないけれど……でも、おばさまにもわかってもらいたい。


    　おばさまは私のことを考えてくれている。ビキニ装束を着るのをやめなさい、と言うことも、ホントに心配してくれているのはわかっている。家事の特訓も、私と、私のお母さんのために、といっておばさまが始めてくれたことだ。


    



    　とりとめもないことを考えていると、突然横から話しかけられた。


    「電車に乗るのは何度目だ？」


    　ゆりかは急激に思考から引き戻される。


    「あ、四度目です。三度目は宇須市にくるときで、最初と二度目は家族で宇須市の花火大会を見に来たときの往復です」


    「ほう。宇う須ず市に来たことがあったのか」


    「はい。そのときはじめて見た電車の窓からの景色がとても印象的で、今でも好きなんです」


    「なるほど。ところで、母親の特徴を詳しく俺に教えてくれないか」


    「はい。母の名前はひなぎく。顔はよく似てると言われます。流派は美び姫き尼に流で、あと私と同じ奥義を使います」


    「そうか……」


    　難しい顔をする庵いおり。すると間もなく目的地に着くという車内アナウンスが聞こえた。田園風景は宇須市よりもさらに大きい街並みに変わっていた。駅に降りたゆりかはそびえ立つ高層ビル群に『うわー』と声を上げた。


    「よし、俺はこれから忍者宿へ向かう。お前さんは……そうだな。お前さん、忍者携帯はもってるか？」


    「ニンジャケータイ？」


    「これだ」


    　庵は懐からあの携帯を出した。


    「一般の電話や携帯には一切つながらないから、忍者同士で連絡を取り合うには最適のツールだ。機能も充実しているし、何より頑丈にできてる優れものだ。忍者ネットにつなげばたいていの情報は入ってくるのもありがたい」


    「へえ、便利ですねえ……」


    「よし、じゃあお前さんはシノビ協会に行って、忍者携帯の契約をしてこい。忍者ネットはオプションだから、必ず一緒に申し込んでこいよ」


    「え、私は忍者宿にはいかないんですか？」


    「なにを言ってる。あんな場所にお前さんを連れて行って騒ぎになったら、今後の捜索に支障が出るぞ」


    「騒ぎ？」


    「お前さんはあの八や尾お美姫尼の孫だろう。そんなことが知れたら母親捜しどころじゃなくなるぞ。だから母親の特徴も、できるだけ正体がばれないように話さなきゃならん。お前さん、それができるか？」


    　車内で庵が難しい顔をした理由がわかったゆりか。そしてお婆ちゃんの威光が忍者界の隅々まで届いていることを実感した。里の役場で中年職員達に囲まれたことを思い出す。できれば、あれの二の舞は避けたい。


    「……できません」


    「できないことは俺に任せろ。できることはお前さんに任せる。それがチームだ。ともかくお前さんは忍者携帯を入手してこい。今後の連絡はそれでするから、使い方を覚えておけよ」


    　庵は集合時間と場所をゆりかに伝えて、携帯端末代金として幾いくばくかの金を渡すと、『領収書を忘れるなよ』と言って人混みの中に消えていった。改札口に一人取り残されたゆりかは、とりあえずシノビ協会に向かうことにした。
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    　アイツが母親捜しから帰ってきた。


    「ただいま帰りました」


    「早かったな。手応えはどうだった？」


    　ちょうどおやつを取りにリビングに来ていたオレは、アイツを出迎えた。時計は午後三時を回っていた。父さんと母さんは夕飯の買い物に出掛けている。


    「それが……」


    　とりあえずアイツと一緒にリビングでおやつを食べることにした。


    「……それが私、結局ほとんど何もしていないんです。むしろ行く必要はなかったかもしれません」


    　アイツの告白を聞いて、オレは家での数々の失敗を思い出した。


    「なんか失敗でもしたのか？」


    「いえ、そういうことでもないんですが……」


    　事情がよくわからないが、捜索の方はどうだったのだろうか。


    「そっちは仲間の方がやってくれました。でも今日のところは収穫なかったそうです」


    「そっか。でも、仲間がやってくれたって？」


    「私は捜索に連れて行ってもらえなかったんです。忍者が集まる場所に私が行くと騒ぎになるということで」


    「騒ぎ？　なんで？」


    「お婆ちゃんが有名人だからです。世間的にはどうか知りませんが忍者界では知らない人はいませんから」


    　なるほど、有名人の孫だから騒ぎになって捜索どころじゃなくなるってところか。


    「でもこれから少しずつできることを探していきたいと思います。その第一歩を早速はじめてます」


    　アイツはそう言ってケータイを取り出した。


    「忍者ネットで情報収集するんです。忍者専用なので使い方は秘密ですけど」


    「なんだよ、そういわれると余計に知りたいじゃん」


    「すみません」


    「そういえば、ケータイの番号って」


    　そう言いかけるとアイツは


    「これは忍者専用なので一般のケータイとは通話できないんです」


    　忍者専用……なんだか微妙な距離感を感じる。といっても、忍者は基本的に秘密主義。仕方ないか。


    「そうだ。よかったらこれ使ってください。駅ビルのお店で買ってきたんです。地域限定品だそうです」


    　地域限定という言葉になにやら浮かれ気味のアイツがネコ影から取り出したのは携帯ストラップだった。シノビ協会公認マスコットキャラクター『しのびん』？　ファンシーな椎しい茸たけのキャラクターだが忍者と椎茸の関連がわからない。


    「皆さんの分と、ほら」


    　アイツのケータイにも同じ物が付いていた。たったそれだけのことで、なんだかちょっと距離が縮まった気がする。オレって単純だな。


    　外で車の音がした。家の車のエンジン音だ。


    「ただいまー！」


    「おかえりなさいませ！」


    　アイツは玄関へ父さんと母さんを出迎えに行った。


    



    　今夜はアイツと母さんでカレーを作ることになった。カレーというのは簡単な料理だから、いつもより不安が少ない。なにしろアイツの料理の腕はあらゆる家事の中でダントツに悪かったからだ。


    　そもそもアイツは包丁を逆手に持つ。そしてそれを持ち替えるというなんでもない行為ができなかった。


    「あのね、包丁はこう持つの」


    「で、ですが刃物はこう持ったほうが扱いやすいのでは……」


    「そんな持ち方じゃなにも切れないでしょう」


    「そんなことはありません。蛇とか野の兎うさぎとか猪いのししとか、これでいろいろ斬ってきました」


    「包丁は武器じゃなくて道具よ」


    「あ……いや……そうですが……」


    　身体に染み付いた忍者の習性がそれを拒んでいるのだ……と思う。


    　リビングに漏れ聞こえてくる二人の会話を聞くオレと父さん。不安を感じつつ、やがて漂ってきた香りがまともなカレーのものであることに安あん堵どした。


    「さあ、めしあがれ」


    　テーブルに並んだ具だくさんのポークカレー。皿の半分にライス、もう半分にカレーが盛られ、その端にきざんだゆで卵が添えられている。我が家の定番スタイルだ。


    　具の形はいびつだが、スプーンで簡単に割ることができた。しっかり煮込んであれば残る心配は味付けのみ。口に運ぶと、スパイスとクリームの絶妙なバランスによるほどよい刺激が舌に広がった。市販のカレールーに隠し味を加えた我が家のカレーの味だった。


    「……味付けはおばさまです」


    　ホッとする男達の顔を見たアイツはぽつりと言った。顔に出てたかな……。


    「若、私の切った具材食べられましたか？」


    　この場合切り方は味にほとんど影響してないのでどう言えばいいのだろう。


    「うん。でも問題は見た目だね」


    　直球で思ったとおりのことを言った。


    「精進します」


    　アイツは照れくさそうに答えた。傷跡の話をしたあの日以来、オレ達は少し仲良くなった気がする。


    　食事が終わる頃、父さんがいつも楽しみにしている時間がやってきた。


    「さあ、このあとはシノビファイトダイジェストだ。今日は月刊特集だからノーカットの戦いがあるんだ。ゆりかちゃん、解説頼むよ」


    「任せてください！」


    　名誉挽回とばかりに意気込むアイツ。


    　番組がはじまった。今夜のハイライトはサスケVSビキニンジャ・エレガンス戦。


    「サスケちゃんの相手はビキニンジャか。ゆりかちゃんこの忍者知ってる？」


    「知りません」


    「同じビキニンジャじゃん」


    「この人はビキニを着てるだけですよ。美姫尼流じゃないみたいですから」


    　ビキニンジャって『ビキニ姿の忍者』じゃなかったのか？　両親も同じような反応をした。


    「ビキニンジャは美び姫き尼に流免許皆伝の称号……みたいなものなので、今のところそれを名乗れるのは私とお婆ちゃんくらいです。」


    「じゃあちまたでビキニンジャを名乗っている人達は自称ってこと？」


    「そうなりますね。でも私も子供の頃はビキニの忍者＝ビキニンジャだと思ってたくらいなので別に問題ないと思います。流派を騙かたるのは大問題ですけど」


    　ほー。そういうもんなのか。勉強になった。


    「サスケちゃんは知ってるよね。忍者の間でも有名だろう？」


    「はい。前に本人からテレビに出てるって聞いたのですが、こうして出てるのを見るのははじめてです」


    　一瞬茶の間の空気が止まる。待て。今なにげに重大発言しなかったか？


    



    　オレと父さんは驚きの視線をアイツに向けた。


    「サスケちゃんは私の小さい頃からの修行仲間と言うか、ライバルというか、なんです」


    「ライバル!?」


    「あ、実際はただの友達っていうか……友達です」


    　慌ててそれを打ち消して、アイツはオレにだけこっそり耳打ちをした。


    （サスケちゃんは例の、『強くなりたい』という気持ちを刻んだ人です）


    　どっちにしてもすごい。サスケはオレでも知っている。強くて可愛い忍者で、クラスでも男女ともに人気だ。アイツはこんな超有名人とタメ張れて、おまけに友達なのか。ちょっと見る目が変わったかも。


    「ゆりかもさ、シノビファイターになってみたら？」


    　自分で言ってから思わず口を押さえた。


    「それは面白そうだなぁ」


    「なるほど……考えたこともありませんでした」


    「祐ゆう之の介すけ！　ゆりかちゃんにバカなこと吹き込まないの！　あなたもちょっとは自重してください！」


    　アイツのことを名前で呼んじゃったこと、だれも気にしてないみたいだ。


    



    　母さんが食器洗いをしている間、オレと父さんでアイツを質問攻めにした。おかげで、寝る頃までにはオレはすっかりシノビファイト通になっていた。


    　オレも、シノビファイトに本格的にはまってしまいそうだ。

  


  
    [image: ]

  


  
    　八や戸ど刈かり家から数百メートル離れた通りのビルの屋上から、女がある一点に向けて双眼鏡を構えていた。リクルートスーツに身をかため、眼鏡を額にかけ黒い長髪を一本に束ねている。一見すると普通の会社員だが、その胸ははち切れんばかりに隆起し、腰は適度にくびれ、そこから下は悩ましげな丸みを帯びていた。


    　女が見ているのは八戸刈家だった。庭へ面したガラス戸が開き、制服姿の女の子が出てきたのを見て、女は軽く身を乗り出す。そのまま洗濯物を干し始めた女の子を確認して、女は軽く舌なめずりをした。


    



    「ふふふ……よくも私の仕事の邪魔をしてくれたわね。覚悟してなさい、泥棒ネコ」
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    　それは父さんの画期的な一言だった。


    「こういう考えはどうだろう。一般人に変装するんだよ」


    　その日も朝から、アイツと母さんはビキニ討論をしていた。そこへ父さんが、この一言を投げ込んだのだ。


    「……なるほど！」


    　アイツだけじゃなかった。オレも母さんも同様に声を上げた。アイツが我が家にやってきて一月ほど経ったある日、『ビキニ討論』に、やっと一つの答えが出された。忍者でありながら一般人になりすます。かくしてアイツは普段着を着用することになった。が、しかし。


    「一応、普段着は持っていたのですが、最終試験のときに木こっ端ぱ微み塵じんになりまして……」


    　理由はともかく、無いのなら買いに行こうということで、全員で去年オープンしたばかりの郊外のショッピングモールへ向かった。


    



    「ところで仲間はどうなった？」


    　アイツは、広大な店内をものめずらしそうにキョロキョロ眺ながめている。そのためか、いつもより返事がワンテンポ遅い。


    「ちゃんと手伝ってもらってます」


    「よかったじゃん。それで母親捜しは進んでるの？」


    「少しずつ進めてますが、実際に行動できるのは休日だけなのでほとんど進んでません」


    　たしかに、今は家事修行の方が大変そうだもんな。


    「ゆりちゃん、ちょっといらっしゃい」


    「はい」


    　オレは母さんがいつの間にかアイツのことを『ゆりちゃん』と呼んでいることに気がついた。


    　これからアイツの服を選ぶと言うことで、エスカレーターの手前で男女別行動をとることになった。オレは父さんと一緒に、スポーツ用品やおもちゃ、ゲームを見て歩く。


    おもちゃ売り場のそばにある吹き抜けの広場に、子供が大勢集まってるのが見えた。お子様向けのヒーローショーをやっているみたいだ。


    　覗のぞいてみると、なんだか普通のショーじゃない。なぜか可愛い熊の着ぐるみが、怪人と悪の戦闘員とヒーローをまとめて蹴け散ちらしていた。うわ、熊がヒーローを二階まで放り投げた！　あの怪力、まさか中に入ってるのは忍者か？　父さんも若干興奮してるみたいだ。けど、すぐに係員が飛び込んできて、慌ててショーを中止させてしまった。それでショーは終了となった。


    



    オレと父さんは、またぶらぶらと歩き出した。ふと、前から何となく疑問に思ってたことを父さんに聞いてみた。


    「なあ父さん、母さんアイツにちょっと厳しくない？」


    「うーん、たしかにちょっとはりきりすぎなところはあるかな」


    「だよな。家事の特訓ばかりで母親捜しの暇もあげないんだぜ？」


    「でもそれは、ゆりちゃんも望んでることだからなあ」


    「そうなの？」


    「でなきゃ今ごろ忍にん務むに専念してるんじゃないかな」


    「うーん……」


    「ゆりちゃんには忍務もあるけど、勉強するために忍者ステイを選んだんだ。そして母さんはホストファミリーとしての義務を果たそうとしてる。すれ違っているところもあるけど、その点に関しては二人とも相手を理解してると思うんだ」


    「そういうことを言いたいんじゃなくて……」


    「父さん達も、ゆりちゃんになにかしてあげられるといいんだけどね」


    　そう、それだよ。アイツの忍務が気になったりするのは、そういうことだったんだ。


    



    「おじさまー！　若ー！」


    　この心地よい声はアイツだ。……が、制服からピンクのノースリーブパーカーにショートパンツ姿に変身している。元気に手を振る姿はまるで普通の中学生だ。


    「おかえり。ゆりちゃん、似合うじゃないか」


    「おばさまに選んでもらいました！」


    　たしかに活発なアイツに似合ってる。でも父さんに先に言われたからなにも言えない。しかもいつのまにかアイツのことを父さんまで『ゆりちゃん』と呼んでいる。再び一家揃ってモール内を散策し始めた。相変わらずアイツは楽しそうにキョロキョロしている。


    「ゆりちゃん、今夜は外食にしようと思うんだけど食べたいものある？」


    　普段どおりの落ち着いた口調だけど、母さんの言葉はなんだかいつもと違った。急に友達になったみたいな……二人の間になにがあったんだ。


    「そうですね……私はおなかいっぱい食べられればどんな料理でも……」


    　お腹いっぱいという言葉に戦せん々せん恐きよう々きようとする父さん。アイツの胃袋は十人分だもんな。


    「そうだ、ゆりちゃんにちなんであの店はどうだろう」


    　アイツにちなんで……ああ、あの店か？


    



    「いらっしゃい。お、これはご家族で」


    



    　思った通り、珠しゆ里り軒けんだ。


    「今日はね、うちの新しい家族も一緒なんだ」


    　店長さんと父さんが親しげに挨あい拶さつを交わす。ここ珠里軒の餃ぎよう子ざはとくに父さんが大好きで、二人は町内会の草野球チームで試合をするなど、なにかと縁があった。


    　家族が四人席に着くと、店長さんが水を持ってきた。すると、アイツが店長さんに会え釈しやくをして言った。


    「今日はお客としてきました」


    　なんだか、ここに来たことがあるような言い方だな。


    「あ、あれ？　ゆりちゃん、この店に来たことあるの？」


    　父さんも同じことを思ったらしい。父さんに聞かれて、アイツは問うような目で店長さんを見た。店長さんが頷うなずくと、アイツが答えた。


    「庵いおりさんには、お母さん捜しに協力していただいてます」


    　えっ？　てことは、店長さんは忍者？


    　そう聞くと、店長さんは軽く頷いた。


    「これは驚いたな！　たしかにその体格、前から只者ではないと思っていたけど……いや、そうかぁ、忍者でしたか！」


    「はい。くれぐれも内密にお願いしますよ」


    「いや、もちろん！」


    　低く穏やかな口調の店長さんに対し、父さんはすっかり浮かれていた。そういうオレも妙なテンションだけど。ただ母さんだけは、ちょっと険しい顔をしていた。アイツの協力者ではあるけど、同時にアイツをボコボコにした相手でもあるからな。


    　それにしてもどうして今まで気付かなかったのだろう。『しゅりけん』なんていかにもなネーミングなのに。


    「そういうもんさ」


    　焼きたての餃子を運んできた店長さんがさらりと言った。なんかカッコイイ。


    「あの、店長さん」


    「なんだい？」


    「こいつって、強いんですか？」


    　オレは勢いでアイツについてたずねてみた。家でのアイツは知っているけど、忍者としてのアイツのことは、オレ達一家はまだほとんど知らない。


    　店長さんは口元に笑みを浮かべながらオレに言ってくれた。


    「強いよ。オレが負けるくらいだからな」


    「それはすごい！」


    　真っ先に父さんが喜んだ。オレは、戦った直後の店長さんを見てないから断定できないけど、きっとお世辞だと思った。父さんはよく『忍者の強さは見た目じゃない、修行の密度だ』とテレビを見ながら言うけど、この圧倒的な体格差の前ではちょっと信じられない。


    



    　店長さんは注文の品をすべてテーブルに並べ、厨ちゆう房ぼうに戻った。餃ぎよう子ざとライス、そして飲み物。ここの料理は普通だけど、餃子だけは絶品だった。一度来てるということはもう食べたとは思うけど、餃子を食べたアイツの反応が見てみたい。アイツが餃子に箸を伸ばす。餃子の腹を軽くタレに浸すと、一口で頰ほお張ばる。


    「どうだ？」


    「わ、これっ……！　すっっごく、おいしいです！」


    　父さんはその言葉に満足げに頷うなずくと、自分も箸を付けた。


    



    　珠しゆ里り軒けんの餃子は、いつ食べても本当に旨うまい。食べてくれと言わんばかりにオレを誘う、ほのかなニンニクの香り……。それにつられてあつあつの餃子を一房口に放り込むと、ぱりっと言う爽さわやかな音と共に溶岩のような肉汁が飛び出してくる。ヤケドしないように口に空気を含んでハフハフやっていると、頃合いの温度になってきた具がそれぞれ主張をし始め、このホウジュンな味の調和を生み出すのだ……！


    　……ま、今のは俺の愛読書『びくとる厨房！』のまんまパクリなんだけど。とにかく、それくらいに旨いと言うことが言いたいわけだ。


    



    　オレ達一家は、店長さんから忍者の世界についてのいろんな話を聞いた。主に母さんが、かなり手厳しく店長さんにつっこんでたみたいだ。でも、店長さんはイヤな顔ひとつせずにオレ達にもわかりやすく説明してくれて、店を出る頃には母さんも少しは納得した様子だった。けど、それでも店を出るとき


    「ゆりちゃんにどうか危ない真似だけはさせないでください」


    と、母さんは店長さんに念を押した。


    「はい。責任をもって預からせていただきます」


    　店長さんの対応は実に大人だった。店を出るとき、なんだかアイツだけ店長さんと話し込んでいたが、母親捜しの打ち合わせでもしているのだろうか。


    　すこし長くなりそうなので、先に行っていてくれ、と言われ、俺たちは先に車で待機することにした。


    　五分もせずに、アイツは走って来た。


    「すみません、お待たせしました」


    「いえいえ。じゃあ、出発するよ」


    　父さんが車を出発させた。しかし、車に乗り込んできたときから、アイツの様子がおかしい。いつにない真剣な顔をしていた。


    「どうしたんだよ、なんかあったのか？」


    　アイツはオレにだけ聞こえる声で、つぶやいた。


    （私……なんか、狙われてるらしいです）


    「は？」


    　思わず聞き返すと、アイツは口に指を当て小さく首を振った。
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    　その晩。二人きりになった時を狙ってさっきの話を聞いてみた。


    「なあ。さっきの話だけど」


    「さっきといいますと？」


    「誰に狙われてるの？」


    　アイツは、ああと言ってオレの前に座る。オレは二階の廊下で湯上りのアイツと向かい合い、車での続きを聞いた。


    「えっと……ややこしいんですけど、実は庵いおりさんの対戦相手って私じゃなかったんです」


    「え？　どういうこと？」


    「ホントは別の忍者で、庵さんを狙っていた人がいたんです。でも、結果的に私と庵さんがファイトして、それで私が勝っちゃったもんだから……私がその人の仕事を横取りした形になっちゃったんです」


    「それで、恨んでるってわけか」


    「そういうことみたいです」


    　オレは腕組みをして『うーん』と唸る。


    「テレビのシノビファイトではよく聞く理由だけど、コッチ側のシノビファイトでもそれで許可が下りるものなのか？」


    「うーん。とりあえずシノビファイトの申し込みがあったという連絡はまだありませんから、相手の出方待ちですけど……確率は低いだろうけど、襲われることも考えられるから注意しろ、と言われました」


    「襲う？　街中で？」


    「ええ。そういう、正式に認められていないシノビファイトをしている忍者もいるみたいです。そういう忍者を乱らつ波ぱ者もの、っていうんですけど。もちろん、捕まったら重罪です」


    「巻き込まれて戦うはめになっても罪に問われるのか？」


    「襲われた方は原則的に罪に問われません」


    　それならまあ、襲われたら火の粉を払えば済むことだ。問題は、ファイトの申し込みがあった時のことだろう。


    「それで……もし、ファイトを申し込まれたらどうするんだ？」


    　するとアイツは困った顔をして黙り込んでしまった。理由はだいたい見当がつく。


    「話し合いで解決しなくて、いつまでも断りきれるものじゃないなら、もう戦うしかないよな。そのときは、母さんだってわかってくれるさ」


    「そう……思いますか？」


    「ああ」


    「……そうですか……」


    　そう言うとアイツはほっと胸をなでおろし、顔いっぱいに安あん堵どの表情を浮かべた。本当わかりやすい。忍者失格だぜ。


    



    　そんな話があった三日後の朝。オレは珍しく、目覚ましよりも早く目が覚めた。ノックの音にあくびで返事をすると、アイツがドアから顔を出して『おはようございます』と小さく挨あい拶さつした。


    「おはよう……」


    　オレはもう一度あくびをしながら挨拶した。着替えて、朝食を食べて、学校へ向かう。オレにとっては普段どおりの朝だった。アイツの話を聞くまでは。


    「あの、実は……シノビファイトの申し込みがあって、ファイトをやることになったんです」


    「おお。いつだ？」


    「今日です」


    「今日!?　き、急だな、連絡今日きたのか？」


    「いえ。実は、三日前の深夜……」


    　それって……。


    「あの話をした日じゃないか！」


    　オレが言うと、アイツは軽く首をすくめる。


    「ごめんなさい、黙っていて。どうしても言いだしにくくて……」


    　その説明には納得いかない。


    「なんでだよ。あのとき、全部事情聞いたじゃないか」


    「いえ、それが……ファイトの会場が……」


    「どこでやるんだ？」


    「あの……。海かい星せい西にし小学校の校庭です」


    「は？」


    



    　オレが通ってる学校じゃん。
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    　休み時間、オレは教室の窓から校庭を見つめため息をついた。次の授業は体育、クラスメート達は皆着がえを終え、ちょうど昇しよう降こう口ぐちから出てきたところだ。


    　お婆ちゃんが超有名人（忍者界限定）とか、サスケのライバル（自称）とか聞かされているが、オレはアイツの実力を知らない。


    　アイツのは普通の忍者がやるシノビファイトだ。テレビのような華やかな戦いではないはず。またボロボロになって帰ってくるのか……。


    　悪い冗談であってくれ、と思わずにはいられない。おまけに会場がここだって？


    「ちょっと、早く出てってよ」


    　安あん堂どうの声にオレは振り返った。安堂は出入り口の手前で両手を腰に置き、ふんぞりかえっている。その横を抜けて、廊下で着替えの順番を待っていた女子達がぞろぞろ教室に入ってきた。結局、オレはトイレで体操着に着替えるハメになった。


    そのあと、体育ではドッジボールを顔面に食らい、算数の時間に国語の教科書を開き、休み時間には女子トイレに入りかけた。それくらい、気が気でなかったのだ。


    　そうこうしているうちに給食の時間になった。班の連中と机を合わせていると、割かつ烹ぽう着ぎの高たか橋はしが猛スピードで教室に飛び込んできた。


    「今日の給食、バニラセブンが出るぞ！」


    「まじ！　なんで？」


    　バニラセブンは、行事のある日にだけ出るアイスだ。ときには奪い合いさえ起こる児童達のご馳走である。今日の給食メニューにはなかったのに、突然差し込まれたのだろう。いよいよ、アイツの言っていたことの信しん憑ぴよう性せいが増してきた。


    　また、もう一方の入り口から別のクラスメートが飛び込んできた。


    「職員室にシノビ協会の忍者が来てるぞ！」


    「まじ！　まじ！　なんで？　なんで？」


    　どよめく教室に担任の先生がやってきた。


    「はいみんなー。いまから大事な校内放送があるから椅子に座って聞きなさーい」


    　みな、なにか面白いことが起きるという予感で興奮している。全員が着席するのに若干の時間がかかった。全員が着席して間もなく、校内放送が流れた。


    『今日は午後から校庭でシノビファイトが行われるコトになりました』


    　歓声で学校が揺れたように感じた。


    　シノビ協会の忍者振興の一環とかで、学校や地域のグラウンドがシノビファイトに使われることは結構あるらしいが、オレの学校で行われることになるとは思わなかった。


    　しかし、これで確定か……。ホントにここでやるんだ。


    「こらっ、静かに聞きなさい！　まだ続きがあります！」


    　先生が言うと、さっとみんなはスピーカーに注目する。


    『本日の授業は五時限目で終了になります。会場作りがありますので、児童生徒諸君は昼休みは校庭に出ないようにしなさい。五時限目が終了し次第、全員速やかに下校すること。本日の完全下校は二時です』


    　ぶつっと放送が切れると、こんどはブーイングで学校が揺れた。


    「なんで見れないんだよ！　せっかくの機会なのに！」


    　先生はみんなのブーイングの矢や面おもてに立たされて、危険だから、とかもっともらしいことを言うが、もちろんそんな理由は誰も納得しなかった。


    　オレはと言えば、もちろん残念に思ってもいたが、実は若干安あん堵どもしていた。


    



    　昼休みになると校門から何台ものトラックとバスが入ってきた。『シノビきょうかい』と書かれている。会場の設営にやってきたのだ。


    　バスからは、遠目にもわかる蛍光色グリーンの作業服風装束を着た忍者がぞろぞろ降りてきた。トラックから次々資材を出し、設営を開始する。格好は悪いけど、まるでＤⅤＤの早送りのような速さで会場を組み立てていく、その手際の良さはさすが忍者だ。たぶん全校生徒が五時限目の授業そっちのけでその様子を見ていたはずだ。


    「はいそこ、顔出さないで」


    　長い棒を伝って空からから突然忍者が降りてきた。Ｔシャツにジーパン姿だが頭ず巾きんをかぶっている。この人もシノビ協会スタッフだ。校舎を戦闘のダメージから守る透明のカーテンをかけている。


    



    　その様子をじっと見ていた高たか橋はしは、突然膝ひざをつき、頭を抱えた。


    「あーくそっ、なんで見れないんだよ！」


    　あきらめなさいよ、と安あん堂どうが言うが、高たか橋はしは全く耳を貸す様子がない。


    「なあ、お前もそう思うだろ、祐ゆう之の介すけよ！」


    　立ち上がった高橋がオレをがくがくと揺さぶった。


    「あ、ああ、そうだな」


    「なに、祐之介も……見たいわけ？」


    　安堂がオレに向かって言った。高橋は『そりゃそうだろ』というが、安堂はぴしゃりと『あんたには聞いてない』と一刀両断する。


    「ん、ああ。まあ、見てみたいかな」


    「ふうん……私が先生にかけ合ってみようか」


    「え？」


    　言うが早いか、安堂は教室を出ていった。
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    　オレは、安堂の力を思い知ることになった。


    　わずかな昼休みの間に児童生徒会役員達の意見をまとめ上げ、嘆たん願がん書しよを作り全員で校長先生に渡すということをやってのけた。正直、こんなに行動力のある女だとは思っていなかった。


    　だが、もちろん、却きやつ下かされるだろう。そんなに簡単に嘆願書が通るなら、学校も最初から観戦禁止にはしないはずだ……そう、高をくくっていた。


    　ところが。


    「シノビファイトの観戦許可、とってきたわよ」


    　教室に戻った安堂は、いつもの調子でそう言った。教室にどよめきと感謝の声が溢れた。


    「マジ!?」


    「さすがなっちゃん！」


    　高橋などは、安堂の足下にひれ伏している。


    　なんでも、たまたまその場にいたシノビ協会の人が口くち添ぞえをしてくれたらしい。もともと地域振興策だから、観客はいた方がいい、と言って。


    　校長は危険はないのかとくどいくらいに聞いたらしいが、協会の人は全く危険はない、と断言したそうだ。まあ、そりゃそうだよな。学校使うんだし。


    　安堂はオレのところに歩み寄ってきて胸を張り、


    「どう？」


    と、誇らしげに言った。


    　オレはなんだか、複雑な気持ちだった。シノビファイトを見れば、アイツがボコボコにされるところを見ることになるかも知れない。あの店長さんと戦う予定だった相手だ。生半可な相手なわけがない。


    「……そんなの見たくねえ……」


    　オレは目を伏せて、教室を出た。


    「え？」


    　その時安あん堂どうがどんな顔をしていたのかは、わからない。
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    　五時限目終了後、観戦を希望する生徒は屋内にとどまって、窓から観戦するように指示された。オレたちの教室の窓にも生徒が鈴なりにならんでいる。オレもあいつの戦いを見届けることにした。


    　シノビ協会の人が会場の最終チェックに回ってきた。


    「あー、ここ、まだ窓残ってるッスね。先生、万が一割れると危険なんで、外して教室の奥に片付けてもらえますか」


    　先生は言われたとおり窓を片付ける。


    「なあ、今日は誰がくるの？」


    　高たか橋はしがため口で忍者に質問した。安堂が高橋を注意するのが聞こえる。だが、いつものキレはないようだ。


    「見てのお楽しみッス」


    　体育会系な返事をした若い忍者は忙しそうに教室を出て行った。


    「みんな聞いて。最後の注意をするからね」


    　先生が安全上の注意をみんなに言う。窓から乗り出さないことや、始まったら絶対に外に出ないことなどの、ごく常識的な注意がされた。


    　観戦のために残ったクラスメートたちは、誰が戦うのかという話題で持ち切りだ。


    「誰が戦うんだ？」


    「マイナーすぎると燃えねーな」


    「でもまさかサイゾーはこないよな」


    　サイゾーはもちろんオレも知ってる。結構強くて有名だ。まさかとは思うけど、サスケの件もあるし……。


    　校庭にスーツ姿の忍者が数人集まってなにやら話している。うち一人は拡声器を持っている。


    いよいよ、シノビファイトがはじまる。


    「これより、シノビ協会主催、シノビファイト特別試合を開催します。試合をご覧になる前に皆さんに守ってもらいたいことがあります。まず、白線の内側に決して入らないでください。次に……」


    　クラスメートたちは待ちきれないようだ。


    「おい見ろよ。校門から誰かくるぞ。」


    　クラス中の視線が一点に集中した。カバンを持ったセーラー服の女学生。


    「あれ？　あの制服見覚えねぇ？」


    「海かい星せい中……じゃないよな」


    　クラスがざわめきはじめた。学生は立ち止まって辺りを見回したあと、こちらに……というかオレに手を振った。


    「忍者さんじゃん！　そうだろ、祐ゆう之の介すけ」


    　高たか橋はしの一言で今度はオレに視線が集中した。


    「すげー！　強いのか？」


    「……わかんねぇ」


    「スカートの中は知ってるくせにそんなことも知らないのかよ！」


    「知らないものは知らないんだよ！」


    　オレはいらいらと答えた。そんなこと、こっちだって聞きたいよ。


    　校庭のアイツはスーツ忍者達から差し出された書類らしきものに目を通しながら、なにやら説明を受けていた。そして二、三度頷うなずくと、アイツはやおら右手で左肩をつかんだ。そのままマントをはぎ取るように右手を引くと、瞬時にいつものビキニンジャ姿に変わった。


    「お、おおー！」


    　空うつ蟬せみの応用だろう。オレは間近で見たことがあるからさして驚かなかったが、初めて見た奴はそれなりに驚いていた。


    「さっすが忍者だなぁ。あんなこともできるのか」


    　高橋はしきりに感心している。


    「しかしこう……なんというか……イイなぁおい、祐之介よぉ」


    　高橋はオッサンみたいに鼻を伸ばしてオレの背を叩く。


    　アイツは身体は細いし胸もない。なのに女の子らしさを感じてしまう。なんだかムズムズするのはよくわかる。


    　でもアイツをそんな目で見るな。


    



    　テントから拡声器を持った忍者が出てきた。


    「それでは忍者の紹介です。まずは、宇う須ず市に来たばかり。みなさんよろしくお願いします。その名も……」


    　アイツは両人差し指でバッテンをつくった。


    「ビキニンジャ・匿とく名めい希き望ぼう！」


    　ぺこりとするアイツ。


    「続きまして……」


    　ズドン！　校内放送のスピーカーから割れんばかりの大音量でＢＧＭが流れはじめた。その曲を聴いてると、レオタードの金髪お姉さん達がちょっとエッチな感じのエクササイズをしているイメージが浮かんでくる。


    　するとそのイメージどおりというか、校舎からやけにセクシーな白衣の女性が登場した。


    「だれだ、あれ。あんな先生いたっけ？」


    「さあ」


    　はちきれそうなでっかい胸とくびれた腰が、悩ましい腰つきでアイツの待つ校庭中央へ歩く。さらさらの黒髪を後ろで束ね、ピチピチのスーツ姿に先の尖ったメガネ。手には差し棒を持っていた。エッチっぽいけどすごく様になっていてかっこいい。セクシー女教師が足を止め[image: ]を上げた次の瞬間、テントや窓の外から一斉に


    「ダーーイナマーーイッ!!」


    　という野太い声せい援えんが飛んだ。


    　ピンクの煙がセクシー女教師を包む。その煙が晴れたら、そこにはテンガロンハットにウェスタンブーツというカウガールスタイルの『ビキニンジャ・ダイナマイト』がいた。シノビ協会スタッフ、そして男の先生達の掛け声と共に登場……この念入りな仕込みはかなり経験のあるシノビファイターだな。


    　それにしても胸がでかすぎてビキニが小さく見える。スタイルも抜群だ。悔しいけど、こっちの方がビキニが似合っている。


    「すっげぇー！」


    「バッカじゃないの男子」


    　男女の反応は気持ちいいくらい対照的だった。生徒も先生も男はみんなダイナマイトに釘付け、アイツなど眼中にない感じだ。ただし、オレと高たか橋はしを除いて。


    



    （あれが、店長さんの相手だった奴か……）


    　ボロボロのアイツの姿がフラッシュバックする。どれだけイロモノに見えても、あれは忍者だ。人並み外れた破壊力をその身のうちに隠しているんだと思うと、ぞっとする。


    



    　アイツは準備運動をやめ、しっかりした足取りでトラックヤードの内側に入った。ダイナマイトは既に準備をすませて中央に出てきている。


    



    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    （ビキニンジャ……か）


    　ダイナマイトの元に向かいながら、ゆりかは里を出るときに、お婆ちゃんに言い含められたことを思い出した。


    『お前は美び姫き尼に流を極めた正しよう真しん正しよう銘めいのビキニンジャじゃ。ビキニ水着を着てビキニンジャを気取る痴しれ者ものどもに後れを取ることは断じて許さん。生涯無敗を貫けぬ者にビキニンジャを名乗る資格はないと思え』


    「わかってます、お婆……お頭」


    　ゆりかは口に出して返事をし、戦地へと向かう。


    



    　ついに、戦いに臨む二人が向かい合った。


    



    「待ってたわ、小娘」


    　ダイナマイトはどこからともなくマイクを取り出し、ゆりかを指差した。


    「他人の仕事を横取りするなんて先生許しません。今日はたっぷり教育的指導をしてあげるから覚悟なさい。それとそちらの先生方、他人のダンナや奥さんを横取りしたらいけませんよ。ダイナマイト先生が指導しちゃいますからね」


    　いろんなところから笑い声が起きる。女教師を真似たパフォーマンスは特に教師達に受けたようだ。


    （あなた、なにか言うことある？）


    　ダイナマイトは小声でゆりかに言った。ゆりかはマイクパフォーマンスのことと理解し、首を振った。


    「そ。じゃあはじめましょ。立たち会あい忍にん！」


    　ダイナマイトがテントに向かってそういうと、学校のすべてのスピーカーから立会人の宣言が流れはじめた。


    『シノビファイトに穢けがれた勝利なし。結果に遺い恨こんなし。流儀を犯す者には制裁を。双方作法を守り、存分に戦うべし』


    　校内の観客が一斉に声をあげた。開戦だ。


    



    　二人は構えを取る。ボクサーのようなコンパクトなダイナマイトに対し、伝統空手のように深く腰を落とすゆりか。


    



    　声を上げていた観客も、じっと動かない二人の間に走る緊張感を感じるにつれて次第に歓声のボリュームが下がってきた。いつしか、あたりは水を打ったように静まり返っていた。


    　排気音、作業音、宣伝音……遠くから人々の営みが聞こえてくる。二人がすでに襲い掛かるタイミングをうかがっているのを観客は感覚的に理解し、息を呑んだ。瞬きすら許されない、重い、重い空気が流れる。


    



    　しかし二人は睨にらみ合ったまま動かない。先制攻撃を仕掛けるタイミングをまだ探り合っているのだ。この場の全員が、二人のわずかな動きも見逃すまいとじっと注視していた。


    



    　ダイナマイトがじりっと一歩、前に出た次の瞬間。


    　祐ゆう之の介すけは、ゆりかがビキニ姿の女の子からしなやかな野生動物に変化するのを見た。


    



    　ダイナマイトは突如としてゆりかに突進した。しかし次の瞬間、ダイナマイトの眼前に黒い塊かたまりが迫ってきた。塊の向こう、先程までゆりかがいたはずの場所から土煙だけが立ち上り、塊はダイナマイトの頰ほおをかすめた。


    



    　二人の、目にもとまらぬ一瞬の攻防。観客は一斉に怒ど濤とうのような歓声を上げた。


    　弾丸のようなゆりかの鋭い踏み込みを、身体をひねり間一髪でかわしたダイナマイトはすかさず振り向きざまに反撃する。ゆりかにありったけの教育的指導を与えてやろうと腕を振り上げた。両手には何枚もの手裏剣。身体のひねりを加えたとっておきの一撃だ。


    　だが一連の動作が終了するよりも速く、ゆりかはダイナマイトの目の前で追撃の裏[image: ]を見舞おうと回転の力を全身に蓄えていた。しまった！　ダイナマイトは一瞬で気持ちを守りへと切り替える。この隙すきを突かれないように直ただちに手裏剣を手放し、空うつ蟬せみで脱出する。ゆりかから視線を離さず後方へ跳躍。ダイナマイトはゆりかの[image: ]が空蟬の丸太をえぐり取っているのを見た。


    



    　ゆりかは戸惑っていた。全校生徒、教職員合わせても三百人程度だが、人前で、それも歓声を浴びながら戦うのははじめてだ。『行け！』『戦え！』『がんばれ！』子供も、大人も、みんながゆりかに戦えと言う。


    



    （これがテレビで見たのと同じ、もう一つのシノビファイトなんだ……）


    



    　観客の声援に呼応し、血の温度が上昇していくのがはっきりわかる。


    　しかし戦う前からこんなに興奮していいのだろうか。判断は鈍らないか？　力み過ぎないか？　無心こそが最良の精神状態ではないのか。


    　戦いを求める心にどんなに水を注しても血のたぎりは抑えられない。ならばこのままやりたいようにやってしまおうか。どのみち沸ふつ点てんに達すれば身体が勝手に動き出してしまうんだ。


    



    　庵いおりさんの言葉がフラッシュバックする。


    『忍者には不向きな性格だな』


    　ゆりかは自じ嘲ちようの笑みを漏らす。たとえどんなに否定したとしても、自分は結局『戦闘バカ』なのだ。


    



    　口の中でまた、土つち埃ぼこりと血の味がした。


    



    　ゆりかの思考回路が切り替わる。肉体を一気に緊張させ爆発的な跳躍力を生む。ダイナマイトとの距離はあっという間に縮まり、跳躍のエネルギーはそのまま破壊力へと注ぎ込まれた。


    　顔面を狙った片足蹴げりはかわされた。ゆりかは生まれたスキに体を硬くする。事実、カウンターを狙うダイナマイトの右腕が動くのが見えた。地面を踏み追撃する頃には敵に反撃されている。ゆりかは瞬時にネコ影を呼び出して空中の足場へと変え、三角蹴りをダイナマイトへ見舞った。


    　ダイナマイトはぎょっとする。蹴りを外したゆりかへの追撃を狙って手裏剣を構えていたら、空中で突然ゆりかが方向を変えて二発目の蹴りを入れてきたのだ。さすがにかわしきれず十字手で受けるが、蹴りの威力はガードごとダイナマイトを突き抜けた。


    　ダイナマイトは校舎側に吹っ飛び、校舎保護のための透明フィルムに突き刺さった。土埃の舞う中、ダイナマイトは頭を振って立ち上がり、身体へのダメージを確認する。


    （なに、今の）


    　追撃を警戒し、ダイナマイトはすぐに構えを取る。


    「影使いか……やるわね」


    　ゆりかは追撃をする気はないようだった。その場で構えを取っている。


    「こんどは、こっちの番ね」


    　隠していた手裏剣を、片手に十六枚ずつもって、空中に放つ。


    



    　ゆりかの目には、ダイナマイトの周囲がきらりと輝いたようにみえた。


    　手裏剣、それもおびただしい数だ。この手の攻撃は刀で冷静に払えば比較的容易に回避ができる。しかし、数が違う。並の忍者数十人分は飛んできているのではないかと思われるほどの手裏剣に、さすがのゆりかも回避行動を取らざるを得なかった。が、さすがは手て練だれの忍者、ご丁てい寧ねいに手裏剣の何枚かはゆりかの急所とその回避先を狙って飛んできた。


    　あの肉体とこの手裏剣の腕前……この距離はあの人の間合いか。


    



    　昔から女忍者にとって胸というのは悩みの種である。ルックス的には良しとされる巨乳も隠密行動や戦いのときには邪じや魔まになってしまうのだ。しかし忍者には、全身の脂肪を自在にスタミナとして消費する術がある。ダイナマイトは間違いなくそれを身に付けている。長期戦を狙った遠とお間まからの攻撃がなによりの証拠だ。


    　あの羨うらやましいほど豊満な胸にはどれほどのスタミナを隠し持っているのか……ゆりかは無数に襲いかかってくる手裏剣を刀で払ううちに、退路を失いつつあることを感じていた。


    



    「すげーなあのボイン忍者。どんだけ手裏剣隠し持ってるんだ!?」


    「祐ゆう之の介すけん家の忍者、どんどん校庭の隅に追い込まれてないか？」


    「がんばれトクメーキボー！」


    　教室の窓からゆりかを応援する祐之介とそのクラスメート。いつの間にか、祐之介のクラスは一丸となってゆりかの応援をしていた。


    　しかし当のゆりかは絶体絶命の危機にあった。上から見ているとハッキリわかる。明らかにダイナマイトはゆりかを校舎の隅に追い詰めようとしており、そして事態はその通りに進みつつあった。


    「おい、忍者さんやべーぞ」


    　高たか橋はしが焦った声で言う。そんなことは見てればわかる。祐之介はいてもたってもいられなかった。


    



    　ダイナマイトは、ついにゆりかを追い詰めた。


    「ネンネしな、泥棒ネコ！」


    　ダイナマイトはとどめとばかりに、ゆりかの全方位を手裏剣の弾幕で包んだ。ゆりかが背にする壁は学校と外界の境界線、戦火が外にもれないように例のカーテンで保護されている。退路は完全に塞がれた。


    　シャアーンという鋭い音がして、すべての手裏剣がゆりかに突き刺さり、校舎の方から一斉に悲鳴が上がった。


    　全身に手裏剣を生やしてハリネズミのようになったゆりかが棒立ちになっている。


    　にやりと笑ったダイナマイトは、しかし。次の瞬間その笑みを凍らせた。


    　ゆりかに刺さったすべての手裏剣が突然ミサイルのように打ち出されたのだ。


    「な……っ!?」


    　手に持っている苦く無ないで飛んできた手裏剣を打ち落とす。八つ目の手裏剣を打ち落としたとき、目前にゆりかの顔があった


    「しまっ……！」


    　言い終わる前に、眉み間けんに気が遠くなるほどの強い痛みが走った。地面に背中から叩きつけられたが、残った意識でとっさに受け身を取り、素早く体勢を立て直して着地点から連続バク転で離れた。


    （この子の技……いったい？）


    　ダイナマイトは得体の知れない技の正体を確かめるため、ゆりかの足下に八方向から苦く無ないを打ち込んだ。ゆりかはジャンプでそれをかわす。


    「そこよ！」


    　ゆりかの跳んだ方向への苦無の打ち込み。絶対に逃のがれられないはずのタイミングで打ち込んだ。次の瞬間、ゆりかは空を蹴けり、まるでＵＦＯのように不自然な方向転換をした。


    （やはり……！）


    　ダイナマイトは方向転換の時にゆりかの足下で影が膨らんだのを見逃さなかった。


    　ダイナマイトは最初のゆりかの蹴りを回避した直後、ゆりかが何もないところで突然三角飛びをしたのを見た。それは暗がりに仕掛けた罠や装置で巧みに戦う『影忍術』の一種だと思っていた。しかしその実態はもっと得体の知れない術だったのだ。


    「なるほど……それが噂に高い美び姫き尼に流の忍術と言うわけね」


    　忍者界にその人ありと謳うたわれた自称三百歳の最強忍者、八や尾お美姫尼。今目の前にいる忍者は間違いなくその妖怪オババの血と技を受け継いだ怪物だ。美姫尼流は質量のある影を用いるという。さっきの手裏剣返しもおそらく同じ技だったに違いない。


    「では、私も奥義を持ってお相手させてもらうわ」

  


  [image: ]


  
    　ダイナマイトは腰の蹄てい鉄てつを手に持つと、脚を前後に開き上体をかがめ、両手をだらりと下げた。


    



    　ゆりかは術を構えるダイナマイトに接近戦を仕掛けようと素速く駆け寄る。しかし、ゆりかが間合いを詰めるよりも速くダイナマイトが両手を広げると、校庭に散らばっていた無数の手裏剣がダイナマイトのもとに集結した。手裏剣はダイナマイトの周りを旋せん回かいしはじめ、次第に風切り音があたりに響きはじめた。


    　ダイナマイトは指揮者のように激しく両手を振りはじめた。すると手裏剣の大群は一本の巨大な流れへと姿を変えた。ゆりかは危険を感じて、間合いを取る。


    　今や大だい蛇じやのような形に姿を変えた手裏剣の群れは頭をもたげ、まっすぐにゆりかをにらみつけていた。


    



    　ゆりかはいつでも回避できるよう足幅を狭め、蹴けり足に乗せていた体重の半分を軸足に移動させた。こうすればどんな方向からの攻撃にも対応できる。


    　大蛇が牙を剝むいた。ダイナマイトが両手の蹄鉄を次々とゆりかめがけて投げると、手裏剣の大蛇はそれを飲み込みながらゆりか目掛けて直進した。大蛇はゆりかの目前で頭をもたげ、上から襲いかかる。左足で地面を蹴り右へ回避するゆりか。大蛇は地面すれすれで再び上昇し、ゆりかに頭を向けた。


    



    　ゆりかは大蛇をかわし、術者であるダイナマイトに接近を試みた。大蛇はかなりの速度ではあるが、先頭さえかわせば追従する胴体部分は脅きよう威いではない。いわば、見掛け倒しの術だ。しかしゆりかは、この術にはまだなにかあると睨んでいた。


    　それは、ダイナマイトが投げた蹄鉄。大蛇が飲み込んだ蹄鉄は四枚だった。ゆりかは修行時代を思い出す。忍術の一つに磁力を利用した手裏剣の操作術があるとお婆ちゃんから教わったことを。


    　もし手裏剣の大群を束ねる力の源があの蹄鉄だとすれば、大蛇は何匹かに分裂する。それを確認するための突撃だ。


    　予想通り、大蛇の胴がちぎれ二匹になった。二匹目の大蛇が素早くゆりかとダイナマイトの間に割り込む。突撃を中止したゆりかの背後からもう一匹が襲いかかる。ゆりかはまた宙に逃げ、ネコ影を使って方向を変えた。大蛇は上昇が間に合わず地面を削りながらも、勢いを衰おとろえさせることなく地面すれすれを蛇だ行こうしはじめた。


    　割り込んだ大蛇はさらに分裂し、一匹はダイナマイトの頭上で待機、もう一匹はゆりかを追う大蛇に合流した。


    　ゆりかは逃げの一手。校庭の水飲み場や体育倉庫、遊具を盾にしてみるが、数が多すぎてあまり効果がない。それに立ち止まれば大だい蛇じやは分裂して三方から襲ってくる。


    　よけるにはとにかく動き続けるしかないが、スタミナにも限界がある。ゆりかもスタミナには自信があるが、相手はそれを上回るスタミナの持ち主。持久戦では分が悪い。


    



    　腕の動きに合わせリズミカルに弾むダイナマイトの胸を、催眠術にかかったみたいに目で追い続ける客席の男達。大蛇が向きを変えるたび曲がりそこなった手裏剣があちこちに飛び散る。


    　祐ゆう之の介すけ達の教室にも手裏剣が跳んできた。高たか橋はしの目前で用意されていた透明のフィルムに突き刺さる。高橋は『うわっ！』と言いながら尻餅をついた。


    「すげぇ……」


    　祐之介はゆりかの動きだけを見ていた。ゆりかは今も、大蛇を華麗にかわし続けていた。


    



    　ゆりかはすでにダイナマイトの術を見切っていた。大蛇の動きは変則的だがスピードは一定で、いったん制御を失った手裏剣は襲ってこない。枚数を減らした大蛇は少しずつ[image: ]やせているが、ダイナマイト自身は術中ほとんど身動きが取れないようだ。ならば、防御用に待機させた一匹を攻撃側に合流させることはありえない。それに、最初にたたき込んだ軽い一発で、ダイナマイトはあれほどダメージを受けたのだ。打たれ弱くもあるに違いないとそう踏んでいた。


    　そろそろ勝負に出てもいい頃か……ゆりかは校門のあたりまで引き下がった。大蛇はゆりかの手前でくるりと方向を変え術者のもとへ帰っていった。合流し、いくらか大きさを取り戻した大蛇はダイナマイトの頭上で旋回を続けている。襲ってくる気配はない。


    「どうしたビキニンジャ！　怖おじ気けづいたか!?」


    （ダイナマイトさんは焦っている。この間合い、本当なら一度術を解き、再度校庭中の手裏剣を操りたいのだろうけど、私の踏み込みを警戒して解けないんだ……）


    　ゆりかはゆっくりと身をかがめた。


    



    　そのゆりかの様子は、ダイナマイトに衝撃を与えた。


    （まさか、この間合いから跳べるのか!?）


    　今の間合いならまだ自分に分があると油断し、敵にチャンスを与えてしまったのだ。蛇に睨にらまれた蛙の気持ち。あの踏み込みをよける準備ができていない。ダイナマイトは慌てて待機させている大蛇を分解して防御体型を取ろうとしたが、既に目前にゆりかの[image: ]があった。


    　もう手裏剣による防御は間に合わない。衝突のダメージを少しでも減らそうと身体が自然にバックステップの体勢に入る。


    （大丈夫、このタイミングならかなりの衝撃を相そう殺さいできるはず……！）


    　その目算自体は大きく間違ってはいなかったし、確かに、ダメージ軽減には成功した。


    　が、ダイナマイトにぶつかったのはゆりかでなく、空うつ蟬せみの丸太だった。ゆりかの目的は、[image: ]を当てることではなかったのだ。


    （なにっ!?）


    　気がついた時には遅かった。頭上にとてつもない殺気を感じる。見上げると、流星のような巨大な黒い玉がものすごい速度で落ちてきていた。


    　ダイナマイトは即座に大だい蛇じやを組み上げ、流星に大蛇をぶち当てた。流星を飲み込もうとした大蛇は口を裂かれ、その体を四散させる。刹せつ那な、爆音と共に地面が揺れ校庭のど真ん中に巨大な土煙が上がった。衝撃波が校庭に散らばる手裏剣を撒まき散らし、透明シートを揺らす。観客はとっさに身をかがめた。


    　土煙のすぐ脇でダイナマイトは膝をつき、腹を押さえるようにうずくまっていた。大蛇がわずかに稼いだ時間でなんとか直撃は回避したが、全身に痛みが走る。膝ひざは笑い、[image: ]を握る力も残っていない。


    （あの子は……？）


    　ダイナマイトは朦もう朧ろうとしながらも必死でゆりかの気配を探るが、その気配をとらえる前に強い衝撃が顔面を突き抜けた。


    　爆音が止み、静せい寂じやくが戻ると教室内の生徒達は恐る恐る校庭をのぞき込んだ。


    「う……わ」


    　土煙で全く校庭の様子が見えない。皆がざわめき始めた。祐ゆう之の介すけはしばらく呆ぼう然ぜんと校庭を見つめていたが、はっとしてゆりかの姿を捜す。


    　くまなく校庭を捜していると、突然、ゴツンという鈍い音と共に煙の中から何かが飛び出した。


    　祐之介はじっと目をこらす。その『何か』は地面を二度、三度バウンドしゴロゴロ転がったあと、随分昔の卒業生が植えた立派なあすなろの木にぶつかり止まった。


    「ボインだ！」


    　高橋が叫んだ。祐之介は再び土煙に視線を戻した。晴れていく煙の中、ファイティングポーズをとったゆりかの後姿が現れた。


    



    　勝負あり！


    



    　シノビ協会スタッフがゆりかとダイナマイトに駆け寄った。ゆりかは構えを解き尻餅をついた。そのまま近づくスタッフにぺこぺこお辞儀をしている。そしてなにか説明を受けると立ち上がり、照れくさそうに校舎に向かって[image: ]を上げた。教室から、学校中から大歓声が上がる。祐之介もありったけの声で叫んだ。


    



    「祐之介、忍者さん超強ぇじゃん！」


    　そう言って高たか橋はしが祐ゆう之の介すけの肩を叩く。クラスの男子達が次々に、すごい、すごいと祐之介の頭や背中をバシバシ叩いてくる。女子も拍手を送った。まるで自分のことのように喜んでくれるクラスメートを見て、祐之介は心の中で叫んだ。


    



    　アイツはうちの忍者だ！


    



    　そんな祐之介が見つめる先で、覚かく醒せいしたダイナマイトがスタッフの肩を借りて立ち上がり、ふらふらと歩き出した。そしてゆりかとの間合い一歩手前で立ち止まった。


    「まさか、これほどとはね。堤つつみ庵いおりが後おくれを取ったと言うのも頷うなずけるわ」


    　そう言ったダイナマイトに、もはや遺い恨こんはなかった。


    「ありがとうございます」


    　ゆりかは感謝の意を表わした。


    「それにしても仕事柄、何人も影使いを見てきたけど……さすがは本家美び姫き尼に流ね。あんな影忍法ははじめてよ」


    　影忍法という言葉に、ゆりかは突如閃ひらめいた。


    「あの、その影使いさんたちの中に女性はいませんでしたか？」


    「そういえば女の影使いはあなたが初めてだわ。人捜しかしら？」


    「あ、いえ……結構です。ありがとうございました」


    「そう。それじゃ一足先に保健室へ行ってくるわ。マネージャー！」


    　ダイナマイトに呼ばれ、校庭のテントから革のバッグを持った腰の低そうな男が、一歩進むごとに『はい、はい』と言いながら走ってきた。


    「ちなみにこいつも影使いだけど」


    　ダイナマイトはマネージャーのプニプニした丸顔を両手で挟むようにゆりかに突き出した。


    「いえ、女の人なので」


    「そうだったわね」


    　笑顔でそう言うと、マネージャーの肩を借り校舎へ向かった。


    



    　歓声はいまだ止まない。ゆりかは校舎を振り仰ぐ。両手を挙げて、こっちに向かって叫んでいる祐之介の姿が見えた。
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    　夕陽はビルに隠れ、東の空から夜がやってくる。学校にもうシノビファイトの熱気はなかった。校庭はきれいにならされ、倉庫や遊具にブルーシートがかぶせられている。明日には元通りになっているだろう。


    　校庭にはシノビ協会のトラックがまだ数台、荷物を乗せるため待機していた。オレ達生徒はしばらくファイトの余よ韻いんに浸りたかったのだけど、先生達に無理やり下校させられた。校門はしばらくダイナマイトやアイツを待つ生徒達でいっぱいだったが、今は誰もいない。オレは昇降口をうろうろしながら一人アイツを待っていた。廊下の奥からドアが開く音がした。


    「若ー！」


    　オレに気付いたアイツが職員室の出入り口から手を降った。アイツの後ろからぞろぞろとシノビ協会スタッフらしき大人達や先生達が出てきた。あのスーツ姿の女性は……ダイナマイトか。胸がしぼんでいるのでわからなかった。アイツは沈んだ太陽がまた昇ってきたかのような、まばゆい笑顔でやってきた。


    「すいません。お待たせしました」


    「いいよ、別に」


    「さ、帰りましょう」


    　オレが下駄箱に向かって一歩踏み出すとアイツはなにかに気付き、廊下に身を乗り出して手を振った。何事かとのぞき込むとダイナマイトが手を振っていた。あの投げキッスは、たぶんオレへのものだろう。


    



    　帰り道。オレはファイトの余韻で言葉が出なかった。朝同様、黙って歩き続ける。背後に車の気配を感じ道路の端に寄る。通り過ぎたのはシノビ協会のトラックだった。アイツはトラックに向かい会え釈しやくをした。オレには暗くてわからなかったが、助手席の人が手を挙げて挨あい拶さつしたらしい。


    「なあ、どうやって勝ったんだ？」


    　ようやくオレの口が動いてくれた。


    「空うつ蟬せみの術を使って、その隙に上に跳んで急降下したんです。で、とどめに突きを一発」


    　と、言って軽く[image: ]を突き出してみせた。


    「たった二回の攻撃で倒したのか。もしかして相手弱かった？」


    「いえ、手強かったですよ。ネコ影シェルターも使いましたし」


    　といっても手裏剣から身を守ったあの一回きりだろう？　オレが突っ込みを入れたらアイツは説明してくれた。


    　オレも気になっていた空中での変な方向転換や光速の突きはネコ影を利用したものだというのだ。忍術の仕組みは一般人には到底理解できないものだから、とりあえずネコ影の術はああいう使い方もできるのか、と納得することにした。


    「校庭中の手裏剣が飛んで来たときは完全に不意をつかれましたし、急降下もよけられて私もダメージを受けちゃいました。危なかったです」


    　ふうんとうなずき、結局は家に着くまで、今日のシノビファイトについてあれこれ聞きまくった。


    　戦闘中の駆け引きや忍術の仕組みについての話は、とても興味深かった。もちろん、詳しいことは教えてもらえなかったけれど。


    



    「それにしても職員室では大変でしたよ。ダイナマイトさんがファンクラブの勧誘はじめちゃって」


    「ファンクラブ？」


    「それがすごいんですよ。ファンクラブに申し込んだのは男の先生ばかりでしたけど、自作の忍者式ダイエット本なんかも用意してて。そっちは女の先生に大人気で、あっという間に職員室の先生方を虜とりこにしちゃったんです。忍者の本領を見た気がします」


    　オレはむしろセールスマンを想像するけど。


    「私もあんなふうに社交的ならよかったのになぁ……」


    　ぽつんとゆりかはつぶやく。


    「母親捜しのこと？」


    「あ、はい。今のでわかってしまうのですか？」


    「けっこう苦労してるみたいだしさ。今までの方法はだめなのか？」


    「庵さん一人で捜しているようなものですから、効率はよくありません」


    　アイツは毎週日曜に母親捜しを続けていた。


    「ねえ、若」


    「ん？」


    　アイツはくるっとオレの正面に回り込んで、後ろ手に歩き始めた。真剣なまなざしでオレを見つめる。


    　な、なんだよ。どきどきするじゃん。


    「シノビファイトをお母さん捜しに活用する、ってどう思いますか？」


    「へ？　どうやって」


    「例えばシノビファイトならあんまり社交的じゃない私でもいろんな忍者に近づけて、そのあとお話しすることもできるじゃないですか」


    「なるほど、ありかもな。で、どうやって対戦相手を探すんだ？」


    「それはですね……えーと……その……」


    「まずそこを解決しないとな」


    「はい……」


    　あ、しょげた。


    「とにかく戦うときはまた教えてくれよ。応援すっから」


    「はい！　若！」


    「なあ、その若ってそろそろやめてくれよ」


    「あ、すいません。では、祐ゆう之の介すけ様」


    「様とか殿とかもだめだ。あと『さん』もな」


    「えっと……じゃあ、祐之介くん」


    　オレの顔を下からのぞき込んで、アイツが言った。その瞬間、オレの中でなにかが激しく揺れた。やばい。


    「……祐之介くん？」


    「そうだ、呼び捨てでいいよ。オレ年下だし」


    「えー、呼び捨てなんて無理ですよぅ……あ、なんであっちを向くんですか？」


    　向けるか。こんなニヤけた顔してるのに。
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    「やっぱり刺客はあんただったか。気は済んだかい？」


    　珠しゆ里り軒けんの暖の簾れんをくぐったのは、胸がしぼみ、治療の跡も痛々しいダイナマイトだった。


    「済まなくてもチャラにするのがシノビファイトでしょ。ま、すっきりしたっていうか、ホッとしたわよ。まったく生きた心地しなかったわ。よくあんなのと真正面からどつき合えたわね。ほんと大バカだわ、アンタって」


    　ダイナマイトはカウンター席に座り、中ジョッキと餃ぎよう子ざ十人前を注文した。


    　庵いおりは熱した鉄板に餃子を並べ、水を注ぎ、蓋をした。踊るように油と水が爆ぜる音が店内に響く。


    「へい、お待ち」


    　ダイナマイトの前に皿一杯に焼き上がった餃子と、ジョッキまで冷やしてある中生がどんとおかれる。


    「まずは……ひとくち」


    　ダイナマイトは先に餃子に箸を伸ばした。熱々の餃子は一口かじると口いっぱいに肉汁が広がる。やおら中ジョッキを摑み、ビールをぐっと呷あおった。


    「くぅーっ、うまいっ！」


    　ダイナマイトはすごい勢いでかき込みはじめた。あっという間に餃子を平らげ、追加含めて三杯のビールを飲み干した。


    「はあー。人ひと心ごこ地ちついたわー」


    　栄養を補給したダイナマイトの胸は店に入ってきた時の倍くらいに膨らんでいた。


    「……面白い身体だな」


    「まだまだ満タンにはほど遠いのよ、このエネルギータンクは」


    　と、ダイナマイトは胸を張って見せた。


    「ねえ、ところでさ、この辺でおいしい店知らない？」


    「おまえ、それを俺に聞くか？」


    「だってこの店餃ぎよう子ざくらいしかないじゃない？」


    「言ってくれるね。うまいメシと酒が飲みたきゃ駅前の屋台に入ればハズレはないな。あんたが行くようなところじゃないかも知れんが」


    「それでいいわ。屋台のはしごってのも面白そうだわ」


    　そう言って席を立つ。


    「そうだ、これ」


    　食事代と一緒にあの忌いま々いましい例の写真をテーブルに置いた。


    　庵いおりは無言で自分の情けない写真に苦く無ないを突き立てる。写真はあっという間に燃え上がり、灰になった。


    「それとお頭から伝言が」


    「なんだ」


    「愛するバカ弟子へ。第二の忍者ライフをエンジョイしてくれ。だって」


    「俺の方からも伝えておいてくれ。くたばれ、狸タヌキジジイ、ってな。」


    「仲いいんだか悪いんだか……あんたら二人ってホントにわかんないわよね」


    「悪いんだよ」


    　庵の技はお頭直伝、つまり直弟子であった。あんな狸ジジイでも、尊敬していた時代はあったのだ。


    「さて、と。せっかくの出張だからエンジョイしなきゃ。じゃね」


    　ダイナマイトがひらひらと手を振りながら店を出て行くと、ほとんど入れ違いで珠しゆ里り軒けんトリオが入ってきた。


    「よお、大将！」


    「あれ、客がいたんッスか？」


    「めずらしい」


    　珠里軒ではいつもの光景が展開された。食べて、飲んで、しゃべる。トリオの腹も会話も落ち着いた頃、庵がカウンターから出てきて、珠里軒トリオのテーブルの前に座った。


    「ど、どうしたい大将。めずらしいな」


    「実はな、あんたらに頼みがある」


    「お、おう。なんだい」


    「俺はいま、ある仕事を手伝っている。あんたらにもそれに協力してほしい」


    「仕事といってもいろいろあるが」


    　隆りゆう造ぞうが問う。


    「忍者でないとできない仕事、だ」


    「そ、それはえーと、つまり、忍にん務むってことかい？」


    　鳥と羽ばの声は上ずっていた。


    「そうだ」


    　顔を見合わせる珠しゆ里り軒けんトリオ。そして揃って庵を見る。


    「俺達なんかでいいのかい？」


    「あんたらにしか頼めない。これは俺の信用をかけた人選だからな」


    　その言葉に真っ先に反応したのは沖おき田ただった。


    「大将……それほどまで俺達のことを……！」


    　鳥羽と隆造も明らかに興奮気味だった。


    　会社勤めのサラリーマン忍者は忍務もろくに与えられず、営業やデスクワークで役目を終えることが多い。その方が収入は安定してるとはいえ、忍者になったからには一度は命がけで忍務に臨みたいという想いを、決して失うことはないのである。


    「返事を聞かせてくれ」


    　庵いおりの問いに珠里軒トリオは即答した。


    「引き受けた！」
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    「あー、もう飽きた。くまさん飽きた」


    「じゃあ、私のうさぎさんと替わります？」


    「うさぎも飽きた。動物系はみんな飽きた。あれやりたい。ヒーローショー」


    「またショーをぶち壊すのかしら？」


    「あれは壊したくて壊したんじゃないわよ。やる気のないやつがヒーローやってるショーなんて許せなくって。ちょっと手本を見せてあげようとして、ちょっと計画がくるっただけなんだから。グリーンだって、許せないって思ったでしょ？」


    「そうねぇ。たしかに、あのヒーローからはやる気が感じられなかったわねぇ」


    　梅つ雨ゆ晴れの日曜日、ある遊園地のベンチで、くまさんとうさぎさんの着ぐるみが誰はばかることなく不平をこぼしていた。くまさんなど、足を投げ出して肩を抱くような格好でベンチの背にもたれている。子供がそばで、その姿をじっと見ていた。


    「あー、悪の組織滅ほろぼしてぇー！」


    　子供に気がついたくまさんが、空に向かって大声で吠えた。驚いて子供は逃げていく。


    「悪の組織？」


    「なんかさー、あるじゃんほら。ドアクトーとかネオ・ゲドロンとか、そんなの」


    「まあ、そんな組織があるんですの？」


    「今、思いついた」


    　くまさんのほうは、誰が見ても完全にやる気がないことがありありとわかった。もはや、くまさんではなく、完全に中の人の人格が出てきていた。


    　くまさんは体を起こして、ぽつりと言った。


    「第一こんな仕事であたしらの知名度が上がるわけないじゃん。顔も出ないのに」


    「そうねぇ」


    「お頭は本気であたしらをトップアイドルにする気あるのかね？」


    「ないんじゃないかしら。こんな仕事ばかりですし」


    「だよねぇ……」


    　しばらく黙っていたかと思うと、くまさんは急に立ち上がって宣言した。


    「よし、決めた。次の仕事探す！」


    　くまさんは立ち上がり、ぬいぐるみの頭を取った。中からきりっとした顔の女の子が出てきた。


    「ビキニン・Ⅴフアイブ集合！」


    　くまさんの号令で疾風のように従業員が集まった。　清掃員、切符切り、そしてポップコーン売り。


    「あ、アカネちん頭とってるー」


    「うっさい、アカネじゃなくてレッド……ちょっとピンク、なんであんただけそんな可愛い格好なのよ」


    　くまさんはポップコーン売りの女の子に文句を付けた。


    「ボクは着ぐるみがいいって言ったよ。こんなヒラヒラの服似合うわけないのに……」


    　けっこう似合っているのに、本人はそう思っていないらしい。


    「ま、いいわ。さ、揃そろったところで帰りましょ。お頭に次の仕事の直談判するわよ」


    「また？　そんなだからこうやって地方周りやらされてるってまだわからないの？」


    　清掃員がほうきを杖にして、くまさんだった女の子を呆れたように見た。


    「じゃあブルー、あんたこの仕事に満足なわけ？」


    　清掃員は、ぐっと返事につまる。


    「……アテはあるんでしょうね」


    「もちろん」


    「アカネちん、どんな仕事？」


    「レッドよ、お子様イエロー！　次の仕事は、これよ！」


    　そう言ってくまさんだった女の子は懐ふところから一枚のチラシを取り出した。


    



    「第二十三回『宇う須ず神社奉ほう納のうシノビファイト』今年は町内大バトルロイヤル！　スペシャルゲストも多数参加予定！」


    



    「宇須神社……宇須市？　本家ビキニンジャがステイしてる街……？」


    「そう。これに、スペシャルゲストとして呼んでもらうの。それで、本家ビキニンジャとシノビファイトして勝つ！　一気に知名度アップ！　私たちトップアイドル！　どう、この完璧な展開！」


    「またそういう根拠のないことを……だいたい、実績もないのにどうやってゲストに呼んでもらうっていうのよ」


    　くまさんだった女の子は、もこもこの人指し指をチッチッチ、とふる。


    「ちゃんと考えてあるわよ。手はじめにあたしらがするのは……」


    「するのは？」


    「宇須市の乱らつ波ぱ者ものをこらしめるの！」


    　全員がはぁ？　と言う顔をした。ウサギさんは、着ぐるみの中で、だが。


    「それで、どうやって呼んでもらうの？」


    「鈍いわね。宇須市の町内会に協力したら、お偉方に顔を覚えてもらえるでしょ。それに正義の味方としてご町内で人気者になったら、ぜひゲストに、って可能性も出てくるわけよ」


    　そんな簡単なものだろうか……くまさん以外の全員がそう思うが、くまさんは


    「じゃあ、撤退するわよ！」


    と言って、事務所に向かってさっさと歩き出していた。


    　くまさんを追いかけながら清掃員は、ウサギさんに話しかけた。


    「正義の味方、ねえ……。ミドリ、どう思う？」


    「そうねぇ、成功するかどうかはわからないけれど、退屈はしないと思いますわ。アオイちゃんは、反対？」


    「……まあ。反対したところで、あのヒーローかぶれは聞く耳もたないでしょうね」


    「あなたも苦労性ねぇ」
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    　その夜、庵いおりは呼び出しをうけて街の中心にある立体駐車場に向かった。昼間は人通りの多い市街地も夜になれば無人と化す。忍者が活動するにはもってこいの場所だ。


    　庵は隣のビルから駐車場の屋上に飛び移る。誰もいないのを確認して、出口の方に向かうと、どこからともなく男の声が響いてきた。


    『現役復帰おめでとう、大将』


    　庵は足を止め、周りの気配を探りながら言った。


    「……あんたか。久しぶりだな」


    　姿は見えないが、声でわかる。かつて珠しゆ里り軒けんの常連客だった男だ。半年ほど前、山やま篭ごもりをすると言って姿を消して、それきりになっていた。


    「いつ山を降りたんだい」


    　男はくっくっと口の中で笑って、それには答えなかった。


    　男の雰囲気のあまりの変わりように、庵は警戒した。こんな外け連れん味みのあることをする男ではなかった。もしかすると、別人ではないのかという考えも浮かんだ。


    「俺が現役に戻ったとどうして知ってる？」


    『今どき珠里軒を知らない忍者はもぐりだよ』


    「そいつは初耳だ」


    　庵は周囲の気配を探るが、どこにいるのかが摑つかめない。声も反響していて、どこからなのかわからなかった。


    「わざわざそんなことを伝えに、俺を呼び出したわけじゃあるまい」


    『いや、なに。少し聞きたいことがあってね』


    「なら店に来い。これでも俺は忙しいんだ」


    　踵きびすを返すと、男は低い声で


    『本家ビキニンジャの居所を教えてもらえないかね？』


    　と、いった。庵の足が止まる。


    「それを知ってどうする？」


    　男は黙り込んだ。


    　はるか遠くでパトカーのサイレンが聞こえる。夕暮れに降った雨が残した水溜りが、沈黙する夜空に浮かぶ半月を映していた。


    『……修行の成果を試すにはもってこいだと思わないか？」


    　くっくっと言う忍び笑いを男は漏らす。


    「残念だな。俺は知らん」


    『知らない奴はもぐりだと言ったろう。やつとシノビファイトをやったそうじゃないか？』


    「それだけ有名ならわざわざ俺に聞くまでもないだろう」


    『派手に決闘したら免許を取り上げられてね。今は忍者ネットも使えないのだよ』


    　庵いおりは眉を顰ひそめる。正規の決闘なら、どんなに派手に戦おうと忍者の資格が剝はく奪だつされることはない。男は勝手な決闘を行ったと自白したも同然だ。


    「ならば、知っていても教えるわけにはいかんな」


    　こいつは、ゆりかに野良シノビファイトを仕掛ける気だ。


    　シノビファイトはテレビのものもそうでないものも含め、シノビ協会が徹底管理している。会場の選定や周囲への影響の抑よく制せい、シノビファイト後の復旧作業などすべてにおいてシノビ協会が責任を持って行っているのだ。野良ファイトではもちろんそのようなサポートは一切行われず、社会への被害も甚じん大だいであるために、その罪は重い。


    　正規のシノビファイトなら存分にやればいいが、野良シノビファイトとなると話は別だ。


    『どうあってもかね？』


    「くどい」


    『……残念だな。大将の餃ぎょう子ざをもっと食べたかったよ』


    　庵の足下にあったアンテナの影から、苦く無ないが正確に庵の眉み間けんめがけて飛んできた。


    （影忍!?）


    　苦無を右手ではたき落とす。しかし、とっさのことで姿勢を崩してしまった。給水塔の影から飛び出してきた人影が、抜き身の脇差しを庵の首に当て、素早くすべらせた。


    　しかし、男は吹き出す庵の血を見ることはなかった。


    　ガツンと言う鈍い音が駐車場に響き、男は頽くずおれる。脇差しを引くのと同時に後頭部に不意の一撃を受けたのだ。男は糸の切れた操り人形のように地に伏した。


    　意識が朦もう朧ろうとし、万華鏡のようにぐるぐると回る世界の中、男は庵が仁王立ちで自分を見下ろしているのを確認した。


    「ま……さか……分、身の……」


    　男の口を封じるかのように、庵は片足で男の顔を踏みつけた。アスファルトの地面に頭をめり込ませた忍者は言葉を言い切ることなく気絶した。久しぶりに見た男の姿は、すっかり様変わりしていて、確かに厳しい修行をくぐり抜けてきたであろう跡を残していた。


    「バカ野郎が……乱らつ波ぱ者なんぞに成り下がりやがって……」


    　しかし……。


    　庵いおりは眉み間けんにしわを寄せる。


    　ゆりかを狙って庵に接触してきた忍者はこの男が初めてだったが、この分ならもっと多くの忍者がゆりかを狙って来ていそうだ。


    （シノビ協会が、ゆりかを夜回りに出せ、と言ってきていたが……）
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    　昼下がりの珠しゆ里り軒けん。庵に呼び出されたゆりかは昼休みに学校を抜け出し、休業日の珠里軒までやってきた。店内では庵と珠里軒トリオ、そしてはじめて見る一組の中年男女が一列に並べたテーブルを囲んでいた。


    「お、来たな」


    「こんにちは……」


    　奥のテーブルに座る中年達を確認してからゆりかは庵に挨あい拶さつした。


    「安心しろ。今、裏町内会の会議中なんだ」


    「うら町内会、ですか」


    「忍者の町内会ですよ。はじめまして」


    　中年男女がわざわざ立ち上がり、ゆりかに対して最大限のお辞儀をした。ゆりかも挨拶を返したが、相手のあまりに丁寧な対応を怪け訝げんに思った。


    （中学生って見てわかると思うのに、どうしてこんなに丁寧なんだろ？）


    　そんなことを考えていると、庵がその場を仕切りはじめた。


    「まあ座れ、ゆりか。今日の議題はぜひお前さんにも聞いて欲しいんだ」


    「はい」


    「夏祭りを来月に控え、俺達地元忍者はこちらの役員さん達の呼びかけで、恒例の夜回りをはじめるんだ。その目的は、乱波者の取り締まりだ」


    　乱波者。忍者と人々との調和に波を立て、乱す者。向上心や功名心を理由に野良シノビファイトをする不ふ逞ていの輩の呼び名である。


    　続きは私が、とバーコード頭の裏町内会役員が喋しやべりはじめた。


    「祭りにシノビファイトは付き物。今年も宇須神社で奉ほう納のうシノビファイトが開かれるのですが、今年は参加希望者が殺到していて、すでに定員の倍以上。しかも依然、近隣から希望者がこの街に集まっているのです。なぜかおわかりですか？」


    「いえ」


    「希望者の多くは名声を高めるため、より強い者との対戦を求めております。つまるところ、美び姫き尼に流免許皆伝であるあなたとの対戦を望んでいるのです」


    「わ、私と？」


    　ゆりかは口にこそ出さなかったものの、正直迷惑だ、と思った。


    「どうして私が宇須市ここにいるって、みんな知ってるんですか」


    「あなたが宇う須ず市で行った二つのシノビファイトがきっかけです。非公開だったとはいえ、場所が河川敷と学校だったんで、噂がすぐに広まったんですよ」


    「えー……」


    「まあでも、たしかに乱波者どもの付け入るきっかけにはなったが、恐れ多くて口にしないだけで、実は専業忍者のほとんどはお前さんがこの街にいることを知ってるぞ」


    「え、どうしてですか!?」


    「この役員さん達の態度を見ろ。どこへ行ってもお前さんは誰もが恐れる伝説の大忍者、八や尾お美姫尼の孫。常に注目される存在なんだよ」


    　里で感じていた違和感をまたここでも味わうことになるのか、とゆりかはげんなりする。お婆ちゃんの孫なんて、自分が望んだわけじゃないのに。


    「ともかく、話を戻しましょう。参加者の中には祭りまで我慢できない、いわば乱波らつぱ者の予備軍が潜んでます」


    　頷うなずくゆりか。


    「彼らの何割かは、止めても必ず無許可のシノビファイトをやらかします。無許可のシノビファイトがどれほど危険かは、皆さんご承知の通り」


    　その場の全員が頷く。


    「つまり、この街は今も時限爆弾みたいな連中をどんどん腹の中に溜めている状態なんだ」


    　静まり返る店内。


    　ゆりかは、なぜ裏町内会に呼ばれたのか、理由が飲み込めた気がした。


    「……じゃあ、街の混乱を収めるために、私に里に戻れ、ってことですか？」


    「全然違う」「それは違います」


    　庵いおりと、町内会の役員が同時に言った。


    「え？」


    「まあ、お前さんが帰るというのも一つの解決法だろうが、お前さん自身それを望んじゃいまい。他所よそは知らんが、ウチの町内会は太っ腹なんだ」


    　ゆりかは、変な誤解をしたことが恥ずかしくて、少し顔を赤らめてうつむく。庵はそんなゆりかに苦笑しながら言った。


    「第一、俺が言うことでもないが、そんな尻尾を巻いて逃げるようなことを、あの八尾美姫尼が許さんだろう」


    「無理、ですね……」


    　ゆりかはうつむいたまま小さく答える。


    「まあ、それをふまえて、今回お前さんに頼みたいことは二つだ。一つ目は、奉ほう納のうシノビファイトに参加すること、もう一つは夜回りに参加することだ」


    「奉納シノビファイトと、夜回り？　ですか？」


    「ああ。さっき言った夏祭りのメインイベント、宇う須ず神社奉納シノビファイトにお前さんも参加してもらいたい。こいつは、乱波らつぱ者発生の抑止効果を狙っている」


    「ど、どういうことでしょう？」


    　あまりのつながりのなさにゆりかは混乱する。


    「奉納シノビファイトにお前さんが参加するとなれば、同じく祭に参加するという理由で、お前さんと戦うチャンスができるだろ？」


    　あ、そっか、とゆりかが言うと、庵いおりは頷うなずく。


    「お前さんを捜して襲おうなんてことを考える輩を抑えることができるし、それに奉納シノビファイトの参加者は当日まで体力を温存することを考えるだろう。それだけでも乱波者の発生は抑えられる」


    「いかにも」


    　役員が大おお仰ぎように頷く。あれ、でも……？


    「一対一のシノビファイトじゃ、そんなに抑えられないんじゃ？」


    「察しがいいな。その通りだ。そこで……」


    　庵は役員の男に続きを促した。


    「ゆりか様に参加いただけるなら、今年は参加者全員による乱戦、バトルロイヤル形式に変更します。ゆりか様をはじめ特別ゲストはバトル後半、参加者をふるいにかけたところで出場していただきます」


    「なるほど……」


    「で、もう一件の夜回りだ。コイツは普通に地ち域いき貢こう献けんの話だ」


    「はい」


    「お前さんがシノビファイトを受けるにせよ受けないにせよ、乱波者は毎年必ず沸わいて出てくる。そこで、町内会では組織的に夜回りを行って、野良シノビファイトの仲裁や、通報を行ってるんだ。その夜回りに、お前さんもこの地区の忍者として参加してもらいたい」


    「なるほど」


    「どうだ、やってくれるか？」


    「うーん……」


    　しばらく考え込むゆりか。


    　奉納シノビファイトは面白そうだし、夜回りはやった方がいいなと思うけれど、おばさまに見られたらちょっと困るし、どうしよう。


    　そこで、出した答えは『保留』だった。


    



    「あの、すこし、返事を待ってもらってもいいですか？　どちらも」


    「そうですか……」


    　役員があからさまにガッカリする。ゆりかは慌てた。


    「あ、いえ、そのっ、お断りする、って言うんじゃなくて、ちょっとだけ考えたいことがあるんです」


    「では、前向きに検討していただける、ということですか？」


    「はい」


    「じゃあ、役員さん、後は俺達で話があるんでちょっと席外してもらえますか」


    「わかりました。ではゆりか様、よろしくお願いいたします」


    　頭を深々と下げて、役員の男は出て行った。


    



    「さっき、紹介できなかったから紹介しておこう。こいつらはウチの常連客で……」


    「鳥と羽ばです」「隆りゆう造ぞうだ」「沖おき田たッス！」


    「こ、こんにちは」


    　ゆりかは軽く頭を下げて、庵いおりを見た。


    「この三人に、お前さんの忍にん務むを手伝ってもらうことになった。俺の一存で頼んだが、構わないか？」


    　ゆりかは、目を輝かせる。


    （すごい！　一気に三人も仲間が増えた！）


    　心の底から庵に感謝しつつ、椅い子すから立ち上がって頭を下げる。


    「もちろんです！　こちらこそよろしくお願いします！」


    　庵は満足そうに頷くと、話を切り替えた。


    「じゃあ、本題だ。さっきの件について、これは俺たちの提案なんだが」


    「なんでしょう？」


    「いま大挙して押し寄せてきている乱波らつぱ者は、ほとんど他府県のやつらだ」


    　うんうんと三人が頷うなずく。


    「つまり、全国各地の情報が宇う須ず市に集まっているんだ。夜回りをすれば、こいつらと大勢接触する機会が持てる。これを、お前さんの母親捜しに利用しない手はない」


    「名付けて、夜回り大作戦ッス！」


    　沖田が胸を張る。


    「なるほど、いいですね！　あ、でも……」


    　ゆりかは一瞬承しよう諾だくしそうになったが、おばさまの顔が浮かんできて口が止まる。


    「でも？」


    「おばさまが……」


    　それを聞いて庵いおりは一気に理解した。


    「ああ……今回の話を保留したのはそれが理由か。お前さんが奉ほう納のうファイトまで保留するなんて、おかしいと思った」


    　ゆりかはだまって首を縦に振った。


    「まあ、無理強いはしないが……。できればどちらも参加してくれ。お前さんのためにもな」


    　ゆりかは無言のまま、庵の言葉を聞いていた。
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    　学校から帰ってきてからの、アイツの様子がおかしい。


    　学校から一緒に帰るときもずっと黙っていた。普段はうるさいくらいだというのに。食事の量もいつもの半分ほどだったし、食後もずっとぼんやりとテレビを見ていた。


    　さすがに心配になってきたオレは、寝る前に部屋を訪ねてみた。ノックしても返事がないので、ちょっと強めに叩く。それでも反応がないので、ドアの隙すき間まを覗くとアイツは慌てて飛び出してきた。


    「いってぇー!!」


    



    　マンガでは良くあるけど、目から星が出たのを初めて見た。あれってあたった方に星が見えるんだな、と妙なことに感心する。


    「あ、若！　だ、大丈夫ですか!?」


    　アイツは慌てて膝ひざをつき、あまりの痛みに座り込んだオレの顔をのぞく。


    「いや、その……」


    　じんじんと痛む顔の左側を押さえ、右目を開くと、心配そうにこちらを見ているアイツの顔が間近にあった。一瞬痛みを忘れてどぎまぎする。


    「とにかく中へどうぞ。手当てしますから」


    　そういうわけで、はじめてアイツの部屋にお邪魔することになった。


    　机とベッド、そして本棚。ゴールデンウィーク前に父さんと運んだときのままだ。ハート模様の鉛筆立てと本棚の隅に並ぶ忍にんジュニのバックナンバーが置かれているが、限りなく薄い生活感。この落ち着かなさは女子の部屋というより誘拐されて倉庫に閉じ込められてるような感じかもしれない。


    「そこに座ってください」


    　オレはベッドの前にあぐらをかく。アイツはオレの前に膝をつき、机の引き出しから薬を取り出してきた。なんだかよくわからない塗ぬり薬を、オレのおでこに塗りながら言う。


    「ほんとにごめんなさい……痛かったですか？」


    「ああ……まあこっちも悪かったし」


    　あれ……!?


    　塗られているウチに、なんだか痛みがぐんぐん軽くなってくる！　なんだ、この薬。


    「この薬、いったい何？」


    「あ、効きませんか？」


    「いや、逆。もう全然痛くないよ……すごい薬だな」


    「ふふー。秘伝の薬なんです」


    　アイツは胸を張る。張っても薄いな。安あん堂どうといい勝負……ってオレ何見てんだ。


    「で、何かご用でしたか？」


    　薬を片付けながら、アイツは言った。


    「いや、今日なんかあったのかな、と思って。様子変だったし」


    「……」


    　アイツは深くうつむいてしまった。その反応を見て、オレはちょっと後悔した。なんで、オレはいつもこんな直球なんだろう。ちょっとはオブラートにくるめよ、オレ。


    「いや、言いたくないならいいんだけど。元気なかったから、心配だったんだ」


    　オレはあせってフォローを入れる。すると、アイツは少し真剣な顔をして、


    「……あの、若。ちょっと相談に乗ってもらえませんか」


    　と、言った。


    



    「奉ほう納のうシノビファイトと夜回り？」


    　ええ、とアイツは言った。オレは一通り説明を聞いた。


    「やればいいじゃないか。何が問題なんだ？」


    　オレは不思議に思った。情報収集もできて、シノビファイトもできるなんて一石二鳥じゃないか。いったい何を迷っているのか理解できない。


    「あの、でも……奉納ファイトにでると、おばさまに戦っているところを見られるかも知れないですよね？」


    「ああ。ウチは毎年家族で行くし」


    「そうですか……」


    　アイツはがっくりと肩を落とす。ああ。母さんに戦ってるところ見られたくないのか？


    「そこまで気にしないでいいと思うけどな」


    「だっておばさま……庵いおりさんとのシノビファイトの時に寝込んでしまったから」


    「ああ……そういえばそうだったな」


    　オレも腕組みをして考える。


    「でも別に怪我しなければいいんじゃないか？　だってこないだのダイナマイトのときは何ともなかったじゃないか」


    「あの時はたまたま軽症だっただけですし、シノビファイトのこと自体伏せていましたもの」


    「お前自身はどうなの？　でたいわけ？」


    「……正直なところを言うと、でてみたいです。それに、夜回りにも興味があります。奉ほう納のうファイトにはいろんな人が参加されるようですし、それに、夜回りをするなら、もっと忍者と会う機会は増えますから……」


    「どういうこと？」


    　説明を聞いて納得する。なるほど、乱波らつぱ者ってそんなに多いのか。


    「なんでも、庵いおりさんが言うには、私の居場所を聞きに来た人がいたそうです」


    「うーん……それなら、やっぱり身を守るためにも参加すべきじゃないかな」


    「身を守る？」


    「だって、放置してたらお前のことを闇討ちしようなんて奴が出てくる可能性がふえるんだろ？　あ、これって学校で戦ったときと、同じ展開じゃん」


    「あ、そうですね」


    「参加したらお前を狙ってくる乱波者が、シノビファイトに出てくるわけだしな。正々堂々と戦えていいじゃん」


    「でも……」


    　アイツは目を伏せる。そんなに母さんが気になるのか。


    「わかった。じゃあ、オレが協力してやるよ」


    「え、協力？」


    「要は母さんにばれなきゃいいんだよな？」


    「……そう、ですね」


    　アイツは微妙な顔をする。


    「心配すんな。ばれそうになったらオレが絶対に守ってやるから」


    　アイツはしばらく考え込んでいたが、やがて意を決したようにこっちに向き直り、


    「よろしくお願いします」


    　と言って、深々と頭を下げた。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    　二人で相談して、夜回りのことと奉納シノビファイトのことは、どっちも母さんと父さんには伏せておくことになった。


    　夜、アイツがいない間に父さん達が部屋に来たりすることを阻そ止しするのがオレの役目だ。そのために、店長さんから夜回り時の連絡用無線を超特例で預かることになった。危ないときにはこれで連絡すれば、どこにいても五分以内で部屋に戻ってくる、と言うわけだ。


    　ちなみに、今ではアイツはすっかり家族の一員というポジションにいる。家事はだいたいこなせるようになったし、それに伴いおかしな行動もずいぶんと減った。


    　まあ、アイツのビキニ姿を見る機会が減ったことは、残念ではあるけど。


    



    「あ、祐ゆう之の介すけくん。おかえりなさい」


    「ただいま」


    　菜さい箸ばしを持って台所から出てきたアイツは母さんがコーディネートした部屋着を着ていた。


    『大作戦』の一件から、ずいぶんとオレたちの距離は縮まったと思う。やっと『若』と言うのをやめてくれたし、オレに対してしゃっちょこばった言葉遣いもしなくなった。


    「今日はおじさまの帰りが遅いから、おやつ食べていいって」


    「よっしゃ」


    「くっほ……！」


    　台所で変な音が聞こえた。母さんがむせたみたいだ。慌てて戻るアイツ。と思ったらまた顔を出した。


    「私の分も残しといてね」


    「ん」


    　オレは居間に行く前に、ちょっと台所を覗いてみた。


    「どうしてこういう味付けになっちゃうのかしら……」


    　うわ、母さん涙目だよ……。よっぽどなんだな……。


    「そんなはずは……ぐふっ！　あ、あれぇ？」


    　まさかあの料理、今日の晩飯に出す気じゃないだろうな……。


    



    　夕飯のメニューを確認してほっとする。どうやら、さっきの料理はないようだ。確認しておいて良かった。


    「そういえば来月はもう夏祭りだねぇ」


    　オレは思わず箸が止まる。アイツは全く動じることなく、黙もく々もくと超特盛りご飯を食べていた。


    「しばらく夜は物騒になるから、ゆりちゃんも用心するんだよ」


    「どうしてですか？」


    　アイツは顔を上げて、父さんにそう聞いた。全く自然だ。


    「このあたりでは一番大きなお祭だから、ハメを外したがる人が増えるんだよ」


    「なるほどー」


    「もっとも、この辺の忍者がシノビ協会と協力して、夜回りしてくれるおかげでだいたい大事には至らないんだけどね」


    　オレはできるだけ顔が見えないように、茶碗を大きく持ち上げて大げさにご飯をかき込む。


    「あ、今日そのことの『お知らせ』がきたわよ」


    　母さんが壁のカレンダーわきを指差した。


    



    『シノビ協会よりお知らせ。奉ほう納のう祭さいが近付いてきました。夜の外出は控えましょう！』


    



    　ああ。店長さんが言ってたチラシだ。それを見たアイツは『わかりました。気をつけます』と言った。


    「用心するのも大切だけど、一番いいのは夜中に出歩かないってことね」


    　すかさず母さんの一言。


    「はい」


    　アイツは笑顔で返した。つ、強い……。


    「でも、そういえば今年はちょっと様子が違うなあ……」


    　父さんが何かを思い出したかのように、天井を見ながら言った。


    「そうなんですか？」


    「うん。今朝も会社に行くときに、大穴を見たよ。道路工事に見えたけど、あれはシノビファイトの痕あとじゃないかな」


    「あなた、なんでも忍者と結び付けないでください」


    「そうだ！　ゆりちゃんも夜回り参加し……」


    「だめです」


    　母さんは光の速さで却下した。でも母さん……コイツは既に夜回りをしてるんです。


    「ごちそうさま」


    　オレはぼろが出ないうちに、とっとと退散することにした。
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    　部屋のドアがノックされる。アイツだ。


    　ドアを開けると、今日もまた強烈なかっこをしたアイツが立っていた。


    「今日のそれって、メイド服？」


    「なんか、ゴスロリって言うみたい」


    「それ、なんの意味があるんだ？」


    「私にもわからないけど。沖おき田たさんがこれを着ろ、って……」


    　まあ、意味を聞いたらビキニだって意味は良くわかんないんだけど。薄着で怪我をするって母さんの主張はもっともだと思うし。


    「さっきおじさまが言ってた大穴、私がやったやつかもしれないって知ったら、またおばさま倒れちゃうかも……」


    「悪いのは暴れ回ってる連中だろ。それに母さんのことは、あまり気にするな」


    「するよ。だって、私……やっぱりあまり好かれてないみたいだし……」


    「マジでそう思ってるの？」


    「違うの？」


    　ただ違うと言ってもコイツを心から納得させることはできないだろうな。もっとうまく言えればいいんだけど。


    　今夜も父さん達が眠りに就いたのを確認して、アイツはベランダから外出しようとしていた。時間はすでに深夜０時。オレは夜更かしが日課になってしまった。


    「そういえば、今年って乱波らつぱ者多いの？」


    「そうみたい。確かに夜回りに行ったらあっちこっちで暴れてるもの」


    「なんでだろうな？　奉ほう納のうファイトにでるって、ちゃんと告知されてるんだろ？」


    「うん。町内会の人も首をひねってた。まあ、夜回りで情報集まるからいいんだけど……」


    　やれやれ、といった感じで肩を落とすアイツ。その勢いで衣装の間から胸が見えそうになる。とりあえず気付かないフリ。


    「ところで、その格好で正体隠せてるのか？」


    「それも疑問なんだよね。じゃあ、そろそろ行ってきます」


    「気をつけてな」


    　ベランダから颯さつ爽そうと夜の街へ繰り出していくアイツ。見送りが済むとオレは机から連絡用の無線を取り出した。


    「こちらホスト。マスター応答してください」


    　マスターというのは、店長さんのことだ。夜回りの指揮は主に店長さんが執っている。


    『こちらマスター。黒猫はもうでたのか？』


    「はい。でました。五分以内につくと言ってました」


    『了解。今夜もよろしく頼む』


    



    　オレは無線の電源を入れっぱなしにして、携帯テレビを取り出す。


    　夜更かしの延長戦、深夜番組の鑑かん賞しようだ。テレビにはしのびんストラップがたくさんぶら下がっている。


    「ずいぶんたまったなぁ……」


    　アイツは、母親捜しのためによその町に出張に行っては、毎回ストラップを買ってきていた。持ち上げただけでじゃらじゃらという音がするくらいにたまったストラップは、アイツがこれまでしてきた努力の証でもある。


    「今日はいい情報が手に入ればいいんだけどな」


    　心からそう思うが、オレが間接的にしか協力できないのは、少しもどかしかった。まあ、間接的でも、前みたいに何もできないよりはいいのだけれど。
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    　街に溢れていた喧けん騒そうは消え、街灯が大通りを静かに照らしていた。信号やネオン看板は空しく点滅し、通りに面したビル達は照らされた足元を残し、高くなるほどに夜の闇へ溶け込んでいった。人気のない深夜のオフィス街は、積み木でできているようだった。


    　屋根の上で立ち止まったゆりかは胸いっぱいに空気を吸い込んでみたが、故郷のような大地と木々の生気に満ちた気は入ってこなかった。


    　月は薄雲に隠れ、風はなく、まとわりつく湿気が空気をいつもより重く感じさせる。それが都会という環境なのか、もとよりこの街の空気は美び姫き尼にの里に比べ淀んでいる気がする。


    



    　ゆりかの耳に仕込んだ小型無線機インカムから庵いおりの指示が飛ぶ。


    『マスターより黒猫へ。活きのいい乱波らつぱ者が二人、鳴なる門と町二丁目で交戦中。懲こらしめてやれ』


    「了解。……あの」


    『なんだ？』


    「本当にこの格好じゃないとだめなんですか？　肩や胸元がスカスカで……その……」


    　ゆりかの今日のコスチュームは肩丸出しのゴスロリ衣装。顔にはアイマスクをしていた。


    『ビキニよりも露出は少ないじゃないか』


    「ビキニは私のユニフォームです。それに、この程度の変装じゃ気休めにしかならないと思います……」


    『そうでもないぞ。似たような覆ふく面めん忍者が隣の鳴門町町内会の所属で夜回りに参加してくれているそうだ。おかげで予想以上に攪かく乱らん効果がある……らしい』


    「らしい、ですか」


    『いいから急げ』


    「はあ……了解」


    　屋根伝いに目的地まで一直線に向かう。線路を越えたあたりでゆりかの耳がかすかな衝突音を捉えた。心に水面をイメージし正確な位置をトレースする。


    　いた。この先のオフィス街、その足運びから戦闘中とわかる。あと二十メートル程に迫ったとき、前方からなにかが飛んできた。


    「ネコ影！」


    　ゆりかの背後から分裂するように現れたネコ影は、その飛行物体をキャッチする。流れ弾ならぬ流れ手裏剣、それも安物だ。忍具の質は持ち主の技量に比例する。だが油断はしない。


    　ビルの隙間を二つの影が走った。ゆりかはネコ影を蹴けり二人の上空へ飛び警告の手裏剣を発射した。手裏剣に反応した二人は戦いを止め夜空を見上げる。ゆりかは再びネコ影を蹴り、二人の間に割って入った。


    　乱波らつぱ者達は手裏剣の軌道から予測した速度よりも遥はるかに速く落下して来たゆりかを捉とらえきれず、突然現れたゴスロリ娘に面食らった。


    「町内会の者です。野良シノビファイトをやめてください」


    　戦いを中断された乱波者達は互いに目配せして、一方が答えた。


    「シノビファイトで俺達に勝ったらやめてやるよ」


    「それはできません。非公式なシノビファイトは違法です」


    「四の五のいうなって……いくぞ！」


    　ゆりかはしょうがないな、とため息をついて、インカムに「正当防衛成立」とだけ言った。


    　二人は同時にゆりかに襲いかかった。二人が持つのは棒の片端に突出した『握り』が付いたトンファーと呼ばれる打撃武器。火炎などの仕掛けが内蔵できる型だ。しかし、前後からの挟み撃ちにゆりかが動じることはなかった。ゆりかは前方の忍者にのみ意識を集中させ踏み込んだ。


    　ネコ影のカタパルトを使った高速の膝蹴りが、トンファーを打ち込もうとする乱波者の水すい月げつに命中した。さらにその瞬間、膝を押し込んだことで相手は置こうとした空うつ蟬せみの丸太ごと吹き飛ばされ街灯に激突した。お婆ちゃんから伝授された、普段は使わない空蟬封じの裏技である。


    　背後の乱波者は防御が手薄になるゆりかの攻撃の瞬間を狙い、武器を振りかぶった。


    



    　突然。


    



    　忍者の目の前にもう一人のゆりかが湧いて出た。もう一人のゆりかはトンファーの一撃に微動だにせず、忍者の顎あごを蹴り上げた。失神したまま宙を舞い、落ちてきた忍者の首根っこをいつもの姿に戻ったネコ影が摑んだ。本物のゆりかは逃げ損じた乱波者にきっちりとどめの一撃を加え、二人を捕ほ縛ばくした。


    「ほ、捕縛……完了……」


    『どうした？　返事にキレがないな』


    「だ、大丈夫です」


    　ゆりかは深呼吸する。


    『じゃああとで引き取りに行く。ちょっとそこで待機してくれ』


    「了解」


    　そういって、ゆりかは二人の前でつま先座りをした。二人とも完全にのびている。これでは、情報収集にならない。


    （庵いおりさんたちが来るまで待っていよう）


    　ゆりかは立ち上がり、折れた街灯を見つめる。街にまた、野良シノビファイトの形けい跡せきを残してしまった。


    



    　そこに遠方から爆発音が聞こえた。最近の乱波者はかなり腕が立つのが多い。それでも、ゆりかと庵は乱波らつぱ者を圧倒できたが、他の夜回り忍者達は接戦を強いられることが多かった。そのため被害も大きくなり、戦いの爪つめ痕あとが残ってしまう。


    「！」


    　ゆりかが気配に反応した。爆発音の方角から何者かが接近してくる。足音は五つ、恐ろしく足並みが揃そろっている。ゆりかは素早く野生動物に変化する。


    「あら、仲間割れ？」


    　その五人は、わざわざ屋根の上から一列に並んで登場した。デザインが統一されたカラフルなエプロンドレスとアイマスクの忍者。


    　ゆりかを警戒しているが、襲ってくる気配はなかった。この人達がさっき庵さんが言っていた隣町の覆面忍者？　念のためゆりかは確認を取ることにした。


    「こちらは海星ひとで町町内会の者です。そちらの所属を述べてください」


    「ホントに？　さっきも同じようなことを言って三人組が襲いかかってきたんだけど？」


    　ゆりかは無言でカードを見せる。


    「ふーん……本物みたいね。海星町？　あたしらは鳴なる門と町の者なんだけど」


    　やっぱり、さっきの覆ふく面めん忍者で正解らしい。


    「おつかれさまです」


    　ゆりかはきちんと挨拶をした。


    「ねえ、あんた。本家ビキニンジャがどのへんで夜回りしてるか知らない？」


    　ゆりかは警戒の色を浮かべた。なんでそんなことを知りたいんだろう。


    「なぜですか？」


    「ああっと、あたしらは夜回りの手伝いをしてるの。だから挨あい拶さつがしたいだけ。同じビキニンジャとしてね」


    「あらあら……本家を『同じ』とか言っちゃっていいんですの？」


    　緑のドレス忍者が赤ドレス忍者をたしなめた。青いドレス忍者がそれに続く。


    「本家に聞かれたらどうするのよ……」


    「あの……ビキニンジャ？　なんですか？」


    　待ってましたとばかりに赤いドレス忍者がドレスを脱ぎ捨てると四人が続く。中から現れたのは揃いのビキニだった。


    「赤い衝撃、ビキニン・レッド！」


    「緑の静寂、ビキニン・グリーン」


    「青い稲妻、ビキニン・ブルー……」


    「ピンクの閃せん光こう、ビキニン・ピンク！」


    「黄色い竜巻、ビキニン・イエロぉ！」


    　一人一人が自己紹介しながらポーズを取る。


    「溢れる正義を胸に秘め、今、参上！　水忍戦隊　ビキニン・Ⅴフアイブ！」


    　五人の背後でどーん！　という爆発音が起きて、火が吹き上がる。ゆりかはぽかーんとしながら、さっきの爆発音はひょっとしてこれか？　と思う。ここがビジネス街だからまだしも、深夜の住宅街だったらどうするんだろうと思った。


    「ねえ、レッド。これ恥ずかしいし、やめない？　近所迷惑だし」


    「はぁ？　何言ってるのよ、かっこいいじゃない！　こういう地味なアピールが知名度アップのために大事なのよ！」


    「どこが地味よ！」


    「ま、まあまあ」


    　思わずゆりかは止めに入る。


    「私は、かっこいいと思いますよ」


    「そうよねっ！　ほら、この人もそういってるじゃない！」


    　ブルーの人は、額ひたいに指をあてて、深いため息をついた。


    



    「じゃ、私たち次行くから。そういうわけで、以後ヨロシク！」


    　ゆりかはぽかんと彼女らを見送ると、庵から通信が入った。


    『黒猫、新手が五人そっちに向かったらしい。トリオのやつらが勇みやがった。俺が行くまで待機して……』


    「カラフルなエプロンドレスの五人組ですか？」


    　そういうと、珠しゆ里り軒けんトリオの隆りゆう造ぞうが通信に割り込んできた。


    『そ、そうだ。まさか嬢ちゃん、接触したのかい？』


    「もう去りました。どうやら鳴なる門と町の夜回りの人達みたいです」


    『なに？』


    『だから言ったっしょ先輩。あれは壬み綱づなの里のアイドル忍者ッスよ』


    　無意味に得意げな沖田の声が聞こえる。


    『いずれにしても、鳴門町の守備範囲から微妙にずれてきてるな……鳴門町には連絡しておく』
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    　ずれた胸元を直していると、ゆりかのもとに庵いおり達が到着した。珠しゆ里り軒けんトリオは顔にあざを作っている。一同、捕ほ縛ばくした二人を囲む。二人はすでに目を覚ましていた。


    　珠里軒トリオの一人、鳥と羽ばが言った。


    「県外退去、病院送り……夜回りをはじめて結構経つのに、乱波らつぱ者が一向に減らないのはなぜだ？」


    「……やっぱり私の夜回りが火に油を注いでるんじゃないですか？」


    「それを差し引いても、多すぎる」


    「何者かが裏で扇せん動どうしているってことか。どうだ？　そこの二人」


    　庵は乱波者達にたずねた。


    「やりたければやれ。そう言われた」


    　夜回り一同の気が引き締まる。


    「そいつは何者だ」


    「……影かげ忍にんエックス。本名は知らん」


    「つかみ所のない通り名だな。特徴と居場所は？」
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    「ただ、強いとしか知らん。俺達は影忍に会った男から聞いただけだ」


    「その男は？」


    「とっくに病院送りにされたよ。たしか相手はあんただよ。堤つつみ庵いおり」


    　庵を顎あごで指す乱波らつぱ者。庵は片眉を上げる。


    「随分口が軽いんだな」


    「口は閉じるな、というのが影忍エックスの流儀なんだそうだ」


    「そいつは助かる。さて、これからこいつらの身柄を警察に引き渡す……その前に他に聞きたいことはあるか？」


    　庵がゆりかに言った。


    「影忍術を使う女忍者と接触したことはありますか？」


    　もはや母をたずねるときのお決まりのフレーズになっていた。


    「あんたがはじめてだよ。まさか、あんたが噂のビキニンジャだったとはな。ビキニ装束はどうしたんだ？」


    　男は醜い笑いで顔をゆがめた。


    「……洗濯中です」


    　平静を装うゆりかだが、その心は波立っていた。


    　影忍エックス。


    　もしや、その影とは影使いであることを意味してはいないか。ゆりか自身、影忍使いと呼ばれることもある。


    　そして母もまた、影を操ることのできる忍者であった。


    



    　翌日、男達の情報を元に、庵は早速ある病院へ向かった。ナースセンターで男の病室を確認して、そこへ向かう。


    「……大将、か。とどめを刺しにでも来たのかね」


    　病室で庵を迎えたのは髪を揃え髭ひげを落としギプスで首を固定したあの男だった。


    「聞きたいことがある」


    「ほう。だったら私は店に行ったほうがいいのかな」


    「教えてくれないか、影忍エックスのこと」


    　その男も、影忍エックスが何者かは知らなかった。山やま篭ごもりの最中突然現れて、男に影忍術の手ほどきをして去っていったという。去り際に、この忍術を使って街で暴れるように暗示をかけていったらしい。


    「まあ、俺のやったことは、すべて暗示のせいだなんぞと言い訳する気はないがね」


    　男はあきらめたような苦笑いを浮かべる。


    「なんとも甘く、こらえがたい誘惑だった」


    　それからというもの、「影忍エックス」というキーワードを出すだけで、情報は次々と集まった。乱波らつぱ者を倒すだけで面白いように情報が手に入ってくる。しかし一同が喜んだのははじめの数日だけだった。


    



    　またの名を、影使い。


    　またの名を、夜の化身。


    　神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。桁違いの強さ。


    　会うたびに姿が変わる暗闇のような身体。


    　幻げん燈とうのように光る瞳。


    　心を酔わせる抱ほう擁よう。


    　影忍エックス。


    　またの名を、暗闇の女王。


    



    　それらの情報から推測される忍者像は……。


    「まるで、ゆりかのネコ影が意識を持って動いているかのようだな」


    　庵いおりと珠しゆ里り軒けんトリオはゆりかを見た。休業日の珠里軒に重い空気が立ち込める。


    「……影忍エックスを捜しましょう」


    　捜し続けていた肉親が乱波者の仕掛け人かもしれないという現実に、喜びなど沸くはずもなかった。


    「わかった、作戦を変更しよう。影忍は市内にいる可能性が高い。手分けして捜すぞ。俺は夜回りを続ける。ゆりか、お前さんは乱波者が大人しい日中に足で影忍を探せ。万が一影忍と遭そう遇ぐうしてもあまり近づくな。間近で暗示を仕掛けてくる可能性がある」


    「わかりました」


    「大将、俺達は？」


    「情報の洗い直しを頼む。あとシノビ協会がどう動くかが気になる」


    「あいよ」


    「では、夜回り大作戦のフェーズ２ツーだ」
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    　緩ゆるやかな丘きゆう陵りようのてっぺんに建つ古びた集合住宅の屋上からゆりかは宇う須ず市を一望した。家を出る際おばさまが用意してくれた水筒の麦茶を一飲みする。


    　日曜日、風は涼しく空は快晴だ。


    「この辺のはず……」


    　ゆりかは、連日の夜回りで得た影忍エックスとの接触情報をもとに、乱波らつぱ者が『会った』と主張するところを一つ一つ具つぶさに調べていた。


    　近くを見渡すと同じような建物が縦横に並んでいた。どの壁にも無数の亀裂が走り、ところどころ窓ガラスが割れている。ひび割れた道路を走るものはなく、カートを押す老婆が一人、ゆっくりと歩いていた。


    　真新しい建物がすぐ背後まで迫っているというのに、この一角だけは風化を待っているかのようだった。忍者が潜むにはうってつけの場所。地図を開き現在地を確認する。


    「宇う須ず市営集合団地。じゃあ、あの辺が八や戸ど刈かりさん家か……同じ学区内なんだ」


    　屋上の出入り口の前に立つと、ネコ影を使ってドアの鍵を開けた。


    　外気が内部へ流れ込む。埃ほこりが舞い、止まっていた時が動き出す。階段を降り廊下に立つ。ゆりかは、手近の部屋のドアを開けた。


    　無人化してまだ数年といったところで、建物内に荒らされた形跡はない。置き去りにされたテーブル、畳の上に転がった花瓶、同じ時刻を指し続ける時計。部屋の扉を開けるたびに積もった埃が舞う。


    　最後の棟とうを調べ終え、外に出たゆりかは新鮮な空気を胸いっぱいに吸い込んだ。額の汗をぬぐい、すっかりぬるくなった麦茶を飲む。この廃団地には忍者の気配も痕こん跡せきもなかった。


    　気付けば日差しは真横から照りつけていた。


    「ただいま帰りました」


    　朝早く水筒を持って出かけたゆりかが家に戻ってこられたのは夕暮れだった。家に上がるなりゆりかは台所へ向かった。水筒を用意してくれたおばさまに礼を言う。


    「とても助かりました」


    「いえいえ、どういたしまして」


    　おばさまは水筒を受け取って、洗い物の流しに置いた。


    「お母様捜しはどうだった？」


    　ゆりかが今日捜しに行っていたのは影忍エックスだったが、おばさまには母親捜索のための調べ物をしに行くと言ってあった。


    「なにも……」


    「そう。まあ、そんなに気を落とさないで。いずれ何か見つかるわよ」


    　おばさまはゆりかの肩をぽんと叩いてくれる。肩に感じるおばさまの手の暖かさが、じわりとゆりかの心に沁しみこんだ。


    「そうだわ。今晩のおかずは、何かスタミナが付くものにしましょうか」


    　おばさまが手を合わせてそういってくれた。ゆりかは、最近食欲がない私を心配してくれているんだ、と思った。事実、今朝もどんぶり半分のご飯しか食べられなかった。


    「夏バテ予防か。だったら珠しゆ里り軒けんの餃ぎよう子ざで決まりだな」


    　おじさまがリビングから声をかけてきた。それに祐ゆう之の介すけが同調する。


    「賛成！」


    「私も、賛成です」


    　ゆりかはそういった。


    「じゃあ決まりね。さっそくお店に電話して……」


    「私が取りに行ってきます」


    「オレも」


    「じゃあ、二人ともお願いね」


    「はい」


    　支度のために、荷物を置きにリビングを出ようとすると、おじさまに呼び止められた。


    「ところでゆりちゃん。餃ぎよう子ざはパーフェクトフードという話を知ってるかい？」


    「し、知りません」


    「うむ。餃子というのはね。肉と野菜を穀物で包んだ超バランス栄養食なんだよ。そもそも本場中国ではおかずでなく主食として……」


    　感心しながらおじさまの話を聞いていると、祐之介が声をかけてきた。


    「父さん、その辺でストップ。珠しゆ里り軒けんしまっちゃうよ。おい、行こうぜ」


    「あ、うん」
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    「そう落ち込むなよ。まだ母親と決まったわけじゃないんだろう」


    「うん……」


    　コイツの食欲不振の原因は、実は母親のことだった。影忍エックスがコイツの母親かも知れないという話になってから、ずっと元気がない。


    「もし母親だったとしても理由があるかもしれないじゃん」


    「……うん。そうだね。それを知るためにも早く影忍を見つけなきゃ」


    　アイツが気持ちを切り替えると、それからは普段どおりの会話が続いた。学校のこととか、夜回りでは珠里軒でのミーティングが面白かったとか、来週発売のマンガのこととか。


    　すると前方から見覚えのある顔がやってきた。


    「あ、ゆりかさんこんにち……こんばんは！」


    　高たか橋はしのやつ、いつの間にかコイツの名前を覚えやがった。


    「こんばんは」


    「これからどちらへ？」


    　高橋はデレデレしっぱなしだ。オレへの挨あい拶さつはやっぱりない。


    「ちょっとお遣いに」


    「祐ゆう之の介すけ、おまえゆりかさんにそんなことやらせるなよ。ゆりかさんは忍者だぞ忍者。ところで今度はいつ戦うんですか？」


    「うるせえな。さっさと帰れ」


    　シッシッ、と追い払うと高たか橋はしはしぶしぶ退散したが、少し離れたところで声をかけてきた。


    「あーそうだー。祐之介ー、夏祭りの予定忘れてないよなー？」


    　オレは振り向いて答える。


    「ああ。覚えてるよ」


    「それとー、奉ほう納のうシノビファイトの『匿名希望』って、もしかしてゆりかさんですかー？」


    　無視無視。行くぞ。後ろから『教えてくださいよー』という高橋の声が追いすがってきたが、振り返らずにそのまま行った。


    　そんなこんなで大通りに差し掛かろうとしたとき、アイツが忍者ケータイを取り出した。


    「はい。あ、庵いおりさん……え？　はい。わかりました」


    　いつも不思議に思うが、忍者はどうやって着信に気付くんだ？


    「店長さん？」


    「うん。店にくるなって。この先の交差点まで持ってきてくれるって」


    「なにかあったのかな」


    「危ないからくるなってことだと思う」


    「そっか。じゃあ待とう」


    　祭りの気分を高める通りいっぱいの提ちよう灯ちんが点灯した。陽が傾き青さを失いはじめた空に、ぼんやりとしたオレンジの灯りが映える。


    



    　オレはふと、街の異変に気付いた。


    　シャッターが左半分だけ閉じた人気の喫茶店。壊れた書店の看板。ブルーシートがかけられたビルの屋上。舗ほ装そうが足されてデコボコになった道路に、交差点の道路標識や信号がなくなっているところもある。


    　乱波らつぱ者によって街は結構ヤバイことになっているようだ。アイツは黙ってじっと、それを見つめている。


    「なあ」


    「ん？」


    「オレは、忍者はこんなことする奴ばかりじゃない、ってわかってるぞ」


    「うん、ありがとう」


    　アイツは軽く微笑んだ。


    



    　信号が変わり帰路を急ぐ人ごみの中からエプロンをまとった女子高生くらいの人がまっすぐこっちに向かってきた。


    



    「まいど、ゴスロリちゃん！」


    「あれ、ビキニン・レッドさん？」


    「ふふ。こんばんは」


    「どうしてあなたが？」


    「堤つつみ庵いおりに聞きたいことがあったのよ、そしたら成り行きでね」


    　肩をすくめたその人はビキニン・Ⅴフアイブのリーダーでアカネと自己紹介した。


    「珠しゆ里り軒けんでなにがあったんですか」


    「今お店が満員で手が離せないのよね」


    「マジ？」


    　オレは驚いた。するとアカネさんはケタケタ笑いながら続けた。


    「でも繁盛してる、ってのとはちょっと違うか。客は全員乱波らつぱ者の予備軍で、料理を注文したのはたったの一人。あとのやつらは、水と蒸しタオルだけで何時間も堤庵に対戦を迫ってるのよ。もう商売あがったり……あ、それはいつもと同じ？　だから『マジ？』なのね。あはは」


    　乱波者は強い対戦相手を求めるらしい。店長さん、夜回りで随分活躍してるみたいだ。しかし、ひどい話だな。店長さんもオキノドクに。


    「あなたはどうして珠里軒に？」


    「忍者がやってる店っていうんで興味があったのと、堤庵がビキニンジャのマネージャーだって話だから、ビキニンジャに話を付けてもらおうと思って」


    　アカネさんの目が光る。


    「あんたなんでしょ？　本家ビキニンジャ」


    「え……」


    　アイツは軽く目を見開いた。


    「ふふ。うちのマネージャーがあんた達のことを調べたのよ。そこの少年の家には近付けないから代わりにあんたのマネージャーに話をつけてもらおうとしたわけ。店にいた忍者の半分くらいは、同じ考えみたい」


    　店長さんがいつの間にかアイツのマネージャーにされてる。ところでなんで家に近づけないんだ？


    「シノビ協会が周囲を厳重に警備してるからです」


    　ああ、忍者ステイのパンフレットにあった『二四時間お守りします』か。


    「それで、話とは」


    「あたしらとシノビファイトしない？　もちろん、正規の」


    　アイツがオレを見た。面白そうだけど、オレが決められることじゃない。


    「……ちょっと、考えさせてください」


    「スケジュールの都合があるからあまり待たせないでね。いい返事を待ってるわ。じゃ」


    　オレが母さんからもらった代金を渡すとアカネさんは去っていった。


    「……で、やるのか？」


    「壬み綱づなの里といえば水忍術の本場。いっぺん生で見てみたかったんです」


    ……こいつも、一歩間違えば乱波らつぱ者だな。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    「あ、リーダーお帰り」


    「あー、堤つつみ庵いおり。ビキニンジャと直で話がついたからさ。あたしら帰るわ」


    　出前帰りのアカネがエプロンを脱ぎながら言う。


    　出し抜かれた店内の忍者達が一斉に視線を向けた。去っていくビキニン・Ⅴフアイブを追って数人の忍者が店を出て行く。それでも店内は満席だ。


    「お前らもいい加減出ていけ。商売の邪魔だ」


    「ふふふ……邪魔なら腕ずくで追い出したらどうだ？　堤庵」


    　[image: ]を震わせる庵。こんな問答が朝から続いていた。注文してほしければ戦え、テレビのチャンネルを変えてほしければ戦え。念のため影忍エックスのこともたずねてみたが、返ってきたのは、もちろん『知りたければ戦え』という返事だった。


    　カウンターに座っていた一人の忍者が、餃子をたいらげ無言で店を出ようとした。


    　庵は男を呼び止める。


    「オイお前。勘かん定じようを忘れてるぞ」


    「ふ……金を払って欲しけりゃ俺と戦え！」


    「なにぃ!?」


    



    　その瞬間、忍者達の頭上に電球が灯った。


    



    「堤庵！　餃子を十人前注文する！」
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    　オレはビキニン・Ⅴの話を聞きながら、家に帰った。話でもしていなければ、餃子の香りの誘惑に耐えられそうもなかったこともあるが、なんだか面白い人たちだという話が聞けた。もし奉ほう納のうファイトにでてきたら、絶対その名乗りを見ようと思った。


    　つまみ食いを我慢した自分を褒めつつ玄関のドアを開ける。アイツとユニゾンで『ただいま』をいって、リビングへ向かう。


    　母さんにお釣りをもらってもいいか、と聞こうと思いながらリビングのドアを開けた。すると母さんの鋭い声が飛んだ。


    「ゆりちゃん、ちょっとここへ座りなさい」


    　母さんから、明らかな怒りのオーラが立ち上っていた。一転して重たい空気になる。


    　オレはイヤな予感がした。注意深く、気づかれないように母さんの手元を見る……。あれは、奉納シノビファイトのチラシだ。


    　やばい。ばれたのか。


    　母さんの正面に座るアイツを横目に見ながら、ダイニングに餃子の袋をおく。オレはなんとかその場にとどまろうとしたが、母さんから退去を命じられた。


    　オレは廊下にとどまりリビングの死角に立って、こっそりと覗く。


    



    　母さんはアイツの目の前にパンとチラシを突きつけた。あの奉納祭のチラシには「あのビキニンジャ・匿名希望も参加！」と書いてあるんだ。


    「このチラシ、さっきウチに届いたんだけど。


    このビキニンジャ・匿名希望って、まさか、ゆりちゃんじゃないわよね」


    「いえ……あの……私、です」


    　母さんは大きくため息をついて、やっぱりそうなの、という。


    「祐之介の学校で、『匿名希望』って名前で戦ったんでしょ？」


    「……はい」


    「それは過ぎたことだから仕方ないとして……。夜中どこへ行ってるの？」


    「え、あの……夜回りを……街の警備をしてました」


    　そっちまでばれてるなんて。いったい、なぜ？


    「ここ最近、毎晩のように祐ゆう之の介すけがトイレに起きるから変だと思ったの。まさか、そんなことをしてたなんて」


    　マジかよ、オレのせいか……。


    「あの、町内安全のためと……」


    　いいかけたアイツの言葉を、母さんが切る。


    「どうしてそれがあなたなの？　大人の忍者もいるでしょう？」


    「私は免許皆伝を持っていますから……それと、夜回りでお母さんの手がかりが集まってくることもあって、それで」


    「……まあ、いいでしょう。それで、どんなかっこうで夜回りしてたの？　まさかビキニ？」


    「え、いろいろです……。スクール水着とかチアリーダーとか」


    　母さんは目を閉じて天井を振り仰いだ。こめかみに指を当てて、頭痛を我慢しているような格好をする。


    「だ、大丈夫ですか？」


    「それを聞きたいのはこっちよ。そんな危ないことをするならまずは防具とか、そういうものを身に着けるべきでしょう」


    「でも衣装にはちゃんと理由があって……」


    「そういう当たり前の備えができないなら、もう夜回りは禁止」


    「……わかりました。ちゃんと備えをします」


    　話が終わったらしい。オレは慌てて足音に細心の注意を払いながら階段を駆け上がり、自分の部屋に飛び込む。


    　この用心深さをどうして日頃から心がけられなかったのか……そうすれば母さんにも簡単にばれなかっただろうに。


    



    　部屋に戻るとベッドの上に洗濯物が置いてあった。アイツがたたんでくれたのだ。母さんはタンスのわきに置くからわかる。洗濯物をしまおうと洗いたてのシャツを数枚めくると、見慣れない白いふわふわの物体が現れた。鼓こ動どうが加速する。年中ビキニなのかと思ってたけど、ちゃんと履いてるんだ。


    　ノックの音にオレはドキッとした。


    「あの、祐ゆう之の介すけくん。そっちの洗濯物に私の洗濯物がまぎれてない？」


    「あ、ああ。わかんないから見て」


    　手渡すわけにもいかないので部屋に入ってもらった。あれを確認したアイツは、少し恥ずかしそうに足元のネコ影の中にそっとしまった。


    「……なあ」


    「なあに」


    「ごめん……上手くごまかせなくて」


    　守ってやる、とかいってた自分が恥ずかしい。


    「気にしないで。実はさ、変装して夜回りするのちょっと恥ずかしかったんだ」


    　噓うそ吐つけ。後半はどんな衣装が出てくるか楽しみにしてたじゃん。


    「奉ほう納のう祭さいはどうするんだ？」


    「それはなにがあっても出場するよ。今更中止にしたら、街がパニックになるし」


    　それを聞いて少しほっとした。


    　ホストファミリーだからって、母さんに忍者の活動を禁止する権限なんてない。けど、アイツの性格上、言われたことは守ってしまう。これでアイツがなにもできなくなってしまったら、なんのための忍者ホストかわからなくなるところだった。


    　でも、オレのせいでばれたようなものだから、いくら謝っても足りないな……ホントにごめん。


    「祐ゆう之の介すけくん」


    　オレの手に暖かいものが触れた。


    「これからも応援してくれる？　そしたら私、がんばれると思う」


    　そう言ってアイツは、オレの手を握った。とても武器を振り回したり人間を数十メートルも殴り飛ばす人間の感触じゃない。小さくて柔らかい、普通の女の子の手。


    「応援する、ずっと、絶対に」


    　はじめて感じるアイツの体温に、オレの頭はボーっとなった。


    



    　はじめて家にやってきたときから、変な奴だ、と思っていた。それは忍者なんだから当然だ。でもオレは、今は別の意味でコイツのことを変だと思う。『忍者のくせに』普通すぎる。


    　オレは、アイツがおかしな失敗をするたびに、ああ、コイツは忍者なんだな、と思ってきた。それなのに、こうしてみるとやたら気をつかったり悩んだりする、ホントに普通の女の子だ。忍者の世界は一瞬の迷いが命取りになるところなんだから、もっと割り切った考えをするものだと思っていた。


    　それでも強いんだから、いや強いからこそ悩める余裕があるのか？　よくわからない。


    



    　もしかすると、オレはアイツに何かをしてやれる、なんてことは全然ないのかも知れない。それでもオレが、ただの平凡な男子小学生が忍者のためにできることがあるならば、オレはそれをアイツにしてあげたいと思う。


    　それがアイツのためか、ただの意地なのかはわからないけど……。


    



    　父さんの呼ぶ声で一家がリビングに集まる。夕食がはじまると父さんは餃子講こう釈しやくをまたはじめた。


    「……というわけなんだよ」


    「なるほど、勉強になりました」


    　アイツは素直に父さんの言葉を聞いて、感心していた。


    　それだけのことがしゃべれるのは確かにすごいと思うけど、オレは、この餃子を一口食べればわかることだと思う。まあ父さんが満足してるからいいけど。


    　珠しゆ里り軒けんの餃子は、アイツの食欲増進に大いに役に立った。アイツは餃子をおかずにもりもりご飯を食べ、久々の『おかわり』も出た。


    



    　さっき、今日のご飯はスタミナが付くものにしようと言い出したのは母さんだったことを思い出した。母さんはきっとアイツのことを本気で心配してるんだ。その心配ぶりは、預かってる子を傷つけてはいけないというより、オレを看病してくれているときに近い感じがする。


    　事実、食欲が戻ったアイツを見る母さんは、本当に嬉しそうだった。オレは、いつか二人の誤解をとこうと思いながら、ご飯をかきこむ。


    「お、シノビファイトダイジェストがはじまるぞ」


    　今夜の特集は『密着！　闘うアイドル忍者』……なんだそれ？


    「とある街を襲った不良忍者の大発生。人々の平穏な暮らしを守るべく立ち上がった壬み綱づなの里のアイドル忍者達。その名はビキニン・Ⅴフアイブ！」


    　そのタイトル、ナレーション。ずばり、さっき会ったアカネって人のことだ。


    　テレビに映ったのはまさに夜回りの様子だった。夜の街で暴れる乱波らつぱ者と遭遇するビキニン・Ⅴ。鼻血を出しながらも乱波者を撃退し、シノビ協会へ連行する。


    「……これ、宇う須ず市だね」


    　父さんがぽつりと言った。母さんは心配そうに、


    「ゆりちゃん……あなた、ほんとに怪我することはないの？」


    　と、アイツに聞いた。


    「大丈夫です」


    　本当は細かい怪我をすることはあるけど、それはすぐに治せる程度のものだ。が、ここで敢あえてそれを口にすることはない。


    　テレビの番組の音楽が変わる。一家の目はテレビに注がれた。


    「次週、宇須祭りのフィナーレを飾る奉ほう納のうシノビファイトで更なる事件が発生。ビキニン・Ⅴを待ち受けるとんでもない事態の正体は!?」


    　静まり返ったリビングに呑のん気きなお菓子のＣＭが流れる。アイツがぽつんと言った。


    「……大丈夫です。なにも、起きませんから」


    　それはアイツがなんとかすると言う意味が込められていた気がする。でもテレビのショックが大きすぎて母さんはそこまで考えられなかったみたいだ。『そうよね。良かった』と言って、その場はひとまず和んだ。


    



    　風呂上がりにしばらくリビングで涼んでいると、あとから入ったアイツも涼みにやってきた。なんの躊ちゆう躇ちよもなくオレの隣に立つ。そしてクーラーの風を全身で浴びようと両腕を広げると熱々の身体にシャツがぴったりと張り付いた。母さんは食器洗い機を回しながら台所で読書、父さんは部屋で風呂に入る準備をしている。


    　はあー、と気持ちよさげな声をあげるとアイツがこちらを向いた。


    「祐ゆう之の介すけくん」


    　アイツが話しかけてきた。


    「ん？」


    「奉ほう納のう祭さいが終わったら、次は花火大会だね」


    「そうだな。あ、オレ花火の絶景ポイント知ってるんだ」


    「どこ？」


    「昔住んでたマンションの屋上。ちょうどこっちの先に小高い丘があるだろ……」


    　そう言って方角を指差す。


    「宇う須ず市営団地？」


    「それ。なんで知ってんの？」


    「お母さんの手掛かりがないかこの前調べてきたの」


    「そっか。あそこ、じき取り壊されるらしいんだ。だからあの場所から花火を見るのも今年が最後かもしれない」


    「一緒に見てもいい？」


    「一緒に見ようぜ」


    　風に乗ってアイツの匂いがした。オレをドキドキさせる石せつ鹼けんの匂いだ。
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    　薄暗いパソコン室でモニタを囲む三人のサラリーマン。忍者専用の携帯電話で男と連絡を取る。


    「大将、夜回りの方はどうだい」


    『さっき昼間のヤツからビール代一二六〇円を取り戻しただけだ。そっちは？』


    「協会、やっぱ動いてるよ。狙いを影忍エックスに絞って追っ手を放つらしい」


    『乱波らつぱ者は眼中になしか。で、それはいつだ？』


    「奉ほう納のうシノビファイト当日」


    『影忍がバトルロイヤルにちょっかいを出すと？』


    「協会はそう睨にらんでるね」


    『そもそも影忍の目的はなんだ？』


    「それは協会も判断に困ってるみたいッス。とりあえず参加者としてバトルに紛れこむと想定して準備を固めてるみたいッス。最後のスペシャルゲスト枠にかなり手強い追っ手をねじ込むつもりッスよ」


    『今年の奉納祭は荒れそうだな』


    「確認のために今年の参加人数だけど、結局六十三人になったそうだ」


    『ろ……まだそんなに残ってたのか。ていうかそれだけ忍者がいれば里を興おこせるぞ』


    　男は呆れ声で言う。


    「大将、無理はするなよ」


    『むしろ、燃えるってもんさ』


    「ところで、協会は俺達の動きについては原則黙認の姿勢らしい。それと、嬢ちゃんと影忍との関係性も今のところ『ナシ』という見解だそうだ」


    『そうか。しかし良く調べてくれたな』


    「やはり人脈は大切ということだな」


    『礼を言うよ』


    「お安い御用ッスよ」
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    　ついに夏祭りの日が来た。


    　部屋で高たか橋はしがくるのを待つ。アイツは奉納シノビファイトに出るために、既に家を出ていた。出発前に励まそうと思ったのにすっかり寝過ごしてしまった。


    　もしかしたら連絡が取れるかも知れないと思って、机の引き出しを開けて無線機を取り出し、コールをかけてみた。誰もでない。オレはポケットに無線機をつっこみ、ジュースを飲むために一階に下りた。


    　リビングには母さんがいた。朝からずっとそこにいるみたいだ。


    「祐ゆう之の介すけは知ってたの？　ゆりちゃんが奉ほう納のう祭さいに出るの」


    　オレは、母さんの言葉に立ち止まった。


    「……うん」


    　リビングを見ると、女物の浴衣ゆかたが壁にかかっていた。そういえば、昨日の夜、母さんが出していたような気がする。しかし、これは母さんのにしては柄もサイズも合わない。


    「それ、アイツの？」


    「母さんのお古を仕立て直してみたんだけど、戦いに行くんじゃ着られないわよね」


    　そう言って苦笑いする母さんは、少し寂しそうだった。


    　やっぱり。母さんはアイツのことをこれっぽっちも嫌っていない。


    　アイツだって母さんのことを大事に思っている。なのに二人ともその気持ちがわかってないなんて。そのことを母さんにどう伝えようか考えてるとインターホンが鳴った。


    「高たか橋はしくんじゃない？」


    「こーんにーちはー！」


    「ほら。出掛ける準備はできてるの？」


    「うん。じゃ行ってきます」


    　そう言って玄関前で振り返る。


    「……母さん、いろいろ黙っててごめん」


    「いいのよ」


    「母さん、アイツのこと、家族全員で応援しようぜ」


    「……そうね」


    　母さんは、それだけ言って、弱々しく手を振った。


    



    　暑い。アスファルトが熱されて空気がゆらゆら揺れている。そして体感温度を高くする蟬せみの声。しかしオレと高橋は、これからはじまる奉納シノビファイトの期待と興奮でそれ以上に熱くなっていた。


    「ちょっとタンマ。ジュース買う」


    「オレも」


    　高橋はコーラ、オレはスポーツドリンクを買う。オレ達は忍者じゃないので、心頭滅却しても暑さはしのげないのだった。


    　通学路を外れ駅へ向かう。普通の人たちの中に浴衣姿の人が一人、二人と増えていき、オレ達と同じ方向へ歩いていく。冷房の効いた駅を抜けると熱気が再びオレ達を襲った。


    



    　見渡す限りの人。


    　歩行者天国となった駅前の大通りを人々が往来する。段が設置された歩道は奉ほう納のうシノビファイトを見ようとする人達で通りのずっと先まで埋め尽くされていた。街頭スピーカーから祭まつり囃ばや子しが流れている。人々の顔には祭の活気を心から楽しんでいる様子が現れていた。


    　なるほど、この熱気は夏の太陽じゃなく人間が発するものだったのだ。


    「やばいな。早くいい場所見つけないと」


    「他にどこかあったっけ？」


    「あそこの立体駐車場か……そこくらい？」


    「あー。いいかもな。去年穴場だったし。じゃあクラスの連中に連絡しておけよ」


    「ってかさー、暑いよ。カキ氷食おうぜ」


    　オレは高たか橋はしの意見に乗った。先ほど取った水分はすでに蒸発していた。オレは色のついたのが苦手だから、白みつを頼む。


    「んめー！」


    　かき氷はやっぱ白みつに限るな。氷の味がわかる。


    　ここのみつは、結構いいみつを使ってるみたいだ。甘さが最初にガツンと来るけど、そんなに後を引かない。夢中になってかき込んでると、こめかみにキーンと来て、高橋と一緒に悶もん絶ぜつした。


    



    　立体駐車場までは少し歩かなければならない。カキ氷に癒いやされたオレは周囲を観察する。


    　あちこちに忍者の姿が見える。人の整理をするシノビ協会の忍者や、球場のように飲食物を売り歩く忍者、また、記念撮影専門の忍者、なんてのもいた。


    　人ごみの中になんだか目付きの鋭い男女がちらほらいるが、もしかしたら彼らも忍者かもしれない。奉納シノビファイトを見に来たんだろうか？


    「あ……」


    　記念撮影をしていた女の子がこっちを見た。クラスの女子だたった。


    「おう」


    　オレ達に気付いた女子連中が、下駄をカラコロ鳴らしながらやってきた。知らない顔の子が混じっている。黄色とオレンジの花柄浴衣ゆかたに、お団子みたいにまとめた髪を頭のてっぺんに乗せている子だった。


    「アンタたち、これからどこ行くの？」


    　その子の声には聞き覚えがあった。ん？　と思って良く見たら……。


    「安あん堂どう？」


    「……そうだけど」


    　安堂はいつもかけているメガネを付けていなかった。だから、わからなかったんだ。


    「で、どこ行くのよ」


    「奉ほう納のうファイトの場所探し」


    「今から探して見つかるの？」


    「見つけるまで探すさ。お前らは？」


    「ブラブラしたら帰るつもりだけど」


    「えー、見てけよ奉納ファイト。今年のは絶対見逃せないって」


    「……いいよ、シノビファイトなんて」


    　そのとき、安あん堂どうが通行人と接触して、カランとなにかが落ちる音がした。


    「なんか落ちたぞ」


    「え？　あ、メガネ」


    　メガネ、メガネと言いながらしゃがみこむ安堂。当たり前のようにオレと高たか橋はしは探しはじめた。人をかき分け、やっとメガネの入ったケースを見つけて手渡してやった。


    「……ありがと」


    　安堂はメガネケースをきゅっと握った。


    「あれ？　高橋達は？」


    「え？」


    　辺りを見回すと、オレと安堂は完全にはぐれてしまっていた。


    「しまったな……」


    　オレは頭をかく。


    「……あのさ、ちょっと歩くのつきあわない？　途中でみんなと会えるかも知れないし」


    「んー、そうだな」


    　まあ、最悪ケータイで連絡取ればいいし、ひょっとしたら穴場が見つかるかもしれない。しばらく安堂とぶらつくのも悪くないかも知れない。オレと安堂は二人で歩き始めた。


    「ねえ、こないだのこと、まだ気にしてる？」


    「へ？」


    「シノビファイトのこと」


    「？」


    「なんか、余計なことしちゃったかな、って」


    　オレは思い出して、あーという。そういえばそんなことを安堂に言った気がする。


    「いや、見れてよかったよ」


    「そう、ごめんね」


    　別に、謝られることじゃないけど、と思ったけど、オレは黙っていた。


    　他愛のない会話をしながら露ろ天てんをのぞく。わたあめや金魚を持っている人とすれ違うたび物欲が沸いてくる。安堂とチョコバナナを買って、射的で盛り上がった。オレはカエルのぬいぐるみを当てた。


    「……くれるの？」


    「お前が狙えって言ったんじゃん」


    「そうだけど……。ありがと」


    「今度は落とさないようにしっかり持ってろよ」


    「うん」


    　ケータイが鳴って、高たか橋はしが駐車場で場所が取れたと言ってきた。『わかった』と言ったものの、このまま安あん堂どうを置き去りにしてよいものか……。


    「いいよ。ミカ達たぶん近くにいると思うから」


    「本当か？」


    「うん。早く行きなよ」


    「ああ。じゃあ、またな」


    　歩き出したオレの背中で、安堂が小さい声で『ばいばい、またね』といった。


    



    　大通りに面した五階建ての立体駐車場は隣のデパート専用だが、祭りの日は周囲の道路が通行止めになり利用できないので数年前から人々に解放されている。地元民にもあまり知られていない穴場中の穴場ってやつだ。だが、今年はなんだか様子が違う。人の出入りが結構激しいようだ


    　入り口で高橋が待っていた。


    「出迎えご苦労」


    「遅ぇよ」


    　高橋が言う。中に入って、人混みの理由を理解した。中では隣のデパートの店員さんらしき人達が夜店を開き、生ジュースや焼きそばをその場で売っていた。オレと高橋は、クラスメートが待つ四階へ移動する。


    「あそこだ。その前に売店でなんか買うか？」


    「そうだな。飲み物くらい買っとくか」


    「オッケー。じゃあ、ジュース買ったら行こうぜ」


    　カップになみなみと注がれた生ジュースを持って、オレと高橋はクラスメートと合流した。忍者談義に花を咲かせながらシノビファイトのはじまりを待つ。


    「なあ、もう教えてくれてもいいだろ？　匿名希望ってゆりかさんだよな」


    　オレは頷うなずいた。


    「マジかよ！　絶対応援する！」


    　俺も、俺もと言ってくれるクラスメート。高橋など、周囲の人にまでそれを吹ふい聴ちようし、応援させようとしはじめたので、シャツの襟をつかんでやめさせた。恥ずかしいだろうが……。


    



    　さて、アイツは並み居る忍者達を相手にどんな活躍をするのだろう。そんなことを考えながら通りを見下ろす。上から見るとまた違った趣おもむきがある。街全体が一枚の風景画のようだ。ミニチュアサイズの人が行き交い提ちよう灯ちんが風に揺れる。オレ達の背後を見知らぬ女子達が小走りに過ぎて行った。三人揃ってミニスカートみたいな浴衣ゆかた姿。


    　浴衣か。


    　リビングにあった母さんの浴衣を思い出す。アイツはあれを見て、どんな思いで、今日家を出て行ったんだろう。考えるとオレの気まで重くなる。


    



    　アイツ……戦いに影響しなければいいんだけど……。
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    「あなた、そろそろ出掛けないと」


    「ちょっと待ってくれ……。よし、行こう」


    　八や戸ど刈かり夫婦が家を出たのは息子より二時間遅れてのことだった。各家庭に配られていた奉ほう納のう祭さいのチラシには、『奉納シノビファイト、開始予定十五時』と書かれていた。夫の方がぐずぐずしているうちに、いつの間にか時間が迫っていた。


    「今から会場へ行っても応援できる場所はないんじゃない？」


    　妻は心配するが夫は歩調を速める気配はなかった。そして案の定、人の波は大通りをはみ出てわき道まで押し寄せていた。


    「だめか……」


    　夫がそう呟くと、妻は大胆にも交通整理するシノビ協会忍者に穴場を聞きに行った。ゆりかのホストファミリーという切り札を使ったが交渉は不発に終わった。


    「ここにいても戦いの様子はわからない……。そうだ！　母さん、あそこに行ってみよう」


    「どこ？」


    「珠しゆ里り軒けんだよ」
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    　中心街のある駅西側、そのど真ん中に宇う須ず神社はある。社やしろは小高く盛られた土地の上に建ち、境内から続く階段を降りると目の前を大通りが横切っていた。


    　駅前の大通りをメインに四つの通りで区切られた地域が、今回のバトルロイヤルの舞台である。実際の舞台は地域内の路上で、観戦は歩道か建物内で可能。観客は通常のシノビファイト同様、多数のシノビ協会スタッフと保護カーテンによって守られる。街頭には各所の戦いの様子を映し出すプロジェクターが設置され、その前には黒山の人だかりができていた。


    　大通りへの抜け道やアーケードなど、見慣れた場所が戦場となるはじめての経験に、観客はいつになく盛り上がっていた。


    



    　そこから少し離れた場所にある裏通り、その中央付近にテナント募集の張り紙だらけの中古ビルがあった。入り口には、シノビ協会の紋の入った法はつ被ぴ姿の男達がたむろしている。その三階の貸事務所に、今日の奉ほう納のうシノビファイト・スペシャルゲストの一人、堤つつみ庵いおりは待機していた。


    



    　庵は忍者携帯を取り出し、おもむろに耳に当てる。


    『あ、大将！』


    「店の方はどうだ？」


    『俺達でちゃんとやってるよ。今五人ほど忍者きやくが来てるが休憩中のシノビ協会役員達だ。祭りの生中継を見てるよ』


    「わかった。余計なサービスはしなくていいからな。なにかあったら通信を入れてくれ」


    『了解。大将、大暴れしてくれよ！』


    「おうよ」


    



    　その中古ビルから、さらに数百メートル東にある宇う須ず駅グランドホテル十八階特設ホール。主に披露宴に使用される赤いカーペットのホール内にはテーブルと椅い子すが並べられている。ホールの外は警備忍者による厳戒態勢が敷かれている。そこはビキニン・Ⅴフアイブの控え室になっていた。五人の少女は、中央のテーブルの周りに立って談笑している。


    「マネージャー、計画はどうなってる？　ちゃんとビキニンジャとのシノビファイトは許可されたの？」


    「バッチリだよ。美び姫き尼にの里を通じて、許可取ってきたよ」


    「マジ？　一体どうやったの？」


    「お頭が頭を下げて頼んでくれたんだよ。成功すれば里の知名度も復活すること間違いないからね。なんか演出もテレビ局の方でやってもらえるらしいよ」


    「テレビ局が？」


    「うん。こないだのダイジェストが結構好評で。『ビキニ参り』って企画にするんだって」


    　レッドはふっふっふーと笑いながら、ブルーに向かって言った。


    「ねえ、ブルー。なにか私に言うことはない？」


    「なにがよ。別にないわよ」


    「なーによ。この計画のこと言ったら、あんた真まっ向こう否定したじゃない。ちゃーんとテレビにまで取り上げられたし、スペシャルゲストにも呼ばれたし。メジャー街道まっしぐらでしょ？」


    　ハアとため息を吐いて、ブルーは両手を挙げた。


    「ハイハイ。あんたの勝ち。それでいいんでしょ」


    「何よその言い方っ」


    「でも、ほんとに良くやったと思います。ほんの少し前まで遊園地で着ぐるみを着ていたなんて、噓のようですわ」


    「ボクも、こんどばかりはレッドを見直したな」


    「そだねー。アカネちんグッジョブ！」


    　イエローは親指を立てて、レッドにウィンクをした。


    「なんべん言ったらわかるの？　レッドよ、Ｒ・Ｅ・Ｄ！」


    　その様子を見ていたピンクが何かに気がついたように、そういえば、と言った。


    「最後のゲスト枠って結局誰なんだろう？」


    「さあ？　誰であっても、あたしらの注目を奪うようなら速攻でたたんでやればいいわよ。でしょ？」


    　レッドはぐっと腰に手を当てて、高らかに宣言する。


    「それじゃ手て筈はずどおり、さっさとザコを片付けて、本家ビキニンジャに『ビキニ参り』を仕掛けるよ！」


    「了解！」


    　中心街に近い場所にある休日のオフィスビル。もちろん、普通ならがらんとしているはずだが、今日はエレベーター前などにシノビ協会の法被はつぴ姿の男達が立っていた。ビキニ姿の少女がそのビルの一室で待機していた。美び姫き尼に流免許皆伝ビキニンジャ、舞まい岳たけゆりかの控え室だ。


    　ゆりかはあてがわれた一室の窓際に一人佇たたずむ。窓からは駅から緩やかなカーブを描いて大通りが伸びているのがみえた。


    　先ほどまで往来する人でいっぱいだった通りは、警備忍達による規制が始まっていた。人影が少なくなってきたところへ、入れ替わるようにどこからともなく思い思いの装束を身につけた忍者が姿を現す。年齢も性別も、恐らくは流派もばらばらな大勢の忍者が一同に会するのは滅めつ多たにない光景だ。


    



    　ゆりかは懐から忍者ケータイを取り出した。


    「はい」


    『庵いおりだ。はじまる前に確認しておく。もし影忍エックスと遭遇し、相手が襲ってきたら、正体が誰であろうと[image: ]を振るえ。それと通信は開いておけ』


    「……はい」


    『あとビキニン・Ⅴフアイブには気をつけろ。なにか仕掛けてくるつもりだ』


    「はい」


    『今日は祭りだ。楽しむくらいの気持ちで行け』


    「……わかりました」


    　ケータイをしまうとゆっくり目を閉じ、外の空気を窓越しに体感する。漂う緊張感……テレビや例年のシノビファイター達とは違う、冷たく刺とげ々とげしい気配を漂わす忍者達に人々が戸惑い、警戒しているようだ。


    　冷たい気配は観客の中からも感じる。気配を殺し観戦する忍者が多数紛れているようだ。


    　ゆりかもまた、その気配に警戒心を強めた。


    　これほどの忍者の前で奥義を披露してよいのか？　という疑問が湧わくが、即座に師匠の言葉が思い出される。


    『お前はまだ巣立ったばかりの鷹。隠せるほどの爪などあると思うな』


    　……そう。それでいいのだ。今の私は全力で戦って一人前なのだ。


    



    　けど……。


    



    　ゆりかは静かに目を伏せる。家を出るときにみた、あの浴衣ゆかたが忘れられなかった。あれが、おばさまの気持ち。シノビファイトに出ることは忍者として当然だと思うけれど、一方でおばさまの気持ちに応えずにシノビファイトに来た自分のことが許せなかった。


    　祭まつり囃ばや子しが消え、スピーカーから間もなく奉ほう納のうシノビファイトが開催されるというアナウンスが流れた。ゆりかは目を開き、冷たい闘志に背を向けてオフィスの出入り口へ向かう。


    　ゆりかは、口元で小さく唱えた。


    「どうか、私の戦う姿がおばさまの目に届きませんように……」


    



    　十五時まで、後数分。
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    　スピーカーから今日の奉納シノビファイトの概要がアナウンスされる。


    「それではまもなく、シノビ協会認定・宇う須ず神社奉納大バトルロイヤルを開催いたします。今回の通常参加者は六十三名となりました。さらに特別参加者として、八名の皆様にご参加いただいています。開始後十五分でまず第一の特別参加者がシノビファイトに投入され、さらに十分後に第二の特別参加者がシノビファイトに投入されることになっております……」


    



    　そのアナウンスを皮切りに、参加する忍者達がそれぞれ自慢の得え物ものを入念にチェックする。刀、槍、マシンガン。様々な武器が入り乱れていた。


    「こいつらが一斉に戦うんだよな。ていうか、あの戦車も忍者なのか？」


    　砲身に白いマフラーを巻いた漆しつ黒こくの戦車がアイドリングしている。


    「速攻で的にされそうじゃん」


    「おい、あっちには魔女っ子がいるぞ。魔女っ子」


    　戦車の前方では二十歳前後の魔法少女が魔法のステッキを素振りしている。


    「一体どうやって戦うんだ？」


    「わかんねえ……」


    　たしかに皆目見当がつかない。


    　スピーカーから宮ぐう司じの祝詞のりとが流れた。マイクの向きを変えたようなノイズの後に、太たい鼓この音が大音量で発せられた。ついに開戦だ。


    



    　開戦の合図に忍者が一斉に姿を消す。砲声にも似た音が連なるように轟とどろき、続けて空うつ蟬せみに使われた大量の丸太と数人の忍者が舞台を乱舞した。砲声のように聞こえた音は必ずしも大砲ではなく、一斉に起きた激しい初太刀の音だ。


    　あまりの音量に驚いた観客が耳と目を塞ぐ。彼らが次に目を開けたときには、街はすでに戦場と化していた。銃声、爆発。炎と煙が乱舞し、地上を、宙を、目で追いきれない速度で忍者が駆ける。そして接触するたびに地を這うような衝突音が腹に響き、裂くような金属音が耳を突き抜け、閃光が網もう膜まくに像を残す。


    　二、三度瞬きする間に、街灯が折れ、信号機が落ち、路面に穴が開いた。その様子を啞あ然ぜんと見つめる祐ゆう之の介すけ達の目の前に忍者が突如ふきとんできた。


    　ぶつかる！　と、思ったが、防護シートに阻まれてズルズルと落下していく。


    　高たか橋はし達は次第に興奮しはじめた。


    「ちょ、これ、まるで戦争じゃん！」


    「おい見ろ、あの戦車超速え！」


    「うお、火か遁とんの術をバックで避けた！」


    　例の忍者戦車は想像を越える軽快なフットワークで路面を疾走し、敵に向かって次々と砲弾を浴びせていた。あまりに意外な光景に一同は妙なおかしさを感じつつ、しばらく戦車を応援し続けた。戦車は五、六人の忍者達に囲まれ集中攻撃を浴びていたが、煙幕を張って冷静に危機を乗り越えると抜け道に進路を取った。


    「すげえ、忍者戦車！」


    　恐らくこの場にいるすべての人間がはじめて目にする規模の大忍者戦。祐之介達のようになんでも受け入れられる子供達やマニアを除き、観客の多くはいまだ戦いの波に乗り切れていない様子だった。


    「でもよってたかって攻撃するなんてズルくねえ？」


    「いや、みんなやってるじゃん」


    　戦車に集中攻撃を仕掛けていた忍者集団はターゲットを変え、より少数の集団を囲み攻撃をはじめた。『共闘』はバトルロイヤルの常じよう套とう手段であり、事実、舞台のあちこちで即席チーム同士が火花を散らしていた。しかし、程なく先ほどの集団が仲間割れをはじめた。所しよ詮せんは利害で集った者同士、『裏切り』もまた当然の策である。


    　他にも、こそこそ逃げ回る者や大技でライバルを一いち網もう打だ尽じんにしようとする者など、あらゆる作戦で皆勝ち残りを狙っていた。


    



    　その頃、珠しゆ里り軒けんの店内では、八や戸ど刈かり夫妻が啞あ然ぜんとして戦いの様子を見ていた。


    「……ねえ、ゆりちゃん本当にこんな戦いに参加するの？」


    「だ、大丈夫だよ」


    　そうは言ったものの、夫の方もこんな激しいシノビファイトは見たことがなかった。さすがに不安になって画面を見つめる。


    「旦だん那なさんの言うとおり。この程度なら問題ないですよ。何しろ美び姫き尼に流の免許皆伝ですからねぇ」


    　店を任されていた鳥と羽ばが、八戸刈夫妻に話しかける。


    「ゆりかちゃんの強さは次元が違いますからな。こいつの言うとおりですよ、奥さん」


    　夫婦は突然割り込んできた、訳知り顔の二人に驚いてその二人を見た。


    「あの、皆さんは……？」


    「人呼んで珠里軒トリオッス。これでも一応忍者でして。ゆりかちゃんとは一緒に夜回りさせてもらってるッス」


    　奥さんの方が、一瞬目を見開いて、すぐに目を伏せる。


    「……ゆりちゃん、夜回りではどうでしたか？」


    「いやあ、ゆりかちゃんが出動してた日は、ほんとに心強かったですなあ。アタシらは忍者と言っても兼業なもんですから、腕っ節のほうはてんで弱くて、夜回りするのも一苦労なんですわ。でもゆりかちゃんが助っ人に加わるとあっという間に解決するんで、みんな感謝してましたよ」


    　鳥羽は、ほんと惚ほれ惚ぼれするような強さなんですわ、と言って笑った。


    「……そう、なんですか」


    「先輩、そろそろ時間ッスよ」


    「お」


    　珠里軒トリオは厨ちゆう房ぼうからテレビの見やすいテーブル席に移った。


    「なにか、面白いことがはじまるんですか？」


    　旦那の方は少年のような瞳で珠里軒トリオにたずねた。


    　隆りゆう造ぞうがにやりと笑って言った。


    「ここの主人が登場するんですよ」
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    　一人、また一人忍者が倒されていく頃、観客もようやく戦いを理解しはじめ声援を送るようになった。


    　幾分戦いが落ち着いた頃、会場にサイレンが鳴り響いた。スペシャルゲストの第一陣が参戦する合図である。


    「海星ひとで町町内会代表・白しら滝たき流・堤つつみ庵いおり、見参！」


    　かつて市内で最も賑わっていた商店街『ミルキーロード』のアーケードを突き破り、庵はド派手に参上した。


    「まいど。珠しゆ里り軒けん」


    　アーケード内では西洋甲かつ冑ちゆうの忍者を、同じく西洋風だが上半身裸のマッチョな剣士忍者が巨大な剣で叩きのめしたところだった。マッチョな忍者は庵を見ると、剣を担かついでニヤリと笑った。


    「待ってたぜ、堤庵」


    「ケチな食い逃げ野郎のくせに、ずいぶん横おう柄へいだな」


    「抜かせ。かわされ続けた勝負、ここで付けさせてもらうぜ」


    「勝負だ？　こっちは中ジョッキ一杯と餃ぎよう子ざ三人前、耳そろえてきっちり払ってもらうだけだ」


    　アーケードの店内から人々が見守る中、相対する二人。マッチョ忍者は剣を構えじりじりと間合いを詰める。わずかな挙動も見逃さないよう細心の注意を払って。


    　その様子を見た庵はしかし、呆れ顔で言い放った。


    「さっさとかかって来い」


    　挑ちよう発はつに乗せられたマッチョ忍者は一気に踏み込み、渾身の力で横よこ薙なぎに剣を振るった。庵はその一撃を左腕の手刀一振りで叩き落とすと、マッチョ忍者の驚いた顔に爆弾のような威力の[image: ]を一発叩き込んだ。マッチョ忍者は放置自転車を蹴散らしながら車止めの栅に激突し、さらに勢い余ってアーケードの外へ放り出された。


    「やりすぎたか……治療費と差し引いてチャラにしといてやるよ」


    　庵はニヤリと笑い、アーケードを走り去った。


    「五目ラーメンとライス！」


    「中ジョッキが二杯！」


    「お前は焼きそばと餃子一人前だったな！」


    「酎ハイに海鮮焼きそば、餃子四人前。食いすぎだ！」


    　食い逃げ忍者どもを追い、庵いおりは広い街中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回る。[image: ]一つで次々忍者を倒していくその活躍は、観客と観戦する忍者の目を釘付けにした。そして今、祐ゆう之の介すけの目の前でまた一人殴り倒した。


    「すっげえ店長さん!!」


    



    　庵と時を同じくして、駅前通りに五人の美少女が光臨した。


    「赤い衝撃、ビキニン・レッド！」


    「緑の静寂、ビキニン・グリーン」


    「青い稲妻、ビキニン・ブルー！」


    「ピンクの閃光、ビキニン・ピンク！」


    「黄色い竜巻、ビキニン・イエロぉ！」


    「溢あふれる正義を胸に秘め、今、参上！　水忍戦隊　ビキニン・Ⅴフアイブ！」


    　背後から炎が吹き上がり、その派手な演出に大人は一部を除いてぽかーんと口を開け、子供たちだけが大喜びで歓声をあげた。


    「……反応ビミョーだね」


    「……だからやだって言ったのに」


    「大丈夫、計画通り！　これからもっと観客を惹ひきつけるわよ！　さあ、行くよ！」
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    「了解！」


    



    　最初のパフォーマンスで子供の心をがっちりつかんだ彼女達は、その強さでシノビファイトファンの心もがっちりつかんだ。五人一組が身上のビキニン・Ⅴフアイブは、他の即席チームとは比べ物にならないほど洗練されたチームワークで数の有利を最大限に発揮していた。


    「破っ！」


    　五人が自身のこめかみのあたりに指を当て気合いを発すると、額ひたいから光線が発射された。光は街灯を切断し、空うつ蟬せみの丸太を貫通しながら周囲の忍者達を一掃した。


    「かっこいいー!!　光線ビームだ!!　がんばれレッドー！」


    　子供が大喜びで声援を送る。


    「ありがとー。でもボク、これは光じゃなくて水なの。水、忍、術！」


    　子供達に手を振る赤いビキニのビキニン・レッド。


    「さあかかってらっしゃい。ただし三人以下とは戦わないよ！」


    　会場中に広がっていた戦火は庵と彼女達によってみるみる鎮ちん火かされていった。それに反して観客の盛り上がりは応援すべき忍者が定まったことでグングン高まっていた。


    



    　そして遂に、二度目のサイレンが鳴った。
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    　ほとんどの観客は目の前の状況を追うのに精一杯で、サイレンの音にはそれほど反応しなかった。しかし、忍者達は違う。一様に固かた唾ずを呑む。ついに、美び姫き尼に流ビキニンジャが投入されたことを知ったのだ。


    　忍者の歴史にその名が登場してから三百年以上。いまだ忍者界最強の存在として君くん臨りんする恐るべき一族が継承するその名は、八尾美姫尼。数十年の間、目にすることができなかった伝説の美姫尼流忍術が今日、当代の孫娘によって解禁されるのだ。忍者であれば、興味を持たない方がおかしい。


    　そして、歩道で観戦する眼光鋭いバイクスーツ姿の女は、そんな忍者の一人だった。ゆりかを見るためにわざわざ遠方からやって来たのだ。ぐっと身を乗り出したとき、なんの前触れもなく、耳元で女の声が囁ささやいた。


    『あの子とやりたいの……？』


    　まるで頭の中に響いてくるようなその声に、バイク女の背筋が凍った。いつの間にか、背後に影のような女が立っている。


    　気配絶ち？　いや、背後にいるこの黒い女からは気配そのものが感じられない。抵抗すれば即座に命を奪われるという予感に、冷や汗を流す。


    　背後の女はゆっくりと腕を回し、もう一度囁ささやいた。


    『やりたければ、やっちゃいなよ……』


    　ふたたび囁かれた言葉に、心をわしづかみにされたように感じた。バイク女はその通りかも知れない、と考えはじめる。身も心も相手に委ねてしまう。


    　アナウンスが『美び姫き尼に流、ビキニンジャ・匿名希望』と告げたとき、バイク女は己の心の箍たがが外れる音を聞いた。バイク女が防護壁を飛び越えるために低く身をかがめた時には、既に黒い女はいずこかへ消えていた。
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    　アナウンスが最後のゲストの名前を告げる。


    「正体不明、忍者エックス」


    　ゆりかと庵いおりは、それぞれの場所で同時に驚きよう愕がくする。


    



    　珠しゆ里り軒けんトリオが慌てて庵に通信してきた。


    『大将、今のアナウンスはなんだ？　影忍とは違うのか？』


    「知らん！　最後のゲストは協会の追っ手なんだろ？　ゆりか、そっちに変化はないか!?」


    　庵は間かん断だんなく襲いかかってくる忍者達を蹴け散ちらしながら、インカムに向かって叫ぶ。


    「……あります」


    　ゆりかは、一足先に神社の正面に降り立ち、目の前に忍者エックスの名乗りを受けて一人の忍者が光臨したのを見ていた。その姿を見た観客から、驚きの声が混じった歓声が上がる。


    　古くから人々に愛され続ける忍者ヒーローの代表格。その名も代々受け継がれることとなり、最も新しい継承者はごく普通の忍者夫婦の間に生まれたお転てん婆ば娘だった。しかしその実力は一七歳にしてすでに歴代随一と称されている。


    「サスケちゃん……!?」


    　ゆりかの視線が向けられているのに気付き、その少女は微笑む。


    「久しぶり、ゆりか」


    



    　同時刻、ビキニン・Ⅴフアイブも忍者エックスはサスケだった、という連絡を受け取っていた。


    「なに、サスケ？　あの楠くすの木きサスケ!?」


    　レッドはマネージャーからの通信に思わず声を上げた。


    　ビキニン・Ⅴはゴキブリのようなしぶとさの忍者戦車をようやく倒したところだった。戦車のハッチからノックアウトされた操縦者がはみ出している。


    「なかなか手強い相手でしたわね……」


    「そんなことより、今の通信聞いたでしょ。まさかそんな大物が、たかが地方都市の祭りに参加するとは予想もしなかったわ」


    「あれ？　計画通りじゃないんだぁ」


    「……ブルー、後で二人きりで反省会しましょうね。ともかく、どうするもこうするもないわよ。相手が誰だろうと計画の邪魔者は潰す！　このままほっとくと、あたしら食われるわよ！」


    「ボクたちにできるかな……」


    　弱気な発言をしたピンクは、獣のように敏感になにかを感じた。続けて四人も不穏な気配を感知する。


    「……なにこれ」


    「舞台の外……観客席からだ」


    「見けん物ぶつ忍にんの気配……どうしてこっちに敵意を向けてるの？」


    「とりあえずサスケのところまで急ぐわよ」


    　ビキニン・Ⅴフアイブはその場をあとにした。


    



    　大歓声に包まれているサスケは、ゆりかに向かって屈くつ託たくのない笑顔を向ける。


    「一緒に暴れようと思ったんだけど、あらかた片付いちゃったみたいね」


    　その笑顔は、ゆりかの記憶の中のサスケと同じだった。ゆりかにようやく笑みがこぼれる。


    「……祭りに参加するなら連絡くれればよかったのに」


    「仕事じゃなかったらそうしたんだけど。ところで、ちゃんと成長した？」


    　そう言って自身の胸こころを指差した。


    「……どうかな。あんまりかな」


    　苦笑いのゆりか。


    「ところでサスケちゃん、その、忍者エックスって名前なんだけど……どういう意味？」


    「ああ。偽者が登場したら、本物が出てくるかと思って」


    　ゆりかの表情が曇った。


    「本……物？」


    「そう、影忍エックス」


    　そのときだった。客席からバイクスーツの女が一人、保護カーテンを飛び越えた。


    「ビキニンジャァァァァ！　私と立ち会えぇぇぇぇ！」


    　叫びながら手刀を振り下ろす忍者を、サスケの爆裂指弾が撃墜した。それを皮切りに続々と見物忍が乱入する。どの忍者も、死んだような目をしていた。


    「ふーん。暗示か。噂通りだね」


    　サスケが笑ってみせた。


    「サスケちゃん、どうして影忍のことを知ってるの？」


    「言ったでしょ。仕事で来たって……破っ！」


    　気合いと共に指弾を打ち込む。一瞬で黒焦げになった忍者が二人の間に落下した。


    「あの……あのね。その影忍エックスだけど、お母さんかもしれないの」


    「そう。じゃあ、今から一緒に影忍捜しする？」


    　笑顔になりかけたゆりかに庵いおりから通信が入る。


    『待て、ゆりか！　そいつはシノビ協会の差さし金がねで動いてる。影忍を捜す目的は単なる捜索じゃないはずだ！　目的を確認するまで油断するんじゃない！』


    「……そうなの？　サスケちゃん」


    　不安げなゆりかの問いかけにサスケは答えなかった。二人はすでに乱らつ波ぱ者ものと化した見けん物ぶつ忍にん達に囲まれている。


    　サスケは胸元で印を結んだ。警戒した乱波者達が身構える。突然、サスケの長い腰帯が触手のようにうねり出し、スカートと腿ももの隙間から[image: ]あい首くちを抜いた。


    「先に行くよ」


    　サスケは目の前の乱波者達に突進した。それを合図に乱波者達が一斉に二人へ襲い掛かる。印を解いたサスケは手の内から弾倉を取り出し先端に親指をかけると、押し寄せる前方の乱波者達を目掛けて矢継ぎ早に弾丸を弾いた。弾は着弾した瞬間に次々と大爆発を起こし、瞬く間に突破口ができあがった。


    



    　後から後から押し寄せる乱波者が、走り抜けるサスケを挟み撃ちにしようと迫る。しかしサスケの腰帯の先に巻きつけた[image: ]首が、素早い動きで敵の刀や手裏剣を弾き返す。


    　サスケは難なく突破に成功した。去り抜き際、乱波者達に弾丸を打ち込むことも怠おこたらず。


    「ゆりか……。やっぱり成長してないんだから……」


    　遠ざかる乱波者の群れを背にサスケは呟つぶやいた。


    



    　一方のゆりかは完全に行く手を阻はばまれ、乱波者達と対たい峙じしていた。死角を作らないよう、ネコ影を自分と同じ姿にして背中合わせに立たせる。乱波者たちから、驚きの気配が伝わってきた。


    　ゆりかはその機を逃のがさず跳躍した。素早く反応した乱波者達はゆりかに手裏剣を打とうと狙いを定めたが、ゆりかはいつものようにネコ影を足場にして空中で方向転換し、軽々と囲みを突破して、サスケを追う。


    　プロジェクターで映し出される戦いの模様に、戦地から離れた観客達も大いに湧き上がる。画面の中で疾しつ走そうするビキニの少女に、野獣の様な男が合流した。


    「ゆりか、サスケは？」


    「この先です。庵いおりさん、サスケちゃんはお母さんを見つけたらどうするんですか？」


    「わからん。だが、こんな展開になってもお前さんの役目は変わらん。それだけは忘れるな」


    「で、でも……私は、今日は……」


    　庵はゆりかの様子がおかしいことに気がついた。いつものゆりかならここで『はい』と答えるはずだ。


    「何かあったのか？」


    　その答えを聞く前に、交差点に差し掛かると左手から大勢の乱らつ波ぱ者ものを従えビキニン・Ⅴフアイブが走ってきた。


    「あら堤つつみ庵……と本家ビキニンジャ」


    「あんたら、サスケを見なかったか？」


    「いいえ。なに、サスケとこの乱入者たち、なにか関係あるの？」


    「まさか会場の外……珠しゆ里り軒けん、聞こえるか？」


    　珠里軒トリオに通信する庵。


    『あいよ、大将。状況はだいたい把握済みだ』


    『店内にいた協会スタッフが大慌てで店を出てったからッス』


    「そうか。サスケが影忍エックスを追っている。そっちでも動いてくれないか？」


    『やっぱり出たか。すでに隆りゆうちゃんがスタッフを追跡してるよ……待った。隆ちゃんからだ。サスケちゃんは今会場の外だそうだ』


    「わかった。俺はこれから隆りゆう造ぞうと合流する。二人は引き続き店番を頼む」


    『了解ッス』


    「そういうわけだ、ゆりか。お前さんとその五人がいれば、こいつらはなんとかできるな」


    　ゆりか達は既に、幾いく重えにも連なる乱波者達に包囲されていた。


    「任せなさい」


    　返事をしたのはビキニン・レッドだった。すると庵はいきなり乱波者に向かって無む謀ぼうな突撃を敢かん行こうした。そしてあえなく乱波者に蜂の巣にされる。しかし路面に転がっているのは無数の手裏剣が刺さった丸太だった。


    「きれいな空うつ蟬せみね」


    　ブルーが感心する。


    「あんた、戦える？」


    　レッドの問いかけにゆりかは首を縦に振る。しかしその姿に覇気はなかった。
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    　オレは、会場を包む異様な雰囲気に気がついていた。奉ほう納のうファイトでなにかが起きている。


    　アイツは神社の正面付近に現れたらしい。同じ場所に、もう一人のゲスト『忍者エックス』も現れたようだった。大歓声が神社の方から聞こえてくる。


    　目の前にあるプロジェクターに、アイツと『忍者エックス』が大写しになった。


    サスケだ。


    



    　オレは驚いて声が出なかったが、周りの人たちはもちろん大歓声を上げていた。あんな超大物が祭りに出るなんて思ってもみなかったからだ。


    　影忍エックスの正体がサスケだったのか？


    　オレは混乱していたが、謎の女が奇声と共に客席から舞台に飛び込むのを見て、正気に戻った。女は爆発と共に地面に落下する。これは、なにかおかしい。この女、客席から参戦してきている。そんなアトラクションは無いはずだ。


    　ぞろぞろと忍者と思われる者が乱入し、アイツとサスケを囲んだ。そう、あの忍者達は予定外の参加者みたいだ。もしかして、影忍エックスが何かしたのか？　サスケが？


    　乱らつ波ぱ者もの達の囲みを突破したサスケを追って、通りの奥へ走り去ったアイツが、今、大勢の忍者を引き連れて戻ってきた。ビキニン・Ⅴフアイブも一緒だ。


    　しかし、ビキニン・Ⅴとアイツを囲む忍者の数も倍に増えている。よく見ると、ゆりかの様子もさっきと違っていた。はじめは周囲の忍者を警戒しているのかと思ったけど、単に落ち着きがない感じ。まるで迷子の子供みたいだ。やっぱり、母さんとのことで影響が出ているんじゃないか、とオレは直感した。


    　乱波者が一斉にアイツ達を攻撃しはじめた。一人目、二人目、アイツは流れるように攻撃を避けているようだったが三人目の火噴きをモロに浴びた。あっと思ったが、ギリギリよつんばいになって回避したようだ。オレは胸をなで下ろす。


    　アイツは自分で攻撃しようとせず、ネコ影の術のみで戦っていた。ネコ影はアイツの死角を常にフォローするように乱波者の前に立ちはだかり、サンドバッグのように叩かれまくっている。でも術だからダメージを受けることも痛みを感じることもなく、その百倍くらいの力で乱波者に次々お返しをしていく。杭のように地面に刺さったり、ボーリングのピンのように弾け飛ぶ乱波者達。ネコ影が戦ってる姿をはじめて見たけど、それはめちゃくちゃ強かった。


    　ビキニン・Ⅴもかなり強かった。五人がそれぞれ専用の武器を持ち、各々種類の違う水忍術を繰り出すのだ。ビキニン・ブルーとビキニン・グリーンは先端がラッパのようなライフル銃。乱波者の左右に回り込み、ショットガンのような水滴を発射した。


    　水滴といっても弾丸のような速度で、その威力は路面に穴を開けるほどだ。二人に銃を向けられた乱波者はすかさず後方へ跳ちよう躍やくし難を逃のがれようとしたが、その着地点には花柄のバズーカ砲を担いだビキニン・イエローが待ち構えていた。乱波者をしっかり狙い、スイカ大の水すい塊かいを発射し、一撃で仕留めた。


    　乱波らつぱ者を倒し油断しているビキニン・イエローに背後から新たな乱波者が襲い掛かる。するとビキニン・イエローは突然しゃがみこみ、その頭上をビキニン・ピンクのハンマーが横切った。先端が乱波者に触れた瞬間、内蔵された水が蒸気となって大爆発を起こした。見事な連携。


    　ところが、ビキニン・レッドだけは普通の刀を大振りしながら乱波者を追っかけ回している。素しろ人うとのような戦い方だな、と思っていたら、レッドが追い込んだ場所をビキニン・ブルーとビキニン・グリーンのライフルが狙っていた。やっぱり、さすがだ。


    



    　最後の一人をネコ影が殴り飛ばした。舞台に戦える忍者はもういない。誰もが戦いの終わりを予感し、参加者達全員に惜しみない拍はく手しゆ喝かつ[image: ]さいを送ろうとした、まさにそのとき。


    　会場におどろおどろしいＢＧＭが鳴りはじめ、会場中のスクリーンにこんな文句が流れた。


    



    「ビキニの名を騙かたる者、許すまじ！


    　本日、この会場に本家本元、美び姫き尼にの里から最強の刺客が送り込まれた。


    　その名は、ビキニンジャ・ゆりか！


    　ビキニ姿を模も倣ほうしただけの自称ビキニンジャ達を成敗すべく、


    　これより最初の獲物を狩る！


    　見よ、これが『ビキニ参り』だ！」
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    　観客も、そして計画を企てた張本人であり、先ほどまで不敵な笑みを浮かべていたビキニン・Ⅴフアイブも首をかしげた。


    「え？　ちょっと……え？　あたし達が主役の企画じゃないの？」


    　と、レッドが言うと、グリーンが答えた。


    「どう見てもあっちが主役ですわねぇ……」


    　ブルーがメガネを押し上げて言う。


    「なるほど。あたし達は道化だったってことね」


    「ねえ、お姉ちゃん、どういうこと？」


    　イエローがピンクに向かって聞くと、ピンクは悔しそうに


    「ボク達はえらい人達に、いいように操られたんだよ」


    　と答えた。


    「何弱気なことをいってんのよ。あたし達が道化なら、ここは舞台？　違うでしょ。あたし達は忍者で、ここは戦場。シノビファイトにあるのは『やった』か『やられた』か、じゃないの？」


    　レッドが言った。ピンクは目に力を取り戻す。


    「……そうだね。結末を決めるのは、ボク達自身だ」


    「そういうこと。さあ、ビキニンジャ・ゆりか！　きっちり立ち会ってもらうわよ！」


    　結果的に計画が進んだビキニン・Ⅴフアイブは会心の笑みでゆりかに指を突きつける。しかし。


    「奉ほう納のうシノビファイトは終わったので、もう戦いません」


    　ゆりかの言葉に力はなかった。


    「はぁ？」


    「おばさまとの約束なんです。それに急がないとお母さんが……」


    「ふーん……なんか事情がありそうね。でもあたしらも、『はいそうですか』とは退ひけないんだ」


    　ビキニン・Ⅴはゆっくり陣形を取りはじめる。


    「負ければ美び姫き尼に流の名に傷がつく。そんなこと、できるわけないよね」


    　八や尾お美姫尼の孫、美姫尼流免許皆伝。その自分が敵に背を向けることなど決して許されない。今まで溜め込んできた思いはすでにドロドロに溶け合い、さらにビキニン・レッドの言葉に反することができない苛いら立だちが加わったことで、ゆりかは今どのような感情を発すればいいのかまったくわからずにいた。


    　そんなゆりかに、ビキニン・レッドが指を突きつけて言った。


    「ビキニンジャ・ゆりか！　本家がどう思おうとビキニは我がビキニン・Ⅴの魂だ！」


    　それを察したビキニン・ブルーが続く。


    「このビキニに懸かけて、我々は全力で立ち向かう！」


    「そして勝利する！」


    　ビキニン・イエローが続いた。


    「ビキニンジャ・ゆりか。いざ尋じん常じように、勝負！」


    　五人が啖たん呵かを切ったそのタイミングで、スピーカーからシノビファイトの立たち会あい忍にんの宣言が流れた。


    『シノビファイトに穢けがれた勝利なし。結果に遺い恨こんなし。流儀を犯す者には制裁を。双方作法を守り、存分に戦うべし』


    　観客が雄たけびを上げた。この展開は紛れもないシノビファイト。テレビでもお馴染みの熱い忍者同士の戦い。街の温度が急上昇していった。


    



    　しかしその熱気はゆりかの心になにも伝えなかった。ただ必死に己の心を見つめ、心に渦巻くドロドロとした感情をなんとか整理しようともがいていた。もがいていると突然恐怖が電流のように背筋を走り抜けた。前を見ると陣形を組んだビキニン・Ⅴが自分に向けて五メートルはあろう巨大な水の塊を発射した直後だった。


    



    　ビキニン・レッドは乱波らつぱ者との乱闘で、ネコ影の活躍ぶりをずっと観察していた。


    　念じて動かしてるのではなく、自立して戦況に対応しているとしか思えない恐るべき忍術。影忍対策は十分してきたつもりだったが、全く想定外の忍術に内心舌を巻いていた。


    　あの対応力では自分達の武器やフォーメーションも破られる危険があると悟り、一気に大技を仕掛けてきたのだ。


    



    　ゆりかはネコ影で大水球を受け止めたが、その莫ばく大だいな運動エネルギーに対抗できず何メートルも後退する。それでも踏ん張り、なんとか押しのけようとしたそのときだった。水球の向こう、印を結ぶビキニン・レッドが指先から白熱する火の玉を発射した。ネコ影、そして自分達が放った大水球があるにもかかわらず火の玉は一直線にゆりか目掛けて飛んできて、水球の中央付近で停止した。


    　レッドは勝利の[image: ]を握る。火の玉は大水球と急激に混ざり合い、大爆発を起こした。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    　変だ。アイツ、どうしたんだ？


    　大爆発と共に、オレ達が観戦していた駐車場の真下に黒いボールが転がってきた。アイツを包むネコ影シェルターだ。中から現れたアイツが神社の方に顔を向くと、再び巨大な水のボールが飛んできた。そしてボールに光の矢のようなものが飛んできて再び大爆発を起こした。


    　ネコ影はもう一度シェルターとなって駐車場の先へ転がった。すると出てきたアイツは辛そうに肩を落としていた。そこへまたしても大水球、それも一回り大きなやつが飛んできて光と共に爆発した。あまりの破壊力に道路がえぐれてしまっている。アイツはとうとうネコ影から放り出されるようにごろごろと地面を転がっていった。


    　どんどんアイツが遠く離れていく。神社の方から小走りにやってきたビキニン・Ⅴフアイブがオレのすぐ足元で立ち止まり、ゆっくりと水球発射の体勢に入った。


    オレ達子供なら、たぶん『特撮ヒーローが怪人を倒す必殺の武器を構えるときのポーズ』って言うだろう。前の四人が大水球を作って発射、そしてレッドが印を結んで光の矢を発射。ビキニン・レッドが[image: ]を握った瞬間、大爆発を起こす。爆発音が少し遅れて聞こえてきた。アイツがどうなったのかは、もう確認できない。そのとき、オレのケータイが鳴った。


    『祐ゆう之の介すけ？　ゆりちゃんはどうしたの？』


    　母さんだった。


    「よくわかんないけど……なんか本気で戦ってない気がする」


    『どうして？』


    「わかんないよ。乱らつ波ぱ者ものと戦ってたときはそういう作戦なのかと思ったけど、こんな一方的なやられ方は」


    　ひときわ大きな爆発音が聞こえ、オレは耳を塞ふさいだ。音の方を見ると、通りの果てから巨大な白い煙が上がっている。オレの頭にとうとう（アイツが負ける）という言葉が浮かんできた。ビキニン・Ⅴフアイブの攻撃はすごいし、アイツの戦いはダイナマイト戦せんしか見たことがない。しかし、これはただの希望かもしれないけど、オレはアイツがこのまま負けてしまうなんて信じられない。


    　オレはたまらず立ち上がり、アイツへ向かって駆け出した。


    　人混みをかき分け駐車場を下り、白い煙の方へオレは向かった。逆転のチャンスはきっとある。オレがアイツのために何かができるとしたら、今しかない。


    　通行止め。道路を舞台にしてるからあちこちで街が分断されている。普段ならまっすぐ走れば着く場所なのに、それでもかなりの距離があるのに。オレは電話に向かって叫ぶ。


    「母さん、いや父さんに代わって。今どうなってる？」


    　たぶん、父さんのほうが冷静だ。


    『国道の方に押し流されて……今いちょう通りに曲がった。今度は新しい攻撃を受けてる』


    「わかった！」


    『祐ゆう之の介すけはどこへ行くんだ』


    「捜して応援しに行く」


    　いちょう通りならミルキーロードを抜けてすぐだ。ダッシュで商店街を駆け抜ける。


    『祐之介、ゆりちゃんはネコ影を丸くするたびに疲れてるみたいなんだけど、どうしてか知ってるか？』


    「し、知らない……でもあれかな……ゲームみたいに、使うと力を消費するとか……」


    　オレは肩で息をしながら、口元をぬぐう。


    　見えた。この道をまっすぐ。しかし、道の先は人だかりで動けそうにない。なんとかアイツとコンタクトをとれるところはないかと脇の建物を見ると、屋上に見物人が見えた。急いでそのビルの階段を探す。


    　やっと階段を見つけたと思ったら、階段の手前で警備のシノビ協会の人が仁に王おう立だちしていた。


    「ここは私有地だから、勝手に入っちゃダメだ」


    　そう言われると思った。でもここで引き下がるわけには行かない。


    「……お願いします！」


    　息を整えようやく言えた。オレは何度も頭を下げる。忍者さんは周りに人がいないのを確認すると『しょうがないな、誰にも言わないでくれよ』と言って通してくれた。


    　オレは階段を駆け上がる。きつい。足が鉛のように重い。膝ひざが崩れるかと思った直前に、屋上がひらけた。人の姿はまばらだった。


    　眼がん下かを列車くらいの太さの光線が走り抜けた。その光線が走った跡に、懸命に立ち上がろうとする、ずぶ濡れのアイツの姿があった。


    「ゆりかーー!!」


    　もう一度、めいっぱい息を吸い込んで叫んだ。


    「ゆーーりーーかーー[image: ]」


    　ゆりかには、全く聞こえている様子がない。くそ、届かないか……ケータイじゃゆりかの電話にはつながらないし……あせってポケットを探ると、無線機が出てきた。


    　これだ！


    



    　オレは無線に向かって叫ぶ。


    「こちらホスト、黒猫聞こえるか、応答しろ！」


    『え!?　ゆ、祐ゆう之の介すけくん!?』


    　びっくりしたような声でゆりかの返事が返ってきた。


    「オレが応援したら、がんばれるんだろう！　負けるなよ！　……がん……げほっ[image: ]」


    　オレはむせてしまう。ここまで無理をしすぎた。喉がカラカラで声が出ない。国道の方からビキニン・Ⅴフアイブの姿が見えた。どうする、どうする……。


    　あった、まだ応援する方法が！　オレは掠かすれた声でゆりかに言った。


    「ゆりか、今から投げるモノを受け取ってくれ、いいな！　なげるぞ！」


    『わ、わかった』


    　俺は後方を確認し、屋上ぎりぎりまで下がった。そして空を見上げる。父さんみたいに高くは投げられないけど、オレは全力で、それをできるだけ高く放り投げた。
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    　祐之介が投げ上げたそれは保護カーテンを越え、通りに入った。すこし遠い場所に落ちそうになっていたが、ゆりかは全速力でキャッチした。


    　手に取ると、ケータイだった。もちろん普通の。通話口からボソボソと何かが聞こえている。耳に当てると、女性の声がした。


    『……もしもし？　祐之介？　なんか変な音がしたわよ。どうなってるの？』


    「えっ……おばさま、ですか？」


    『えっ、ゆりちゃん？　ゆりちゃんね!?　中継見てるわよ。大丈夫なの？』


    　受話器の向こうから心配そうに話しかけてくる声にゆりかの心は震えた。


    『もう無理しないでもいいのよ』


    　ゆりかは自分がこんなに修行不足とは思わなかった。


    「ご、ごめんなさいおばさま。私、どうしても戦わないとダメで、それで……ビキニンジャとして勝たなければダメで……でも……やっぱり戦ってごめんなさい……」


    『まさか、今まで本気じゃなかったの？』


    「私……これ以上おばさまに嫌われたくないし、お母さんが近くにいるかもしれなくて、早く見つけに行かないとひどい目にあうかもしれなくて、でもお母さんは悪い人かもしれなくて……おばさま、私、どうすればいいですか……？」


    『だったら目の前の人達をやっつけて、すぐにお母さんを追いかけて、事情を聞きなさい。忍者がそんなこともわからなくてどうするの！』


    　おばさまの声は、凍いてついていたゆりかの心に陽よう光こうのように差し込んだ。力強く、暖かい励ましが注ぎ込まれてくる。


    「……あ」


    『がんばりなさい、ゆりちゃん。私はあなたの味方よ』


    　そのとき、ゆりかの心のドロドロが弾けて消えた。


    『それ、ゆりちゃんと繫がってるの？』


    　おじさまが奥の方から話しかけてきた。


    『おーい、ゆりちゃん。僕ぼく達らにゆりちゃんの強いところ、見せてくれ！』


    「あ、ありがとうございます！」


    　ゆりかは右手で目をぬぐうと、完全に何かを吹っ切っていた。


    



    　通りの中央でビキニン・Ⅴフアイブは立ち止まった。


    「……チェック・メイトね、ビキニンジャ」


    　振り向いたゆりかの姿は、熱せられた路面から立ち昇る陽かげ炎ろうにゆらゆらと揺れている。しかし呼吸は整い、気力は満ち、その心は力強く屹きつ立りつしていた。そしてゆりかが女の子からしなやかな野生動物に変化するのを見たとき、祐ゆう之の介すけは確信した。


    　この戦い、ゆりかの勝ちだ。


    



    　見える。すべてがゆっくりと。


    　身体のキレはいまいち、集中力もあまりもたないけど、行ける。


    　全身の力を抜き、一瞬で緊張させる。


    　この推進力なら一歩で相手の懐まで届く。相手はまだ私の動きを捉えきれてない。


    　この膝ひざを、あの水すい月げつに、ねじ込む。


    



    　ビキニン・レッドの脇を疾しつ風ぷうのようになにかがすり抜けた。ドスンという音に振り向くと、ブルーがいたはずの場所に膝を突き出したゆりかがいる。ブルーはすでに、遥はるか後方で地面に倒れていて、派手に土煙を上げていた。


    　レッドはすかさず額ひたいに指を当て、気合いと共に水の光線を発射した。


    　滞空中のゆりかは素早く足下に来たネコ影を蹴けって軌道を変えて回避する。そこをイエローのバズーカが狙っていた。


    　避けきれない。


    　水の大砲を腕でガードするが、衝撃で吹っ飛ぶ。ゆりかは地面を転がった。そこへレッド、グリーン、ピンクがゆりかに駆け寄り、包囲網を作る。ゆりかは素早く起き上がり三人の追撃を阻もうとしたが、すでに囲まれてしまった。


    　一人の忍者を三人がかりで攻めるのは、古くは伊い賀が者ものが『くるま』と呼んだ忍者の基本的な戦法である。いかに強者といえど数の不利を覆すのは容易ではない。しかもゆりかを囲むのはチームワークを武器にする相手。先の乱波らつぱ者達とは連携の精度が違う。


    　こんなときに八やツ尾おが使えたら……ゆりかの脳裏ではすでに無数のシミュレーションが行われたが、無茶をすれば大打撃を受け、ネコ影を背中合わせに呼び出しても消耗戦になってしまう。集中力が落ちている今、後者は特に避けたい。


    　ゆりかは耳鳴りを感じた。それはごく近く、それも全方位から聞こえる。命の危険が迫っている。


    　それはもちろん、ビキニン・Ⅴフアイブの三人、彼女達から発していた。彼女達が構えを変えると、さらに耳鳴りが激しくなる。背筋が恐怖でちりちりと痺しびれはじめた。


    　一瞬……八ツ尾のような、一瞬でこの状況をひっくり返せる手を見いださなければ。


    　ゆりかはお婆ちゃんに八ツ尾をかけられたときのことを思い出していた。あのときは打つ手が無いことをかなり早い段階で悟っていたが、今はその感覚がない。


    　絶対に、切り抜ける方法は、ある。


    　体中の細胞が活路を見出そうと騒ぎはじめた。それに呼応するネコ影の脈動を感じる。ネコ影と、対話をしているような感覚。


    　次の瞬間。ゆりかの眉間に光が閃ひらめき、全身に力が充みちるのを感じた。


    



    　ビキニン・レッド、グリーン、ピンクの両手から放たれたのは背丈ほどの水球。それが三つ融合して巨大な球となった。そこにゆりかの頭上からビキニン・イエローが術の仕上げとなる一手を詰める。


    　その最後の瞬間、金属的な音が周囲を震わせ、レッド、グリーン、ピンク、イエローが動きを止めた。ゆりかを包み込んでいたネコ影から鋭く細いトゲが伸びている。


    　四人は、そのトゲに貫かれていた。


    　いや。とっさの反応で術を放棄した四人は、ギリギリのタイミングで空うつ蟬せみを放っていた。水球は術者を失い、ただの水となって周囲にまき散らされた。ぱしゃぱしゃと音を立てて水が落ちる。


    　予想外の攻撃に完全にフォーメーションを崩した四人は、体勢を立て直そうとあがいたが、ゆりかの動きの方が速かった。


    　ゆりかは各個撃破に回る。まず、逃げ切れず手傷を負ったグリーンにネコ影が[image: ]げん骨こつを落とし、アスファルトの路面にめり込ませた。


    　その数メートル脇に尻餅をついたまま動けなくなっていたイエローもネコ影の[image: ]骨で失神した。


    　懸命にゆりかの背後から襲いかかろうとするピンクはネコ影の裏[image: ]できりもみしながら吹っ飛んだ。


    



    　そしてただ一人、完全にトゲを逃のがれたレッド。味方をすべて失い、既に戦力は残っていない。


    　しかし、それでも、一泡吹かせてやるという意地と気迫に満ちていた。ゆりかは[image: ]を引き、あからさまな『一撃必殺』の構えを取った。


    「ふ……ふざけるなぁっ！」


    　素早くゆりかはレッドの腕の内側に入り込み、肘で[image: ]をはじいてカウンターの[image: ]を打ち込んだ。ゆりかの『一撃必殺』はビキニン・レッドの体内に絶望的破壊力の衝撃を流し込む。ビキニン・レッドはドラッグカーの如き速さで大通りを縦断し、派手な破壊音を響かせた。


    　再びおとずれた静寂。そしてそれを打ち破る者は遂に現れなかった。ゆりかはシノビファイトの終了を宣言するかのように、高々と[image: ]を上げた。

  


  [image: ]
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    　ついに終わった。


    



    　四つの大通りを中心に繰り広げられた奉ほう納のう祭さい。その舞台にただ一人立ちつくす少女。[image: ]を突き上げたゆりかは大きなため息をつくと、オレに笑顔をくれた。春にやって来た我が家の一員に、人々は大歓声を送ってくれた。


    　ゆりかは忘れていたことを思い出したような表情でポーチを開けた。ごそごそと何かを取り出してから、オレに手を振ってくれた。その手にはオレのケータイがあった。


    　白衣の忍者と作業服の忍者達が一斉に会場に現れ、あちこちで伸びている参加者の介抱や街の修復の算段をはじめた。観客達はすでに観客ではなく、足早に帰り支度をしたり、その場でシノビファイトの興奮を語り合うなど、その興味はすでに会場から離れていた。


    　オレもゆりかが数人の白衣忍者に囲まれ会場をあとにするのを見届けると、その場に座り込み、壁にもたれる。


    　きっと、ゆりかの動きが変わったのは、母さんがゆりかに何か言ってくれたんだ。母さんは最後までちゃんとゆりかの戦いを見ていたのかな……珠しゆ里り軒けんではやっぱり盛り上がって……いたのかな。ケータイをゆりかに貸してしまったので、それを聞くのはもうちょっとあとになりそ……う……だ……。


    



    
      [image: ]　[image: ]　[image: ]

    


    



    「……祐ゆう之の介すけくん」


    　名前を呼ばれ、はっとしたオレはあたりを見回した。さっきの観客席。気のせいか周りは静かで空も赤い。


    「オレ、寝てた？」


    「うん」


    「ゆりかはいつからそこにいたんだ」


    「ちょっと前。はいこれ、ありがと」


    　私服に着替えたゆりかは、そう言ってオレのケータイを返してくれた。見ると高たか橋はしからの不在着信が入っていた。とりあえずメールで返そう。屋上には人がまばらに残っていて、でもビキニ姿とのギャップのせいか、誰もゆりかに気付いてなかった。


    「これからみんなで珠里軒で打ち上げパーティやるんだって」


    「みんな？」


    「うん。庵いおりさんと皆さんと、おばさま達」


    　サスケの名前はなかった。そういえばいつの間にかいなくなってたな。忙しくて帰ったのか？　忍者エックスのこととか、聞きたいことはいろいろあるけど、まずは歩こう。


    　小学校でのシノビファイトを思い出すような空の色。時間はあのときより遅いけど、街にはまだ祭りの賑にぎわいが残っている。


    「なあゆりか、ちょっと寄ってみようか」


    　オレは金魚すくいの屋台を指差した。


    「……うん。そうね。庵さんも、言ってたし」


    「なにを？」


    「今日はお祭りだから楽しめって。行こ！」


    　そう言って屋台へ走っていった。


    



    「おー、おかえり二人とも！」


    「ただいま！」


    　貸切の札が下がっていた珠しゆ里り軒けんの戸をくぐると、みんなが盛大に迎えてくれた。父さんと母さん、そしてこの三人組が噂の珠里軒トリオか。声は無線で何度も聞いたけど、会うのは初めてだ。


    「二人ともよくやった！」


    「燃えたよ！」


    　二人ともっていうのは、どういう意味だろう？


    「俺達は舞台の表も裏も見てたんだ。祐ゆう之の介すけ少年の活躍も、しっかりとな」


    「少年と八や戸ど刈かり一家の思いがゆりかちゃんを助けたのさ」


    　あらためて言われると、ちょっと照れくさい。


    「ほんとにありがとう。祐之介くん」


    　ゆりかのこの笑顔を久々に見た気がする。そして父さんと母さん。


    「おかえり、ゆりちゃん」


    　その言葉を聞いてじっとうつむくゆりかを、母さんがそっと抱きしめると、ゆりかは子供のように母さんにしがみついた。


    　感慨を込めてその様子を見ていると、父さんがオレの肩をぽんと叩いた。


    「偉いぞ」


    「よーし、みんな、餃ぎよう子ざがあがったぞ！」


    　厨房から頰や腕に絆ばん[image: ]そう膏こうをはった店長さんが出てきた。特大の皿にてんこ盛りの餃子。よだれが出そうだ。箸と飲み物が全員にいきわたると、店長さんが咳払いして『お疲れ！』と叫んだ。お疲れ、と続けてみんなでグラスを合わせる。


    　それからみんなで盛り上がった。父さんと珠しゆ里り軒けんトリオは意い気き投とう合ごうし、母さんは店長さんにゆりかの扱いについてあれこれ注文をつけていた。そしてオレとゆりかは黙々と餃ぎよう子ざを食べ続けた。皿の餃子がすっかりなくなり、ビールを飲んだ大人達がいい気持ちになったところで打ち上げはお開きとなった。


    



    　これまでで、一番楽しくて、一番嬉しい夜だった。
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    　ゆりかがオレをサイクリングに誘ったのは祭りの翌週、日曜日の昼下がりのことだ。


    「祐ゆう之の介すけくん、花火大会の下見に行かない？　自転車で」


    



    　祭りの直後からゆりかは忍者界のマスコミに引っ張りだこで落ち着く暇がなかった。我が家はシノビ協会に守られて平へい穏おんだったけど、学校に行けばオレはダイナマイト戦以来の質問攻めにあい、あっという間に一週間が過ぎていた


    



    　オレはゆりかと自転車で家を出た。ゆりかが自転車をこいで、オレは荷台に座っている。


    　風は心地よく空には雲ひとつない。自分でこぐときよりも速く流れる景色を、腕に感じるゆりかのお腹の感触を意識しながら眺めていた。


    「こういうのも悪くないでしょ」


    「わ、悪くないけど、自転車の二人乗りは禁止だぞ」


    「いざというときは術でごまかすよ」


    　ゆりかとの二人乗りをクラスメートに見られたらちょっと恥ずかしいなと思いつつ、自転車は宇う須ず川がわへ向かう。道路から河か川せん敷じきのサイクリングロードにつながる坂を、ゆりかはオレを乗せたまま平然と登りきった。さすが忍者、すごい脚力。


    「私が花火を見たのは、もうちょっと下流でした」


    　たしかに、花火の打ち上げ場所は橋一本下流だ。しかし自転車は上流へ向かう。ジョギング中の中年夫婦を追い越し再び道路へ下りた。学校とは正反対、学区内だけどあまり通ることのない住宅街に入ると前方に緩やかな坂が見えた。


    　オレの心に突然懐かしさがこみ上げた。丘の斜面に同じ形の古い建物が並んでいる。宇須市営団地。衰えないペースでゆりかは坂を登りきった。


    　ゆりかはネコ影を使って入り口の鍵を開けた。ネコ影ってカギの形にもなるのか……


    　中は薄暗く、ひんやりとしていた。ほこりの臭いがする棟とう内ないを歩く。


    「なんかドキドキするな」


    　先頭を行くオレはちょっとした忍者気分だった。階段を上り、やがて見覚えのある扉の前にたどり着く。そこはかつてオレ達一家が住んでいた部屋だ。


    「なにもないけど……懐かしいな」


    　よく見ると、床や壁にテーブルや時計の跡が残っている。いろんな思い出が蘇ってくる。埃の匂いに閉口し、窓を開けてベランダに出た。


    「はー……」


    　大きく深呼吸すると眼前に広がる宇う須ず市を眺めた。


    「もうすぐ夏休みだな」


    「だね」


    「ゆりかは夏休みに、やっぱりアレをやるのか？」


    「ビキニ参り？　うん。やるよ」


    　ビキニン・Ⅴフアイブとの対戦の時に流れた『ビキニ参り』と言う言葉。これは、本家ビキニンジャが自称ビキニンジャをやっつける、と言うことを意味しているらしい。


    



    　オレは参加を決めた理由を聞いてみた。


    「日刊シノビ新聞に『技は一流、心は二流』と書かれちゃったから名誉挽回しないといけないし、それに、いろんな忍者と戦えるなんて面白いじゃない」


    「そっちが本命だろ」


    「へへ」


    　二人で笑って、屋上から宇須市を一望する。相変わらずいい眺めだ。


    「母親捜しはどうするんだ？」


    「どうしよう。お母さんの気持ちをもう少し考えてみないと……」


    「ゆりかの気持ちはどうなんだ？」


    「もちろん、会いたいよ」


    　ひときわ心地のよい風が屋上を吹き抜けた。


    「花火大会、楽しみだね」


    「ああ」

  


  
    [image: ]

  


  
    　奉ほう納のう祭さいの当日、宇う須ず市し内ない某ぼう所しよ。ゆりかとビキニン・Ⅴフアイブの戦闘区域から遠く離れ、わずかな歓声も聞こえては来ない、がらんとした廃はい墟きよの中で場違いな女の声が響く。


    



    　……わかりました。必ず娘さんにお渡しします。


    　次はもう少しまともな姿でお会いできることを期待してます。


    　ひなぎくさん。


    



    「誰と話していた、ミス・ハルマゲドン」


    　廃墟の廊下。突き当たりにある非常口から漏れ入ってくる陽光が男の影を照らし出す。


    



    　堤つつみ庵いおりだった。庵はサスケを追って、廃墟となった宇う須ず市営集合団地に行き着いていた。


    　庵の背後から吹き込んできた風が、庵にわずかに染みついた中華料理の香りを廊下に流し込む。


    　廊下の中央で背中を向けて立つその女はゆっくりと振り返った。わずかな光源の中でも目立つ真しん紅くの髪。見間違うはずがない。サスケだ。


    　サスケは感情のない声で


    「影忍エックス」


    といった。庵は片眉を上げる。


    「あんた以外の気配は感じられなかったが」


    「ひなぎくさんの影……それが影忍エックスの正体」


    「……」


    　庵はそれ以上問おうとしなかった。しばし沈黙が続いた後、サスケは場の緊張感を解くように、ため息をつきながら肩を落としてみせる。


    　そして、庵のいる非常口へと向かってきた。殺気はない。


    「この手紙、ゆりかに渡しておいて。わたし、報告とか明日の興行とかで忙しいんだ」


    　サスケはそう言って庵の横を通り過ぎた。


    「ゆりかに一言挨拶していったらどうだ？　あいつが祭会場での状況を前向きに整理できるとは思えん」


    　通り過ぎたサスケの背中に、庵は言葉をぶつける。


    「あなたがいれば大丈夫よ。ゆりかと[image: ]これで語り合ったんでしょ？」


    「お前もそうなんだろう。だったらあいつがどういう性格か」


    「だめ。ゆりかはもっと強くならなきゃ。お母さんに会うためにもね。それじゃ」


    　サスケはそう言って階段を下り、姿と一緒に気配を消した。


    



    　奉ほう納のう祭さいの打ち上げの帰り際、庵いおりはゆりかに一通の手紙を渡した。その手紙には丁寧な文字で、こう書かれていた。


    



    『ゆりかへ　さがさないでください　母より


    



    　追伸　愛しています』
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